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〔
一
般
論
文
〕

　
　
　
　

台
湾
総
督
府
の
ペ
ス
ト
防
疫
対
策

 
　
　
　
　

―
「
不
潔
家
屋
」
及
び
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
取
毀
措
置
を
中
心
と
し
て
―

鈴
　
　

木
　
　

哲
　
　

造
　
　
　
　

は
じ
め
に

一
、
内
地
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
流
行
と
伝
染
病
予
防
法
の
改
正

二
、
家
屋
取
毀
の
根
拠
法
令
―
台
湾
家
屋
建
築
規
則
及
び
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則

三
、
家
屋
取
毀
の
実
施
状
況

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
台
湾
総
督
府
が
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
実
施
し
た
「
不
潔
家
屋
」及
び
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
を
と
り
あ
げ
、

家
屋
取
毀
の
根
拠
法
令
と
な
っ
た
「
台
湾
家
屋
建
築
規
則
」（
明
治
三
三
年
八
月
律
令
第
一
四
号
）
及
び
「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
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処
分
規
則
」（
明
治
四
一
年
二
月
律
令
第
二
号
）
の
制
定
過
程
と
運
用
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
家
屋
取
毀
措
置
の
ペ
ス
ト
防
疫

対
策
上
及
び
台
湾
統
治
政
策
上
の
意
義
を
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
療
・
衛
生
史
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
研
究
は
、
飯
島
渉
『
ペ
ス
ト
と
近
代
中
国
―
衛
生

の
「
制
度
化
」
と
社
会
変
容
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
飯
島
は
、
医
療
・
衛
生
事
業
へ
の
国
家
に
よ
る
関
与
を
医
療
・

衛
生
事
業
の
「
制
度
化
」
と
定
義
し
、
こ
の
「
制
度
化
」
の
展
開
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
統
治
機
構
の
再
編
の
契
機
と
な
り
、
社
会

制
度
の
変
容
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
」
こ
と
と
、「
欧
米
諸
国
や
日
本
に
お
い
て
の
み
進
行
し
た
わ
け
で
は
な
」
く
、

「
植
民
地
と
さ
れ
た
地
域
に
も
強
制
さ
れ
、
植
民
地
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、
近
代
世
界
に

お
け
る
医
療
・
衛
生
事
業
の
展
開
の
意
義
を
論
じ
た
。
日
本
統
治
下
台
湾
へ
の
言
及
と
し
て
は
、
台
湾
総
督
府
が
、
後
藤
新
平
の
打
ち

出
し
た
統
治
理
念
た
る
「
旧
慣
温
存
主
義
」
に
基
づ
く
「
自
治
制
ノ
慣
習
」
を
利
用
し
た
「
自
治
的
な
衛
生
行
政
」
を
志
向
し
、
衛
生

事
業
の
基
盤
と
し
て
保
甲
制
度
を
整
備
し
て
い
く
と
と
も
に
、
衛
生
組
合
の
組
織
化
を
推
し
進
め
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
か

か
る
医
療
・
衛
生
事
業
の
展
開
を
通
じ
て
、
総
督
府
が
「
台
湾
人
社
会
へ
の
植
民
地
権
力
の
浸
透
を
は
か
る
こ
と
に
成
功
し
た
」
と
し

て
、
台
湾
に
お
け
る
医
療
・
衛
生
事
業
の
「
制
度
化
」
の
展
開
を
跡
付
け
て
い
る

（
１
）

。

　

本
稿
の
主
題
た
る
日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
防
疫
対
策
に
関
わ
る
論
考
と
し
て
は
芹
澤
良
子
「
台
湾 

一
八
九
六
年
―

日
本
の
〈
帝
国
医
療
〉
の
揺
籃
―

（
２
）

」
と
、
范
燕
秋
「
鼠
疫
与
台
湾
之
公
共
衛
生
（
一
八
九
六
―
一
九
一
七

（
３
）

）」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
芹
澤

論
文
が
所
収
さ
れ
た
、
永
島
剛
・
市
川
智
生
・
飯
島
渉
編『
衛
生
と
近
代
―
ペ
ス
ト
流
行
に
み
る
東
ア
ジ
ア
の
統
治
・
医
療
・
社
会
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
七
年
）
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
に
ペ
ス
ト
が
香
港
に
伝
播
し
た
後
の
流
行
拡
大
を
地
域
別
、
か

つ
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
年
毎
に
追
っ
て
い
く
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
芹
澤
論
文
は
、
台
湾
に
お
い
て
ペ
ス
ト
が
初
め
て
流
行
し
た
明
治

二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
芹
澤
は
、
ペ
ス
ト
を
法
定
伝
染
病
と
し
て
包
含
し
た
「
台
湾
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伝
染
病
予
防
規
則
」
の
制
定
及
び
台
北
県
で
の
「
衛
生
組
合
規
則
」
の
制
定
等
を
通
じ
た
伝
染
病
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
、
総
督
府
が

「
台
湾
社
会
へ
の
介
入
を
本
格
的
に
開
始
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
台
湾
統
治
に
お
け
る
意
義
は
大
き
い
」
と
し
、「
こ
れ
が
、
の
ち

に
実
施
す
る
保
甲
制
度
を
基
軸
と
し
、
台
湾
社
会
全
体
を
巻
き
込
む
衛
生
政
策
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る

（
４
）

。

明
治
二
九
年
の
ペ
ス
ト
の
流
行
と
防
疫
対
策
は
、
ま
さ
に
総
督
府
が
衛
生
事
業
を
梃
子
と
し
て
台
湾
社
会
へ
の
統
治
権
力
の
滲
透
を
は

か
る
端
緒
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

范
論
文
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
か
ら
最
後
の
流
行
年
と
な
っ
た
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
ま
で
の
ペ
ス
ト
の
流
行
を
対
象

と
し
て
、
台
湾
総
督
府
の
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
を
包
括
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
范
は
、
総
督
府
が
ペ
ス
ト
の
発
生
を
抑
制
で
き
た

要
因
と
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
ペ
ス
ト
の
流
行
学
的
な
調
査
及
び
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
防
疫
措
置
の
実
施
、
捕
鼠
活
動
や
ペ
ス
ト

予
防
組
合
を
通
じ
た
台
湾
住
民
の
防
疫
活
動
へ
の
効
果
的
な
動
員
、
及
び
「
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」
に
よ
る
ペ
ス
ト
病
毒
汚

染
家
屋
の
取
毀
等
に
よ
る
衛
生
環
境
の
向
上
を
指
摘
し
た
。
総
督
府
に
よ
る
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
が
台
湾
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い

て
、
范
は
、
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
を
契
機
と
し
て
始
ま
る
捕
鼠
活
動
や
春
期
・
秋
期
の
大
清
潔
法
の
実
施
と
衛
生
環
境
の
改
善
等
の
措
置

が
、
近
代
的
な
衛
生
思
想
の
普
及
を
促
し
、
台
湾
社
会
近
代
化
の
一
環
と
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る

（
５
）

。
范
論
文
は
、
本
稿
で
焦
点
を
あ
て

る
家
屋
の
取
毀
と
衛
生
環
境
の
向
上
を
ペ
ス
ト
発
生
抑
制
要
因
と
し
て
指
摘
し
た
が
、
家
屋
取
毀
に
係
る
根
拠
法
令
の
制
定
過
程
及
び

当
該
法
令
に
基
づ
く
家
屋
取
毀
の
運
用
実
態
ま
で
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
な
お
検
討
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。

　

上
述
の
先
行
研
究
に
共
通
す
る
問
題
意
識
は
、
防
疫
対
策
の
伝
染
病
抑
制
へ
の
効
果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
統
治
政
策
と
の
関
係
や
当
該

社
会
に
与
え
た
影
響
を
問
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
か
ら
提
示
さ
れ
た
、
医
療
・
衛
生
事
業
の
展
開
に
よ
る
統
治
権
力
の
浸

透
、
地
域
秩
序
の
再
編
、
近
代
的
な
衛
生
思
想
の
社
会
的
な
普
及
と
当
該
社
会
の
近
代
化
と
い
う
事
象
は
、
医
療
・
衛
生
史
研
究
の
共

通
の
論
点
と
し
て
の
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
か
か
る
問
題
意
識
と
論
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
冒
頭
で
述
べ
た
目
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的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
三
つ
の
課
題
を
設
定
す
る
。

　

第
一
の
課
題
は
、「
不
潔
家
屋
」
及
び
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
取
毀
の
根
拠
法
令
と
な
っ
た
「
台
湾
家
屋
建
築
規
則
」
及
び
「
台
湾
ペ
ス

ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」
の
制
定
過
程
と
運
用
面
の
検
討
を
通
じ
て
、
家
屋
取
毀
の
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
上
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る

だ
け
で
は
な
く
、「
旧
慣
」
の
統
治
政
策
へ
の
具
体
的
な
活
用
事
例
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
総
督
又
は
地
方
庁
長
は
、
法
令
に
基

づ
き
、
家
屋
の
所
有
者
に
対
す
る
当
該
家
屋
取
毀
の
命
令
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
近
代
法
の
枠
組
み
か
ら
い
え
ば
、
私
有

財
産
た
る
家
屋
の
取
毀
を
命
じ
る
こ
と
は
私
権
の
侵
害
に
あ
た
る
こ
と
か
ら「
補
償
」と
一
体
と
な
っ
て
運
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
総
督
府
は
「
補
償
」
を
極
力
回
避
し
よ
う
と
画
策
す
る
。
そ
こ
に
は
「
旧
慣
」
に
依
拠
し
た
補
償
回
避
の
論
理
が
存
在

し
た
。「
旧
慣
温
存
主
義
」
を
統
治
理
念
に
掲
げ
、
旧
慣
調
査
事
業
を
主
導
し
た
後
藤
新
平
は
、
終
生
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
と

い
う
。
す
な
わ
ち
、「
社
会
の
習
慣
と
か
制
度
と
か
い
ふ
も
の
は
、
皆
相
当
の
理
由
が
あ
つ
て
、
永
い
間
の
必
要
か
ら
生
れ
て
き
て
ゐ

る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
台
湾
を
統
治
す
る
と
き
に
、
先
づ
こ
の
島
の
旧
慣
制
度
を
よ
く
科
学
的
に
調
査
し
て
、
そ
の
民
情
に

応
ず
る
や
う
に
政
治
を
し
た
」
と

（
６
）

。
社
会
の
習
慣
や
旧
慣
制
度
を
斟
酌
し
た
民
情
に
応
ず
る
政
治
は
、「
自
治
制
ノ
慣
習
」
を
利
用
し

た
保
甲
制
度
の
整
備
や
衛
生
組
合
の
組
織
化
を
も
た
ら
し
た
一
方
で
、
統
治
の
技
法
と
し
て
旧
慣
温
存
の
名
の
も
と
で
私
権
制
限
を
正

当
化
す
る
論
理
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
課
題
は
、「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」
と
内
地
の
「
伝
染
病
予
防
法
」
と
の
比
較
か
ら
台
湾
総
督
府
の
防
疫
対

策
の
特
徴
を
導
き
出
す
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
は
、
台
湾
独
自
の
法
令
で
は
な
く
、
先
行
す
る
内
地
法
た

る
伝
染
病
予
防
法
を
参
照
し
て
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
課
題
の
検
討
を
通
じ
て
、
総
督
府
に
与
え
ら
れ
た
家
屋
取
毀
及
び
補
償
金
額
の

決
定
に
係
る
よ
り
強
い
権
限
と
、
台
湾
の
家
屋
取
毀
過
程
に
お
け
る
よ
り
重
い
個
人
負
担
が
詳
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
の
課
題
は
、
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
不
潔
家
屋
」
及
び
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
が
台
湾
社
会
に
与
え
た
影
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響
を
問
う
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ス
ト
防
疫
を
目
的
と
し
た
家
屋
の
取
毀
は
、
ペ
ス
ト
病
毒
の
根
源
た
る
鼠
族
の
駆
除
と
い
う
科
学
的
根
拠

と
近
代
的
な
公
衆
衛
生
の
規
範
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
断
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
性
格
を
具
え
る
防
疫
対
策
が

台
湾
社
会
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

以
上
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
本
論
で
は
、
ま
ず
、
内
地
に
お
い
て
、
防
疫
対
策
と
し
て
の
家
屋
取
毀
が
伝
染
病
予
防
法
の
改
正

に
よ
り
合
法
化
さ
れ
て
い
く
過
程
を
述
べ
る
。
こ
の
内
地
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
台
湾
に
お
け
る
「
不
潔
家
屋
」
又
は
「
ペ
ス

ト
家
屋
」
取
毀
に
係
る
根
拠
法
令
の
制
定
過
程
を
論
じ
、
最
後
に
当
該
法
令
の
運
用
状
況
並
び
に
台
湾
社
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
内
地
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
流
行
と
伝
染
病
予
防
法
の
改
正

　

内
地
に
お
け
る
ペ
ス
ト
流
行

（
７
）

の
端
緒
が
開
か
れ
た
の
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
内
務
省
衛
生
局
が
編
纂

し
た
『
衛
生
局
年
報 

明
治
三
十
二
年
』
は
、
ペ
ス
ト
発
生
時
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「｢

ペ
ス

ト｣

ハ
本
邦
内
地
ニ
於
テ
ハ
未
タ
曽
テ
其
ノ
発
生
ヲ
見
サ
リ
シ
カ
本
年
十
一
月
八
日
兵
庫
県
神
戸
市
ニ
於
テ
真
症｢

ペ
ス
ト｣

ノ
一
死

体
（
発
病
ハ
同
月
六
日
）
ヲ
発
見
シ
爾
来
市
内
及
郡
部
ニ
亘
リ
テ
患
者
続
発
ス
ル
ニ
至
レ
リ
是
レ
実
ニ
内
地
ニ
於
ケ
ル
本
邦
流
行
ノ
嚆

矢
ナ
リ
ト
ス
」
と

（
８
）

。
抑
も
、
内
務
省
衛
生
局
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
一
四
日
、
香
港
領
事
館
よ
り
同
地
に
お
い
て
ペ
ス

ト
が
蔓
延
し
て
い
る
と
の
通
報
を
受
け
て
以
降
、
ペ
ス
ト
病
毒
の
内
地
へ
の
伝
播
阻
止
の
た
め
の
検
疫
を
相
当
な
決
意
を
も
っ
て
実
施

し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
「
本
病
ハ
伝
染
病
中
最
モ
恐
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
曽
テ
十
四
世
紀
ニ
於
テ
海
外
諸
国
ニ
流
行
猖
獗
ヲ
極
メ

一
時
ニ
数
千
万
ノ
人
命
ヲ
殪
シ
タ
ル
ハ
歴
史
上
著
明
ノ
事
実
ニ
シ
テ
我
国
ニ
於
テ
ハ
幸
ニ
未
タ
該
病
毒
ヲ
輸
入
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
雖

ト
モ
一
旦
其
侵
襲
ヲ
蒙
ル
ト
キ
ハ
非
常
ノ
惨
害
ヲ
流
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
之
ヲ
撲
滅
ス
ル
コ
ト
極
メ
テ
難
キ
」
と
の
認
識
が
あ
っ
た

（
９
）

。
そ
れ



6

ゆ
え
、
香
港
、
清
国
沿
岸
地
域
の
み
な
ら
ず
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
以
降
流
行
地
と
な
っ
て
い
る
新
版
図
台
湾
よ
り
来
航
す
る

船
舶
に
対
し
て
も
特
に
厳
重
に
検
疫
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
が

）
10
（

、
遂
に
ペ
ス
ト
病
毒
の
侵
入
・
拡
散
を
許
し
た
の
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
神
戸
市
に
お
い
て
ペ
ス
ト
患
者
の
死
体
が
一
一
月
八
日
に
発
見
さ
れ
て
か
ら
一
〇
日
後
の
一
八
日
、
ペ
ス
ト
病
毒
は
、
神
戸

市
と
「
交
通
頻
繁
ニ
シ
テ
地
形
上
頗
ル
危
険
ノ
位
置
ニ
ア
リ
且
ツ
従
来
諸
伝
染
病
ノ
流
行
ニ
際
シ
テ
ハ
毎
々
唇
歯
輔
車
ノ
関
係
」
に
あ

る
大
阪
市
に
伝
播
し

）
11
（

、
陸
路
に
よ
り
和
歌
山
県
の
和
歌
山
市
及
び
湯
浅
町
と
静
岡
県
浜
松
町
に
達
し
た

）
12
（

。
そ
の
後
、
ペ
ス
ト
は
、
大

正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
七
月
の
神
奈
川
県
横
浜
市
に
お
け
る
最
後
の
患
者
発
生
ま
で
の
二
八
年
間
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
流
行
し

）
13
（

、

四
七
道
府
県
中
、
三
府
（
東
京
・
大
阪
・
京
都
）
二
一
県
（
愛
知
県
、
茨
城
県
、
愛
媛
県
、
香
川
県
、
神
奈
川
県
、
高
知
県
、
滋
賀

県
、
静
岡
県
、
千
葉
県
、
徳
島
県
、
鳥
取
県
、
長
崎
県
、
奈
良
県
、
兵
庫
県
、
広
島
県
、
福
井
県
、
福
岡
県
、
三
重
県
、
山
口
県
、
山

梨
県
、
和
歌
山
県
）
に
お
い
て
発
生
し
た

）
14
（

。
第
一
表
が
示
す
と
お
り
、
二
八
年
間
の
ペ
ス
ト
流
行
期
に
お
け
る
患
者
数
は
計
二
九
〇
三

人
、
死
者
数
は
計
二
三
八
九
人
、
罹
患
致
死
率
は
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
よ
ん
だ
。

　

ペ
ス
ト
流
行
の
程
度
は
地
域
的
な
格
差
が
あ
っ
た
。
流
行
の
激
し
か
っ
た
府
県
の
上
位
五
位
を
示
せ
ば
、
大
阪
府
（
患
者
一
二
〇
二

人
・
死
者
一
〇
五
九
人
、
以
下
同
）、
兵
庫
県
（
七
六
五
人
・
五
九
四
人
）、
和
歌
山
県
（
二
三
二
人
・
一
六
七
人
）、
神
奈
川
県
（
一
六
〇

人
・
一
二
九
人
）、
東
京
府
（
九
九
人
・
八
四
人
）
で
あ
り
、
五
府
県
の
患
者
と
死
者
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
二
四
五
八
人
と

二
〇
三
三
人
と
な
り
、
全
体
の
八
割
以
上
を
占
め
る

）
15
（

。
と
り
わ
け
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
感
染
者
数
は
突
出
し
て
お
り
、
ペ
ス
ト
流
行
の

中
心
は
こ
の
二
府
県
に
和
歌
山
県
を
加
え
た
大
阪
・
和
歌
山
の
湾
岸
地
域
一
帯
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ペ
ス
ト
流
行
の
盛
衰
に
係
る
時
期
的
な
特
徴
は
、
前
期
（
明
治
期
）
と
後
期
（
大
正
期
）
に
便
宜
的
に
分
け
る
と
理
解
し
や
す
い
。

内
務
省
防
疫
医
官
飯
村
保
三
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
印
刷
さ
れ
た
『
日
本
内
地
ノ
「
ペ
ス
ト
」
流
行
ニ
関
ス
ル
調
査
』
に

お
い
て
、
ペ
ス
ト
の
流
行
を
九
回
に
分
け
て
整
理
し
て
い
る
。
第
一
回
流
行
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
一
一
月
か
ら
同
三
四
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（
一
九
〇
一
）
年
四
月
ま
で
で
主
な
流
行
地
域
が
大
阪

府
と
兵
庫
県
、
第
二
回
流
行
は
明
治
三
五（
一
九
〇
二
）

年
九
月
か
ら
同
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
一
一
月
ま
で
で

主
な
流
行
地
域
が
東
京
府
と
神
奈
川
県
、
第
三
回
流
行

は
明
治
三
七
年
一
二
月
か
ら
同
四
四
（
一
九
一
一
）
年

三
月
ま
で
で
主
な
流
行
地
が
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
和
歌

山
県
で
あ
っ
た

）
16
（

。
こ
の
第
一
回
流
行
か
ら
第
三
回
流
行

は
前
期
（
明
治
期
）
と
し
、
第
四
回
流
行
か
ら
第
九
回

流
行
ま
で
は
後
期
（
大
正
期
）
と
す
る
。
第
一
表
に
よ

れ
ば
、
第
一
回
流
行
か
ら
第
三
回
流
行
ま
で
の
患
者
と

死
者
の
合
計
は
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
九
人
と
二
〇
七
三
人

で
あ
る
。
ペ
ス
ト
流
行
の
時
期
的
な
中
心
は
前
期
（
明

治
期
）
に
あ
り
、
な
か
で
も
最
も
猖
獗
を
極
め
た
の
は

第
三
回
流
行
（
患
者
二
二
〇
三
人
・
死
者
一
八
〇
二
人
）

で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
ペ
ス
ト
が
流
行
し
た

時
、
該
病
に
対
す
る
防
疫
措
置
の
根
拠
と
な
っ
た
法
令

は
「
伝
染
病
予
防
法

）
17
（

」
で
あ
る
。
伝
染
病
予
防
法
は
、

第 1表　内地におけるペスト患者及び死者（明治 32 年～昭和元年）

年 患　者 死　者 年 患　者 死　者

明治 32 62 55 大正 3 83 70

明治 33 168 153 大正 4 20 17

明治 34 3 3 大正 5 77 65

明治 35 14 9 大正 6 25 23

明治 36 58 50 大正 7 1 1

明治 37 1 1 大正 8 3 2

明治 38 274 211 大正 9 22 16

明治 39 498 383 大正 10 2 0

明治 40 646 574 大正 11 118 89

明治 41 347 280 大正 12 1 1

明治 42 389 313 大正 13 7 6

明治 43 49 41 大正 14 0 0

明治 44 0 0 昭和 1 8 6

大正 1 0 0
総　計 2,903 2,389

大正 2 27 20

（出典）『衛生局年報』（内務省衛生局）各年度。
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明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
四
月
、
法
律
第
三
六
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
、
一
部
規
定
を
除
き
、
同
年
五
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た

）
18
（

。

同
法
は
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
七
月
太
政
官
布
告
第
三
四
号
「
伝
染
病
予
防
規
則
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て

）
19
（

、
平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
四
月
一
日
の
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」（
法

律
第
一
一
四
号
／
通
称
「
感
染
症
法
」）
の
施
行
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で

）
20
（

、
実
に
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
日
本
の
伝
染
病
予
防

体
制
の
基
礎
を
な
し
た
法
令
で
あ
っ
た
。

　

伝
染
病
予
防
法
の
意
義
は
、
①
法
定
伝
染
病
に
猩
紅
熱
と
ペ
ス
ト
を
追
加
し
た
こ
と
、
②
伝
染
病
予
防
事
務
に
関
し
て
、
国
、
府

県
、
市
町
村
、
個
人
及
び
医
師
の
負
う
責
務
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
③
市
町
村
へ
の
伝
染
病
予
防
委
員
の
設
置
、
府
県
へ
の
検
疫
委

員
の
設
置
を
定
め
た
こ
と
、
④
府
県
、
市
町
村
及
び
個
人
の
負
担
す
べ
き
費
用
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
⑤
市
町
村
の
経
費
負
担
に
対

す
る
府
県
税
又
は
地
方
税
に
よ
る
補
助
と
、
府
県
税
又
は
地
方
税
支
出
の
六
分
の
一
の
国
庫
補
助
を
定
め
た
こ
と
に
あ
る

）
21
（

。
①
に
関
し

て
、
法
定
伝
染
病
は
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
の
伝
染
病
予
防
規
則
で
は
コ
レ
ラ
、
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
発
疹
チ

フ
ス
、
痘
瘡
の
六
病
で
あ
っ
た
が
、
伝
染
病
予
防
法
で
は
こ
れ
ら
に
猩
紅
熱
と
ペ
ス
ト
を
新
た
に
加
え
て
八
病
と
し
た
。
伝
染
病
予
防

法
の
制
定
当
時
、
内
地
に
お
い
て
は
い
ま
だ
ペ
ス
ト
の
惨
禍
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
上
述
し
た
と
お
り
、
香
港
、
清
国

沿
岸
地
域
及
び
台
湾
等
の
ペ
ス
ト
流
行
地
か
ら
来
航
す
る
船
舶
を
通
じ
て
病
毒
が
伝
播
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
法
定
伝
染
病
へ
の
ペ
ス

ト
の
追
加
は
、
ペ
ス
ト
病
毒
の
内
地
へ
の
侵
襲
に
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
一
一
月
八
日
に
神
戸
市
に
て
ペ
ス
ト
が
発
生
し
、
各
地
に
伝
播
し
て
い
く
な
か
で
、
ペ
ス
ト
防
疫
対
策

と
し
て
、
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く
消
毒
法
及
び
隔
離
法
等
の
各
種
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
ほ
か
、
内
務
省
は
、
同
月
一
八
日
、

訓
令
第
三
六
号
を
も
っ
て
庁
府
県
に
対
し
「
家
鼠
駆
除
方
」
を
通
達
し
、「
家
鼠
ハ｢

ペ
ス
ト｣

病
毒
伝
播
ノ
重
ナ
ル
媒
介
」
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
で
、
神
戸
市
等
の
ペ
ス
ト
流
行
地
と
交
通
頻
繁
な
地
方
に
お
い
て
は
家
鼠
の
駆
除
方
法
を
策
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
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た
）
22
（

。
同
日
付
で
内
務
省
衛
生
局
長
よ
り
各
知
事
に
対
し
て
鼠
族
の
駆
除
方
法
に
つ
い
て
は
公
費
を
も
っ
て
買
収
し
た
り
、
懸
賞
に
よ
り

捕
獲
を
促
し
た
り
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
と
の
通
牒
が
発
せ
ら
れ
た

）
23
（

。
各
府
県
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
内
務
省
か
ら
の
命
令
と
通
牒

に
依
拠
し
、
鼠
族
の
駆
除
法
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
三
重
県
で
は
、
同
月
二
一
日
、
訓
令
甲
第
一
〇
〇
号
を
も
っ
て

郡
市
役
所
と
町
村
役
場
に
対
し
て
「
家
鼠
ハ｢

ペ
ス
ト｣

ノ
媒
介
物
中
主
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
此
際
速
カ
ニ
之
ガ
駆
除
ヲ
ナ
ス
ハ
予

防
上
最
モ
急
務
ナ
リ
ト
ス
依
テ
懸
賞
捕
獲
ス
ル
等
便
宜
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
之
カ
駆
除
ヲ
図
ル
ヘ
シ
」
と
命
令
し
、
同
日
付
で
警
部
長
よ
り

各
郡
市
長
宛
に
鼠
族
の
駆
除
方
法
と
し
て
「
鼠
一
疋
ノ
価
ヲ
定
メ
公
費
ヲ
以
テ
購
フ
カ
又
ハ
捕
獲
ノ
方
法
ヲ
懸
賞
ニ
ヨ
リ
索
メ
以
テ
其

余
類
ヲ
遺
ザ
ル
様
全
滅
ヲ
期
セ
ラ
レ
度
」
と
の
通
牒
が
発
せ
ら
れ
て
い
る

）
24
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
務
省
は
、
内
地
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
流
行
に
接
す
る
や
直
ち
に
家
鼠
を
「
病
毒
伝
播
ノ
重
ナ
ル
媒
介
」
と
し
て
鼠

族
駆
除
法
の
徹
底
を
、
府
県
を
経
由
し
て
市
町
村
ま
で
周
知
さ
せ
た
。
ペ
ス
ト
防
疫
措
置
の
重
点
は
鼠
族
の
駆
除
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
の
措
置
は
、
内
務
省
の
訓
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
内

務
省
衛
生
局
が
『
衛
生
局
年
報 

明
治
三
十
七
三
十
八
年
』
に
お
い
て
「
伝
染
病
予
防
法
ハ
明
治
三
〇
年
ノ
制
定
ニ
係
リ
当
時｢

ペ
ス

ト｣

ハ
未
タ
本
邦
ニ
侵
入
セ
ス
従
テ
之
ニ
対
ス
ル
予
防
ノ
経
験
ヲ
有
セ
サ
ル
カ
故
ニ
今
日
ニ
於
テ
ハ
予
防
上
至
要
ト
認
ム
ル
事
項
モ
本

法
ノ
規
定
ニ
欠
如
セ
ル
コ
ト
ア
リ
テ
其
改
正
ノ
止
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
ト
其
他
施
行
上
ノ
経
験
ニ
徴
シ
改
正
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア

リ
シ

）
25
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
以
降
の
ペ
ス
ト
防
疫
措
置
の
経
験
等
を
法
律
に
落
と
し
込
む
か
た
ち
で
、

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
三
月
、
法
律
第
五
六
号
を
も
っ
て
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
の
で
あ
る

）
26
（

。

　

伝
染
病
予
防
法
の
主
な
る
改
正
内
容
は
次
の
二
点
に
整
理
で
き
る
。
第
一
に
、
市
町
村
の
責
務
に
属
す
る
伝
染
病
予
防
事
務
中
に

「
鼠
族
ノ
駆
除
及
之
ニ
関
ス
ル
施
設
ヲ
為
ス
」
こ
と
を
追
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
立
法
趣
旨
は
「｢

ペ
ス
ト｣

ニ
対
ス
ル
予
防
撲
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滅
ノ
措
置
ハ
鼠
族
ノ
駆
除
ヲ
以
テ
最
必
要
ナ
リ
ト
為
ス
」
こ
と
か
ら
、
市
町
村
に
対
し
常
に
鼠
族
の
駆
除
に
努
め
る
よ
う
徹
底
さ
せ
る

こ
と
に
あ
っ
た

）
27
（

。
第
二
に
、
ペ
ス
ト
病
毒
に
汚
染
さ
れ
た
家
屋
に
「
別
段
ノ
処
分
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
地
方
長
官
に
与
え

た
こ
と
で
あ
る
。
新
設
さ
れ
た
第
一
九
条
ノ
二
の
条
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
九
条
ノ
二
　

伝
染
病
毒
ニ
汚
染
シ
タ
ル
建
物
ニ
シ
テ
消
毒
方
法
ノ
施
行
ヲ
不
適
当
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
地
方
長
官
ハ
関
係
市
町

村
会
ノ
意
見
ヲ
聴
キ
内
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
得
テ
其
ノ
建
物
ニ
対
シ
別
段
ノ
処
分
ヲ
行
ヒ
且
其
ノ
処
分
ノ
為
必
要
ナ
ル
土
地
ヲ
使

用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　

前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
損
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
建
物
ノ
所
有
者
ニ
手
当
金
ヲ
交
付
ス
ヘ
シ

　

手
当
金
ノ
交
付
並
手
当
金
額
ノ
決
定
ニ
関
シ
必
要
ナ
ル
事
項
ハ
命
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

　

第
一
九
条
ノ
二
に
お
け
る
「
伝
染
病
毒
ニ
汚
染
シ
タ
ル
建
物
」
と
は
ペ
ス
ト
病
毒
に
汚
染
し
た
家
屋
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、「
消

毒
方
法
ノ
施
行
ヲ
不
適
当
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
と
は
「
消
毒
方
法
ヲ
反
覆
施
行
ス
ル
ト
モ
尚
ホ
且
ツ
病
毒
ノ
撲
滅
シ
難
キ
」
場
合
を
い

う
）
28
（

。
加
納
光
久
編
『
伝
染
病
予
防
法
釈
義
』
に
よ
れ
ば
、「
別
段
ノ
処
分
」
と
は
「
建
物
を
焼
き
払
う
等
の
こ
と
」
で
あ
っ
て
、
こ
の

別
段
の
処
分
は
「
個
人
の
所
有
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
き
い
」
こ
と
か
ら
「
関
係
市
町
村
会
の
意
見
を
聴
き
内
務
大
臣
の
認

可
を
受
け
し
め
、
尚
又
之
を
当
該
官
吏
で
な
く
地
方
長
官
が
処
分
を
行
は
う
と
い
ふ
様
に
其
の
手
続
を
慎
重
」に
す
る
と
と
も
に
、「
別

段
の
処
分
を
な
し
た
場
合
に
は
損
害
を
受
け
た
る
所
の
建
物
の
所
有
者
に
手
当
金
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
な
い

）
29
（

。

　

第
一
九
条
ノ
二
第
三
項
の
手
当
金
に
係
る
命
令
を
具
体
化
し
た
の
が
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
六
月
内
務
省
令
第
二
一
号
「
伝

染
病
予
防
法
ニ
依
ル
手
当
金
ニ
関
ス
ル
件
」で
あ
っ
た
。
該
令
は
、
別
段
の
処
分
を
行
う
際
に
は
建
物
の
所
有
者
に
通
達
す
る
こ
と
と
、
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こ
の
処
分
に
よ
り
「
損
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
建
物
ノ
所
有
者
ニ
交
付
ス
ヘ
キ
手
当
金
額
ハ
地
方
長
官
時
価
ヲ
参
酌
シ
テ
之
ヲ
決
定
ス
」
る
こ

と
を
規
定
し
た

）
30
（

。
か
く
し
て
、
伝
染
病
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
鼠
族
の
駆
除
や
そ
の
た
め
の
施
設
を
な
す
こ
と
（
鼠
族
買
収
等
）
が

市
町
村
の
行
う
防
疫
措
置
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ペ
ス
ト
病
毒
に
汚
染
し
た
建
物
の
焼
き
払
い
と
い
う
強
権
的
な
防

疫
措
置
の
法
的
根
拠
も
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

山
根
正
次
衆
議
院
議
員
は
、
伝
染
病
予
防
法
改
正
案
の
提
出
者
の
一
人
で
あ
り
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
東
京
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、
警
察
医
長
、
医
務
局
長
、
警
視
庁
第
三
部
長
、
内
務
省
臨
時
検
疫
事
務
官
等
を
歴
任
し
、
衛
生
行
政
に
携
わ
っ
た
経
歴
を

持
つ
医
系
議
員
で
あ
る

）
31
（

。
山
根
は
、
自
著
『
日
独
比
較
改
正
伝
染
病
予
防
法
論
』
に
お
い
て
、「｢

ペ
ス
ト｣

防
疫
の
第
一
要
件
は
鼠

族
の
駆
除
」
に
あ
り
、
第
一
九
条
ノ
二
に
よ
る
別
段
の
処
分
が
鼠
族
を
一
挙
に
殲
滅
す
る
た
め
に
そ
の
巣
窟
を
衝
く
「
根
本
的
鼠
族
の

駆
除
法
」
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
第
一
九
条
ノ
二
の
立
法
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

所
謂
病
毒
汚
染
の
建
物
に
対
し
別
段
の
処
分
を
行
ふ
と
云
ふ
は
蓋
多
く
鼠
族
駆
除
の
場
合
に
於
て
天
井
板
・
羽
目
板
・
下
見
板
・

床
板
・
壁
・
屋
根
板
・
瓦
等
の
剥
離
家
屋
倉
庫
物
置
等
の
土
間
の
発
掘
の
如
き
甚
し
き
に
至
つ
て
は
彼
の
一
部
落
家
屋
の
焼
払
焼

却
消
毒
の
如
き
は
即
是
別
段
の
処
分
に
し
て
縦
令
其
の
目
的
消
毒
に
在
る
も
正
し
く
所
有
権
の
侵
害
に
し
て
法
律
の
明
文
を
待
た

ず
む
ば
之
れ
に
向
つ
て
国
家
の
権
力
と
雖
も
一
手
を
染
む
る

能
は
ず
彼
の
家
屋
焼
却
の
如
き
は
旧
法
に
は
其
の
明
文
な
し
之
を

行
ふ
は
違
法
な
り
現
行
改
正
法
の
如
き
明
文
を
待
て
初
め
て
強
制
的
に
之
れ
を
行
ふ

を
得
べ
き
も
の
な
り
此
の
如
き
は
是
れ
蛮

勇
非
立
憲
的
行
動
に
し
て
一
つ
は
文
明
科
学
の
応
用
を
知
ら
ざ
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
も
是
れ
過
渡
時
代
に
行
は
れ
た
る
一
の
現
象

に
し
て
今
日
深
く
之
を
尤
む
る
に
足
ら
ざ
る
も
畢
竟
此
等
別
段
の
処
分
を
為
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
り
し
は
刻
下
我
が
建
築
法

の
不
完
全
に
し
て
已
む
を
得
ざ
る
の
手
段
に
出
で
た
る
も
の
と
恕
す
外
な
か
ら
る
べ
し

）
32
（
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こ
の
ほ
か
、
山
根
は
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
二
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
一
議
会
衆
議
院
伝
染
病
予
防
法
中
改
正
法
律

案
委
員
会
に
委
員
と
し
て
出
席
し
、
ペ
ス
ト
防
疫
の
た
め
に
「
人
ノ
家
ヲ
焼
」
く
措
置
は
そ
も
そ
も
根
拠
規
定
が
な
く
「
何
ニ
依
ッ
テ

是
ガ
出
来
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル
、
其
際
デ
ア
ル
カ
ラ
、
人
民
ガ
従
順
デ
ア
ル
ガ
故
ニ
、
斯
ウ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ガ
、
出
来
タ
ノ
デ
ア
リ

マ
セ
ウ
ガ
、
ナ
カ
〳
〵
面
倒
ナ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
、
法
律
以
外
ノ
仕
事
ヲ
、
ド
ン
〳
〵
ヤ
ッ
テ
之
ヲ
予
防
シ
タ
、
予
防
シ
マ
シ
タ
ニ
付

イ
テ
ハ
、
今
度
ハ
此
帝
国
議
会
ガ
ア
ル
以
上
ハ
、
十
分
ニ
予
防
ガ
出
来
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
置
カ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
と
発
言
し
て
い
る

）
33
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
九
条
ノ
二
は
、
こ
れ
ま
で
根
拠
規
定
な
く
行
わ
れ
て
き
た
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
家
屋
の
焼
却
処
分
の
違
法
性
又
は

「
蛮
勇
非
立
憲
的
行
動
」
を
是
正
し
、
当
該
処
分
に
法
律
上
の
根
拠
を
持
た
せ
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
た
。
元
来
、
大
日

本
帝
国
憲
法
第
二
七
条
は
「
日
本
臣
民
ハ
其
ノ
所
有
権
ヲ
侵
サ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
」
と
し
て
個
人
の
所
有
権
を
保
障
し
、
個
人
の
所
有
権

を
「
公
益
」
上
の
必
要
か
ら
処
分
す
る
場
合
は
「
法
律
」
に
よ
り
定
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
伊
藤
博
文
『
帝
国
憲
法

義
解
』
に
よ
れ
ば
、
私
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
「
私
産
ニ
対
シ
相
当
ノ
補
償
ヲ
付
ス
ル
」
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る

）
34
（

。
こ
こ
に
山
根
を

し
て
「
蛮
勇
非
立
憲
的
行
動
」
と
い
わ
し
め
た
理
由
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

山
根
が
「
彼
の
家
屋
焼
却
の
如
き
は
」
云
々
と
指
摘
す
る
と
お
り
、
実
際
上
、
伝
染
病
予
防
法
改
正
案
の
成
立
以
前
に
お
い
て
、
家

屋
焼
却
処
分
が
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
、
神
戸
市
葺
合
村
や
横
浜
市
海
岸
通
に
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
神
戸
市
葺
合
村
の

家
屋
焼
却
処
分
を
後
押
し
し
た
の
は
、
北
里
柴
三
郞
内
務
省
伝
染
病
研
究
所
長
で
あ
っ
た
。
北
里
は
、
ペ
ス
ト
発
生
地
た
る
神
戸
市
葺

合
村
の
視
察
を
行
っ
て
い
た
折
り
に
、
兵
庫
県
と
神
戸
市
の
合
同
設
置
に
か
か
る
防
疫
協
議
会
に
お
い
て
該
地
区
の
家
屋
焼
却
処
分
を

献
策
し
た
の
で
あ
る

）
35
（

。

　

北
里
は
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
東
京
府
神
田
区
私
立
衛
生
会
総
会
で
の
講
話
に
お
い
て
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
の

神
戸
市
に
お
け
る
ペ
ス
ト
流
行
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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鼠
を
平
ら
げ
る
こ
と
に
就
て
或
は
「
ペ
ス
ト
」
を
撲
滅
す
る
こ
と
に
就
て
は
其
「
ペ
ス
ト
」
の
流
行
つ
た
一
部
分
を
焼
き
払
ふ
と

云
ふ
乱
暴
な
策
も
や
つ
た
の
で
あ
る
、
所
が
此
乱
暴
の
策
を
献
じ
た
の
は
誰
か
と
云
へ
ば
先
づ
拙
者
と
云
ふ
て
よ
い
…
…
先
年
神

戸
で
流
行
つ
た
と
き
に
も
私
は
行
つ
た
が
あ
の
「
ペ
ス
ト
」
の
出
来
た
葺
合
村
今
は
町
に
な
つ
て
居
る
、
あ
す
こ
は
抑
も
「
ペ
ス

ト
」
の
始
り
で
あ
り
ま
し
て
非
常
に
不
潔
の
所
で
あ
り
ま
し
た
、
此
処
も
一
局
部
に
「
ペ
ス
ト
」
が
出
来
た
か
ら
と
云
ふ
て
健
康

者
も
隔
離
し
患
者
も
隔
離
し
て
消
毒
し
て
見
て
十
日
間
の
期
限
が
来
た
か
ら
と
云
ふ
て
立
派
に
清
潔
に
し
た
積
り
で
隔
離
し
た
健

康
者
の
人
を
呼
帰
し
て
置
け
ば
又
四
五
日
も
経
つ
と
「
ペ
ス
ト
」
患
者
が
出
来
る
と
云
ふ
こ
と
で
到
底
是
も
い
か
ぬ
か
ら
焼
き
払

つ
て
仕
舞
と
云
ふ
こ
と
を
言
ひ
出
し
た
の
は
拙
者
で
あ
り
ま
す
、
幸
ひ
あ
の
地
所
は
三
井
の
地
所
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
三
井
に
勧

め
て
家
屋
を
買
占
め
さ
せ
て
矢
張
り
焼
き
払
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
横
浜
を
焼
き
払
つ
た
の
は
拙
者
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
兎

に
角
是
等
は
後
世
か
ら
言
つ
た
な
ら
ば
悪
い
例
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
が
横
浜
で
も
真
似
を
し
て
焼
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す

）
36
（

　

北
里
は
、
家
屋
の
焼
却
処
分
を
「
乱
暴
な
策
」
の
み
な
ら
ず
、「
愚
策
」及
び
「
野
蛮
な
焼
払
」
と
も
認
識
し
て
い
た
が
、
こ
の
「
野

蛮
な
焼
払
よ
り
も
ま
だ
上
を
越
す
予
防
法
」
は
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
献
策
し
て
実
行
に
移
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た

）
37
（

。
兵
庫
県
警
察
部
が

編
纂
し
た
『
兵
庫
県
ペ
ス
ト
流
行
誌
』
に
よ
れ
ば
、
兵
庫
県
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
八
）
年
一
二
月
末
以
降
の
葺
合
村
に
お
け
る
ペ

ス
ト
患
者
続
発
と
い
う
事
態
に
直
面
し
て
、「
当
時
出
張
中
ノ
北
里
博
士
ニ
協
議
シ
且
ツ
地
方
衛
生
会
ニ
諮
リ
遂
ニ
該
区
域
内
家
屋
焼

払
ノ
外
他
ニ
良
策
ナ
シ
ト
決
シ
」
た
。
家
屋
焼
却
計
画
は
、
家
屋
買
収
等
に
か
か
る
経
費
の
目
処
が
つ
か
ず
滞
る
も
、
北
里
の
勧
奨
も

あ
っ
て
、
焼
却
対
象
家
屋
の
土
地
所
有
者
で
あ
る
三
井
銀
行
よ
り
「
予
防
上
其
ノ
家
屋
焼
払
方
ヲ
熱
望
シ
且
ツ
之
ニ
要
ス
ル
家
屋
買
上

ケ
料
其
ノ
他
ノ
費
用
ハ
悉
皆
進
テ
之
ヲ
寄
附
ス
ヘ
シ
ト
申
出
」
が
あ
り
、
寄
付
金
七
二
三
九
円
八
一
銭
五
厘
が
兵
庫
県
の
伝
染
病
予
防

費
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
動
き
出
し
た
。
家
屋
買
収
に
あ
た
っ
て
は
「
其
ノ
価
格
等
ニ
付
キ
所
有
主
ヨ
リ
苦
情
百
出
容
易
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ニ
決
セ
サ
リ
シ
カ
其
ノ
利
害
ヲ
諭
シ
遂
ニ
予
定
ノ
区
域
即
チ
病
毒
潜
伏
ノ
虞
ア
ル
家
屋
十
三
棟
此
戸
数
四
十
四
戸
建
坪
二
百
六
十
八
坪

一
合
二
勺
ノ
建
物
ニ
対
シ
七
千
七
拾
円
七
拾
銭
ノ
県
費
ヲ
以
テ
買
上
ノ
手
続
ヲ
了
シ
」、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
四
月
一
〇
日
か

ら
三
日
を
か
け
て
家
屋
の
焼
却
処
分
を
完
遂
し
た

）
38
（

。

　

横
浜
市
の
家
屋
焼
却
処
分
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
一
〇
月
三
〇
日
、
同
市
海
岸
通
五
丁
目
に
あ
る
家
屋
の
焼
却

処
分
が
執
行
さ
れ
、
翌
月
九
日
に
完
了
し
て
い
る
。
こ
の
家
屋
焼
却
処
分
の
顛
末
は
神
奈
川
県
警
察
部
編
纂
の
『
神
奈
川
県
ペ
ス
ト
流

行
史
』
に
詳
し
い
。
該
書
に
よ
れ
ば
、
横
浜
市
海
岸
通
五
丁
目
に
お
い
て
初
め
て
ペ
ス
ト
患
者
が
確
認
さ
れ
た
の
は
明
治
三
五
年
一
〇

月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
横
浜
市
の
み
な
ら
ず
神
奈
川
県
に
お
い
て
発
生
し
た
最
初
の
ペ
ス
ト
患
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
、
横
浜
市
民
は
「
驚
愕
恐
怖
ノ
念
ニ
駆
ラ
ル
ヽ
ニ
至
」
り
、
大
き
く
動
揺
す
る
。
神
奈
川
県
と
横
浜
市
は
、「
共
ニ
徹
宵
之
レ
ガ
予

防
消
毒
ニ
努
力
」
す
る
も
連
日
陸
続
と
し
て
患
者
が
発
生
す
る
状
況
下
に
お
い
て
、
当
該
地
区
に
深
く
根
を
張
る
ペ
ス
ト
病
毒
は
「
到

底
単
純
ナ
ル
薬
物
消
毒
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
病
毒
ヲ
絶
滅
ス
ル
ノ
不
可
能
ナ
ル
」
こ
と
を
認
め
、「
断
然
同
地
区
ノ
全
部
ヲ
焼
却
ス
ル
」
こ
と

に
決
し
た
。
横
浜
市
で
は
臨
時
市
会
が
開
か
れ
、
衛
生
費
五
万
三
二
八
九
円
の
追
加
予
算
案
が
可
決
さ
れ
、
家
屋
焼
却
処
分
に
係
る
経

費
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
病
毒
汚
染
の
恐
れ
の
な
い
家
屋
又
は
消
毒
法
に
よ
り
病
毒
除
去
可
能
な
家
屋
を
除
き
、
戸
数
計
一
八
七

戸
・
建
坪
計
一
五
〇
八
坪
の
家
屋
の
買
収
並
び
に
焼
却
計
画
が
進
行
す
る
。
家
屋
買
収
交
渉
に
お
い
て
は
「
家
主
ノ
要
求
過
大
ニ
シ

テ
且
ツ
地
主
モ
亦
容
易
ニ
譲
歩
セ
ス
為
メ
ニ
之
レ
ガ
処
置
ニ
関
シ
非
常
ナ
ル
困
難
ヲ
生
起
」
す
る
も
、
交
渉
が
粘
り
強
く
継
続
さ
れ
、

一
〇
月
二
七
日
、
家
主
総
代
と
市
当
局
が
会
談
し
、
遂
に
交
渉
が
成
立
し
た
。
家
主
総
代
は
、
家
屋
買
収
評
定
価
格
二
万
二
〇
〇
〇
余

円
に
対
し
、
四
万
二
〇
〇
〇
円
を
市
当
局
に
要
求
し
た
が
、
両
者
は
互
い
に
譲
歩
し
て
三
万
三
〇
〇
〇
円
で
の
家
屋
買
収
に
て
合
意
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
象
家
屋
の
買
収
と
焼
却
処
分
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る

）
39
（

。

　

以
上
、
本
節
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
ペ
ス
ト
は
内
地
に
伝
播
し
、
各
地
に
拡
散
し
た
。
内
務
省
は
、
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ペ
ス
ト
の
防
疫
に
あ
た
り
、
防
疫
の
重
点
を
鼠
族
の
駆
除
に
お
き
、
買
収
や
懸
賞
に
よ
る
鼠
族
の
駆
除
を
推
し
進
め
た
。
明
治
三
八

（
一
九
〇
五
）
年
に
伝
染
病
予
防
法
が
改
正
さ
れ
、
鼠
族
の
駆
除
が
市
町
村
の
責
務
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
家
屋
に

対
す
る
「
別
段
ノ
処
分
」、
つ
ま
り
焼
却
処
分
等
の
執
行
権
限
が
地
方
長
官
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
焼
却
処
分
等
の
執
行
を
法
律
で
規

定
し
た
背
景
に
は
、
神
戸
市
や
横
浜
市
に
お
い
て
個
人
の
所
有
権
を
侵
害
す
る
焼
却
処
分
が
法
律
上
の
根
拠
な
く
行
わ
れ
て
お
り
、
か

か
る
違
法
状
態
を
是
正
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
正
伝
染
病
予
防
法
第
一
九
条
ノ
二
は
、
①
家
屋
焼
却
処
分
等
を
「
別
段

ノ
処
分
」
と
表
記
し
て
地
方
長
官
に
当
該
処
分
の
執
行
権
を
与
え
る
こ
と
、
②
当
該
処
分
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
関
係
市
町
村
会

の
意
見
を
聴
き
、
内
務
大
臣
の
認
可
を
得
る
と
い
う
執
行
手
続
、
③
損
害
を
受
け
た
建
物
の
所
有
者
に
対
す
る
補
償
義
務
を
明
文
化
し

た
の
で
あ
る
。

　

日
本
統
治
下
の
台
湾
に
お
い
て
は
、
内
地
に
ペ
ス
ト
が
伝
播
・
拡
散
す
る
以
前
よ
り
ペ
ス
ト
が
流
行
し
て
い
た
。
台
湾
は
内
地
と
異

な
る
法
域
に
置
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
内
地
の
法
令
た
る
伝
染
病
予
防
規
則
や
伝
染
病
予
防
法
が
台
湾
に
自
動
的
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。「
六
三
法
」（
明
治
二
九
年
公
布
）、「
三
一
法
」（
明
治
三
九
年
公
布
）、「
法
三
号
」（
大
正
一
〇
年
公
布
）
と
通
称
さ
れ
た
「
台

湾
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律
」
は
、
台
湾
総
督
に
法
律
の
効
力
を
有
す
る
命
令
＝
律
令
の
制
定
権
を
与
え
る
と
と
も
に
、
法

律
の
全
部
又
は
一
部
を
台
湾
に
施
行
す
る
場
合
は
勅
令
に
よ
り
定
め
る
こ
と
を
規
定
し
た

）
40
（

。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
一
二
月
勅
令

第
三
三
一
号
「
質
屋
取
締
法
外
二
十
件
施
行
ニ
関
ス
ル
勅
令
中
改
正

）
41
（

」（
後
に
「
行
政
諸
法
台
湾
施
行
令
」
と
改
称

）
42
（

）
に
依
拠
し
て
伝

染
病
予
防
法
が
台
湾
に
施
行
さ
れ
た
の
は
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
四
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

）
43
（

。
ペ
ス
ト
の
流
行
に
直
面
し
た
台

湾
総
督
府
は
内
地
法
を
参
照
し
な
が
ら
「
律
令
」
を
中
核
に
据
え
た
伝
染
病
予
防
法
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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二
、
家
屋
取
毀
の
根
拠
法
令
―
台
湾
家
屋
建
築
規
則
及
び
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則

　

日
本
統
治
下
台
湾
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
流
行
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
の
台
南
県
安
平
街
で
の
患
者
発
生
を
嚆
矢
と
し
、
大

正
六
（
一
九
一
七
）
年
の
流
行
を
最
後
と
し
て
抑
制
さ
れ
た
。
第
二
表
に
よ
れ
ば
、
二
二
年
間
に
わ
た
る
流
行
期
に
お
い
て
、
ペ
ス
ト

患
者
は
三
万
六
八
人
、
死
者
は
二
万
四
〇
七
三
人
で
あ
り
、
致
死
率
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
台
湾
の
ペ
ス
ト
に
よ
る
損
失

は
、
実
に
内
地
の
そ
れ
の
一
〇
倍
以
上
の
規
模
で
あ
っ
た
。
ペ
ス
ト
が
最
も
猖
獗
を
極
め
た
年
は
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
で
あ

り
、
患
者
四
四
九
六
人
、
死
者
三
六
七
〇
人
に
お
よ
ん
で
お
り
、こ
れ
に
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
、

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
と
続
く
。
ペ
ス
ト
の
流
行
は
、
内
地
と
同
様
に
、
明
治
期
が
中
心
で
あ
り
、

一
九
〇
〇
年
代
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。

　

内
務
省
伝
染
病
研
究
所
技
手
よ
り
台
湾
総
督
府
防
疫
医
官
と
な
り
、
ペ
ス
ト
の
防
疫
事
務
に
従
事
し
た
倉
岡
彦
助

）
44
（

が
執
筆
し
た
『
台

湾
ニ
於
ケ
ル
ペ
ス
ト
ノ
流
行
学
的
研
究
』（
一
九
二
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
台
湾
へ
の
ペ
ス
ト
病
毒
侵
襲
経
路
は
五
次
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
次
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
厦
門
地
方
よ
り
安
平
街
に
侵
入
し
、
同
年
五
月
よ
り
流
行
を
始
め
、「
南
部
ニ
於
ケ
ル
禍

根
」
と
な
っ
た
も
の
、
第
二
次
は
同
年
九
月
厦
門
地
方
よ
り
淡
水
港
を
経
由
し
て
台
北
市
街
に
入
り
、「
北
部
ニ
於
ケ
ル
流
行
ノ
源
泉
」

と
な
っ
た
も
の
、
第
三
次
は
翌
（
一
八
九
七
）
年
厦
門
地
方
よ
り
鹿
港
に
侵
入
し
て
「
中
部
流
行
ノ
素
因
」
を
作
っ
た
も
の
、
第
四
次

は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
対
岸
地
方
よ
り
侵
入
し
、
同
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
台
北
大
稲

に
お
い
て
流
行
を
来
し
た
も

の
、
第
五
次
は
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
七
月
初
旬
に
対
岸
福
州
地
方
よ
り
淡
水
街
を
襲
っ
た
も
の
、
で
あ
る
。
第
四
次
と
第
五
次
の

侵
襲
に
つ
い
て
は
、
ペ
ス
ト
病
毒
の
「
発
見
ノ
早
カ
リ
シ
ト
防
遏
方
法
ノ
敏
速
且
ツ
周
密
ナ
リ
シ
ト
ニ
由
リ
」、
速
や
か
に
撲
滅
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
第
一
次
か
ら
第
三
次
に
お
い
て
侵
入
し
た
ペ
ス
ト
病
毒
は
、
漸
次
、
各
地
方
に
伝
播
し
て
、
東
海
岸
（
花
蓮
港
、
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台
東
）
と
南
端
地
方
（
恒
春
）
を
除
き
、
台
湾
全
域
に
お

い
て
蔓
延
し
、「
其
ノ
侵
襲
地
ノ
多
ク
ハ
数
年
永
キ
ハ
十

数
年
ニ
亘
リ
テ
流
行
ヲ
反
覆
シ
恰
モ
地
方
病
ナ
ル
カ
ノ
観

ヲ
呈
ス
ル
」
に
至
る
。
と
り
わ
け
ペ
ス
ト
流
行
の
被
害
が

大
き
か
っ
た
地
域
は
、
台
南
庁
（
患
者
七
一
二
六
人
、
以

下
同
）、
嘉
義
庁
（
六
九
五
三
人
）、
台
北
庁
（
六
六
〇
二

人
）、
塩
水
港
庁
（
三
四
七
八
人
）、
鳳
山
庁
（
一
八
八
三

人
）
で
あ
る
。
台
湾
全
島
規
模
に
お
よ
ぶ
ペ
ス
ト
流
行
に

転
機
が
訪
れ
た
の
は
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
以
降
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
ペ
ス
ト
は
、
明
治
二
九
年
か
ら
明
治

四
〇
（
一
九
〇
九
）
年
ま
で
は
台
湾
の
北
部
（
台
北
）
と

南
部
（
台
南
・
嘉
義
・
塩
水
港
）
を
中
心
と
し
て
台
湾
各

地
で
蔓
延
し
た
が
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
以
降
、

台
北
庁
と
台
中
庁
で
散
発
的
な
流
行
が
あ
っ
た
ほ
か
は
、

ほ
ぼ
嘉
義
庁
管
内
に
局
限
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る

）
45
（

。

　

台
湾
に
お
け
る
ペ
ス
ト
対
策
の
基
本
法
令
と
な
っ
た
の

は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
一
〇
月
に
律
令
第
八
号

を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
「
台
湾
伝
染
病
予
防
規
則
」（
以

第 2表　台湾におけるペスト患者及び死者（明治 29 年～大正 6年）

年 患　者 死　者 年 患　者 死　者

明治 29 258 157 明治 41 1,270 1,059

明治 30 730 566 明治 42 1,026 848

明治 31 1,233 882 明治 43 19 18

明治 32 2,637 1,995 明治 44 380 334

明治 33 1,079 809 大正 1 223 185

明治 34 4,496 3,670 大正 2 136 125

明治 35 2,308 1,853 大正 3 567 488

明治 36 885 708 大正 4 74 66

明治 37 4,494 3,370 大正 5 5 4

明治 38 2,388 2,090 大正 6 7 7

明治 39 3,267 2,604
総　計 30,068 24,073

明治 40 2,586 2,235

（出典）明治 29 年の数値は倉岡彦助「「ペスト」流行ニ就テ（一）」
（『台湾統計協会雑誌』第 128 号、1916 年、10 頁～ 11 頁）、明
治 30 年から大正 6 年までの数値は『台湾総督府統計書』各年
度による。
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下
、「
予
防
規
則
」と
す
る
）で
あ
る
。「
予
防
規
則
」の
適
用
対
象
と
な
る
伝
染
病
は
、コ
レ
ラ
、ペ
ス
ト
、
赤
痢
、
痘
瘡
、
発
疹
チ
フ
ス
、

腸
チ
フ
ス
、
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
猩
紅
熱
の
八
種
で
あ
り
、
ペ
ス
ト
対
策
は
「
予
防
規
則
」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
く

）
46
（

。「
予
防
規
則
」

の
律
令
案
が
衛
生
課
よ
り
立
案
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
九
年
六
月
三
〇
日
の
こ
と
で
あ
る
。
拓
殖
務
大
臣
へ
の
稟
申
案
に
「
伝
染
病
ノ

予
防
ハ
最
モ
緊
要
ノ
事
ニ
属
シ
随
テ
之
カ
法
規
ヲ
設
ル
ノ
必
要
ア
ル
ヤ
論
ヲ
俟
タ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
律
令
案
の
制
定
目
的
は
、
同

年
五
月
に
台
南
県
安
平
街
に
ペ
ス
ト
が
発
生
し
各
地
に
拡
散
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
総
督
府
が
依
拠
す
る
伝
染
病
予
防
に

係
る
基
本
法
令
を
有
し
て
い
な
い
状
況
を
打
開
す
る
こ
と
に
あ
っ
た

）
47
（

。

　

「
予
防
規
則
」
は
、
全
一
一
条
の
簡
易
な
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
拓
殖
務
大
臣
へ
の
稟
申
案
に
は
、
台
湾
に
は
「
未
タ
予
防

消
毒
法
施
行
ノ
責
ニ
任
ス
ル
自
治
団
体
モ
無
之
候
ニ
付
今
遽
カ
ニ
精
密
ナ
ル
法
規
ヲ
設
ク
ル
モ
施
行
ノ
上
徒
ラ
ニ
困
難
ナ
ル
而
已
ニ
シ

テ
到
底
十
分
ノ
効
果
ヲ
収
メ
能
ハ
サ
ル
ノ
虞
ア
ル
ヲ
以
テ
目
下
ノ
情
勢
ニ
照
シ
予
防
消
毒
ノ
施
行
ニ
就
テ
ハ
専
ラ
本
島
ノ
民
情
ヲ
斟
酌

シ
勉
テ
繁
ヲ
避
ケ
簡
易
ヲ
主
ト
シ
之
ヲ
編
成
」
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
予
防
規
則
」
の
編
成
は
、
伝
染
病
予
防
消
毒

法
の
施
行
を
担
う
住
民
の
自
治
団
体
が
欠
落
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
精
密
な
法
令
の
実
施
は
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
防
疫
の
効
果

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
総
督
府
の
認
識
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
伝
染
病
予
防
消
毒
法
施
行
の
主
体
は

行
政
と
な
る
。
総
督
府
は
、
伝
染
病
予
防
消
毒
法
の
施
行
に
あ
た
っ
て
「
総
テ
当
該
官
吏
ヲ
シ
テ
其
衝
ニ
当
ル
ノ
方
針
」
を
掲
げ
、「
予

防
規
則
」
第
三
条
に
お
い
て
「
伝
染
病
者
ア
リ
タ
ル
ト
キ
患
者
死
者
ノ
処
置
及
消
毒
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
総
テ
掛
リ
官
吏
ノ
指
揮
ニ
従
フ

ヘ
シ
」
と
し
、
当
該
官
吏
の
指
揮
に
従
わ
な
い
者
に
は
「
二
円
以
上
二
〇
円
以
下
ノ
罰
金
」
を
科
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
方
針
を
具
体

化
し
た

）
48
（

。

　

「
予
防
規
則
」
の
ほ
か
、
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
の
柱
と
な
っ
た
法
令
は
、
総
督
府
が
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
七
月
に
訓
令
第
七
三

号
を
も
っ
て
公
布
し
た
「
伝
染
病
予
防
消
毒
心
得
」（
以
下
、「
心
得
」
と
す
る
）
で
あ
る
。「
心
得
」
は
、
全
三
一
条
で
構
成
さ
れ
、
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「
警
察
官
吏
」
及
び
「
憲
兵
」
を
伝
染
病
流
行
時
の
防
疫
対
策
を
指
揮
す
る
「
掛
リ
官
吏
」
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
八
種
伝
染
病

毎
に
消
毒
法
と
隔
離
法
の
実
施
手
順
を
定
め
た
も
の
で
あ
る

）
49
（

。「
予
防
規
則
」
と
「
心
得
」
に
よ
り
、
ペ
ス
ト
流
行
時
に
は
、
警
察
官

吏
等
が
患
家
に
臨
み
患
者
の
居
室
・
被
服
及
び
便
所
等
に
対
す
る
消
毒
法
と
、
患
者
を
隔
離
病
舎
に
送
致
し
、
患
家
や
近
隣
一
帯
の
交

通
を
遮
断
す
る
隔
離
法
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、
各
戸
を
巡
視
し
患
者
の
有
無
を
確
認
す
る
、
い
わ
ゆ
る
検
疫
的
戸
口
調
査
を
実
施
し

た
。「
心
得
」
に
は
、
ペ
ス
ト
予
防
法
と
し
て
「
家
屋
内
ニ
於
テ
斃
鼠
ア
ル
ト
キ
ハ
直
ニ
之
ヲ
焼
却
ス
ル
コ
ト
」
が
掲
げ
ら
れ
、
保
菌

の
可
能
性
の
あ
る
斃
鼠
へ
の
対
処
法
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
買
収
や
懸
賞
に
よ
る
組
織
的
な
鼠
族
駆
除
法
の
実
施
は
、
明
治

三
五
（
一
九
〇
二
）
年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
内
地
よ
り
も
対
応
が
遅
れ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
総
督
府
が
防
疫
対
策
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
直
面
し
た
「
困
難
ナ
リ
シ
事
情
」
と
し
て
「｢

ペ
ス
ト｣

ノ
発
生
ハ
領
台
ノ
翌
年
ニ
在
リ
テ
当
時
土
匪
ハ
尚
ホ
各
所
ニ
出

没
シ
警
察
権
ハ
普
ク
全
島
ニ
行
ハ
レ
サ
リ
シ
コ
ト

）
50
（

」
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
防
疫
措
置
の
中
核
を
担
う
警
察
官
吏
が
抗
日
武
装
勢
力

へ
の
対
応
に
割
か
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
明
治
三
五
年
に
い
た
っ
て
総
督
府
が
抗
日
武
装
勢
力
の
鎮
圧
を
ほ
と
ん
ど
完
了
し
た
こ

と
は

）
51
（

、
民
政
方
面
へ
の
警
察
官
吏
の
動
員
が
よ
り
促
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
総
督
府
の
ペ
ス
ト
防
疫
措
置
は
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
を
境
に
し
て
二
期
に
大
別

さ
れ
る
。
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
以
前
に
お
い
て
は
「
専
ラ
ペ
ス
ト
患
者
ヲ
発
見
シ
テ
之
ヲ
隔
離
シ
患
家
ヲ
消
毒
ス
ル
コ
ト
ニ
努

メ
タ
」
が
、
明
治
三
五
年
以
後
に
お
い
て
は
「
鼠
族
ノ
駆
除
ヲ
以
テ
防
疫
ノ
大
方
針
」
と
定
め
、「
不
潔
家
屋
ノ
取
毀
市
区
ノ
改
正
ヲ

併
行
」
し
、「
之
ニ
兼
ル
ニ
隔
離
消
毒
ノ
方
法
」
を
行
う
よ
う
方
針
を
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
針
転
換
に
よ
っ
て
、
台
北
、
台

南
、
安
平
の
三
市
街
に
お
い
て
は
鼠
一
頭
に
つ
き
五
銭
に
て
買
収
し
た
り
、
懸
賞
抽
籤
法
を
設
け
て
捕
鼠
を
奨
励
し
た
り
し
た
ほ
か
、

他
の
地
域
に
お
い
て
は
保
甲
制
度
を
利
用
し
て
捕
鼠
規
約
を
設
け
さ
せ
、
毎
戸
毎
月
一
定
数
の
鼠
族
を
捕
獲
し
提
出
す
る
こ
と
を
義
務

化
し
、
規
定
の
頭
数
に
達
し
な
い
場
合
は
過
怠
金
を
徴
収
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た

）
52
（

。
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
ま
で
に
全
地
方
庁
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二
〇
庁
の
う
ち
一
八
庁
（
台
北
・
深
坑
・
桃
園
・
新
竹
・
嘉
義
・
塩
水
港
・
台
南
・
鳳
山
・
基
隆
・
宜
蘭
・
苗
栗
・
台
中
・
彰
化
・
南

投
・
斗
六
・
阿
緱
・
恒
春
・
澎
湖
）
に
お
い
て
鼠
族
駆
除
法
が
実
施
さ
れ
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
蕃
薯

庁
が
、
明
治
四
一

（
一
九
〇
八
）
年
に
台
東
庁
が
鼠
族
の
駆
除
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
総
督
府
の
管
轄
す
る
全
地
域
に
お
い
て
鼠
族
の
駆
除
が
推
し
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば
明
治
三
五
年
か
ら
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
ま
で
に
捕
獲
さ
れ
た
鼠
族
は
実
に

四
七
〇
七
万
頭
に
も
お
よ
ん
だ
の
で
あ
る

）
53
（

。

　

総
督
府
は
、
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
、
鼠
族
の
駆
除
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、「
台
湾
人
ノ
家
屋
ト
其
ノ
市
街
ハ
極
メ
テ
不
潔
狭

隘
暗
黒
ニ
シ
テ
最
モ
本
病
ノ
流
行
ニ
適
当
ナ
リ
」
と
の
認
識
か
ら
鼠
族
の
巣
窟
と
み
な
す
家
屋
と
市
街
の
改
良
に
乗
り
出
す
。
台
湾
総

督
府
民
政
部
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
年
に
発
行
し
た
『
台
湾
衛
生
概
要
』
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
構
造
と
当
該
家
屋

へ
の
対
策
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

普
通
ノ
台
湾
家
屋
ハ
煉
瓦
又
ハ
木
材
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
甚
タ
少
ナ
ク
其
ノ
墻
壁
ハ
尽
ク
土
磚
ヨ
リ
成
リ
其
ノ
歩
床
ニ
ハ
方
形
若
ハ

六
角
形
ノ
板
瓦
ヲ
敷
キ
タ
ル
モ
ノ
多
キ
カ
為
墻
壁
ト
床
下
ニ
ハ
縦
横
ニ
鼠
族
ノ
交
通
路
ヲ
開
キ
巣
窟
ヲ
作
レ
ル
ヲ
見
ル
故
ニ
台
湾

ニ
於
テ
ハ
所
謂
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
ナ
ル
モ
ノ
頗
ル
多
数
ナ
リ
キ
而
シ
テ
是
等
ノ
家
屋
中
ニ
ハ
家
豚
家
鶏
等
ト
同
棲
ス
ル
ア
リ
甚
シ

キ
ニ
至
リ
テ
ハ
数
頭
ノ
水
牛
ノ
家
族
ト
雑
居
ス
ル
モ
ノ
ヲ
モ
見
タ
ル
コ
ト
稀
ナ
ラ
ス
斯
ノ
如
キ
状
況
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
一
面
ニ
於
テ

ハ
市
区
改
正
ヲ
行
ヒ
一
面
ニ
ハ
家
屋
建
築
規
則
及
ペ
ス
ト
汚
染
物
取

（
マ
マ
）締

規
則
ニ
依
リ
不
潔
家
屋
及
ペ
ス
ト
家
屋
ノ
取
毀
ヲ
断
行
シ

タ
リ

）
54
（

　

こ
こ
か
ら
は
、
台
湾
の
家
屋
が
構
造
上
の
要
因
か
ら
鼠
族
の
巣
窟
と
な
り
易
い
こ
と
、
鼠
族
の
巣
窟
を
抱
え
る
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
が
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台
湾
に
は
多
数
存
在
す
る
こ
と
と
、
当
該
家
屋
に
対
し
て
は
市
区
改
正
の
ほ
か
、「
家
屋
建
築
規
則
」
と
「
ペ
ス
ト
汚
染
物
取
締
規
則
」

に
よ
る
家
屋
の
取
毀
措
置
を
断
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
い
う
「
家
屋
建
築
規
則
」
と
は
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
八
月

に
律
令
第
一
四
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
「
台
湾
家
屋
建
築
規
則
」（
以
下
、「
建
築
規
則
」
と
す
る
）
を
指
し

）
55
（

、「
ペ
ス
ト
汚
染
物
取

締
規
則
」
と
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
二
月
に
律
令
第
二
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」

（
以
下
、「
処
分
規
則
」
と
す
る
）
を
指
す

）
56
（

。
以
下
、
家
屋
取
毀
に
法
的
根
拠
を
与
え
た
「
建
築
規
則
」
と
「
処
分
規
則
」
の
制
定
過
程

と
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

「
建
築
規
則
」
律
令
案
は
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
五
月
一
五
日
付
で
児
玉
源
太
郎
総
督
よ
り
主
務
省
で
あ
る
内
務
省
に
送
ら

れ
、
七
月
六
日
、
西
郷
従
道
内
務
大
臣
よ
り
閣
議
請
議
さ
れ
、
閣
議
決
定
（
七
月
二
八
日
）
及
び
裁
可
（
七
月
三
一
日
）
を
経
て
、
八

月
一
二
日
に
公
布
さ
れ
て
い
る
。
閣
議
請
議
書
に
付
さ
れ
た
律
令
案
提
出
の
「
理
由
書
」
に
よ
れ
ば
、
律
令
案
の
制
定
目
的
は
、
台
湾

に
お
け
る
「
人
家
稠
密
店
舗
櫛
比
」
の
不
整
頓
な
市
街
地
と
「
粗
糙
不
規
律
ナ
ル
」家
屋
が
、
交
通
上
の
不
便
を
生
み
出
す
と
と
も
に
「
往

往
ニ
シ
テ
悪
疫
発
生
ノ
素
因
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
暴
風
雨
等
の
災
害
時
に
崩
壊
の
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
衆
衛
生

や
公
安
の
観
点
か
ら
、
家
屋
の
建
築
等
に
制
限
を
加
え
て
改
良
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た

）
57
（

。

　

「
建
築
規
則
」
は
、
家
屋
を
建
築
す
る
際
に
は
事
前
に
平
面
図
・
配
置
図
・
側
面
図
・
断
面
図
・
矩
計
図
等
の
書
類
を
地
方
官
庁
に

提
出
し
、
地
方
長
官
の
許
可
を
得
る
こ
と
（
第
一
条
）、
建
築
し
た
家
屋
は
地
方
官
庁
の
検
査
を
経
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
こ
と
（
第

二
条
）、
道
路
に
沿
っ
て
建
築
す
る
家
屋
は
「
檐
庇
ア
ル
歩
道
（
亭
仔
脚
）」
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
第
四
条
）
を
規
定

し
た
ほ
か
、
第
三
条
に
お
い
て
地
方
長
官
に
家
屋
の
改
造
、
修
補
又
は
取
毀
に
係
る
命
令
権
を
与
え
た
。
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第
三
条
　

地
方
長
官
ハ
左
ノ
場
合
ニ
於
テ
期
限
ヲ
定
メ
家
屋
ノ
改
造
、
修
補
又
ハ
取
毀
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　

一
　

公
益
ノ
為
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

二
　

危
険
ノ
虞
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

三
　

健
康
ニ
害
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ

　
　
　
　

四
　

此
規
則
若
ハ
此
規
則
ニ
基
キ
発
布
シ
タ
ル
命
令
ニ
背
キ
又
ハ
第
一
条
ニ
依
リ
許
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
事
項
ニ
違
ヒ
タ
ル
ト
キ

　

こ
の
規
定
の
運
用
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
家
屋
取
毀
と
い
う
強
権
的
な
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
長
官
の
専
権
事
項
と
な
っ
て

お
り
、
総
督
の
認
可
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
と
、
命
令
履
行
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
対
す
る
補
償
制
度
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
家
屋
の
改
造
、
修
補
又
は
取
毀
の
命
令
を
受
け
た
家
主
が
命
令
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
行
政
代
執
行
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
要
し

た
費
用
を
義
務
者
か
ら
徴
収
し
、
義
務
者
が
費
用
を
納
付
し
な
い
場
合
は
「
台
湾
租
税
滞
納
処
分
規
則
」
に
よ
り
強
制
徴
収
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
（
第
五
条
）。
第
三
節
で
詳
述
す
る
が
、
台
北
庁
は
、
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
、「
建
築
規
則
」
第
三
条
第
三
号
に

基
づ
き
、
家
屋
の
取
毀
措
置
を
断
行
す
る
の
で
あ
る
。

　

「
建
築
規
則
」
の
律
令
案
中
、
損
失
に
対
す
る
補
償
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
か
ら
疑
義
が
示
さ
れ

て
い
た
。
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
六
月
六
日
付
で
森
田
茂
吉
内
務
省
台
湾
課
長
は
後
藤
新
平
民
政
長
官
宛
に
照
会
文
を
発
し
て
い

る
。
森
田
は
、「
建
築
規
則
」
律
令
案
第
三
条
第
一
号
の
「
公
益
ノ
為
必
要
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
」
と
は
「
其
範
囲
漠
然
タ
ル
ノ
嫌

ア
リ
公
益
上
必
要
ノ
為
私
人
ノ
所
有
権
ヲ
侵
害
シ
得
ル
ハ
国
法
上
当
然
ナ
ル
モ
其
損
害
ニ
対
シ
相
当
ノ
支
給
ア
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
ス
然

ル
ニ
本
令
ノ
如
キ
仮
令
公
益
上
必
要
ナ
リ
ト
雖
モ
私
人
ノ
費
用
ヲ
以
テ
其
家
屋
ノ
取
毀
等
ヲ
命
シ
何
等
ノ
補
償
ナ
キ
ハ
下
水
規
則
ノ
如

キ
他
律
令
ト
権
衡
ヲ
失
ス
ル
」
の
で
は
な
い
か
、
と
質
す
。
こ
の
照
会
に
対
し
て
、
後
藤
は
、
六
月
二
三
日
付
で
「
損
害
補
償
ノ
規
定
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ヲ
設
ケ
サ
リ
シ
ハ
下
水
規
則
ノ
如
ク
土
地
家
屋
ヲ
収
用
使
用
シ
若
ハ
変
更
ス
ル
カ
為
私
人
ノ
財
産
ヲ
減
少
シ
タ
ル
丈
ケ
国
家
カ
其
利
益

ヲ
享
受
ス
ル
場
合
」
と
異
な
る
の
で
、
損
害
補
償
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
、
と
回
答
し
て
い
る

）
58
（

。
す
な
わ
ち
、
国
家
が
私
人
に
対
し

て
家
屋
の
修
補
又
は
取
毀
を
命
じ
る
だ
け
で
、
国
家
が
私
人
の
土
地
や
家
屋
を
使
用
し
た
り
、
収
用
し
た
り
し
て
利
益
を
得
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
補
償
は
不
要
で
あ
る
、
と
の
論
理
で
あ
る
。

　

こ
の
往
復
文
書
に
登
場
す
る
「
下
水
規
則
」
と
は
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
四
月
に
律
令
第
六
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た
「
台

湾
下
水
規
則
」（
以
下
、「
下
水
規
則
」
と
す
る
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
下
水
規
則
」
律
令
案
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
一
二
月

九
日
付
で
児
玉
総
督
よ
り
内
務
省
に
送
ら
れ
た
の
ち
、
総
督
府
と
内
務
省
と
の
折
衝
を
経
て
、
明
治
三
二
年
二
月
一
七
日
に
西
郷
内
務

大
臣
よ
り
閣
議
請
議
さ
れ
、
閣
議
決
定
（
三
月
二
五
日
）
及
び
裁
可
（
三
月
三
〇
日
）
を
得
て
、
四
月
一
九
日
に
公
布
さ
れ
た
。「
下

水
規
則
」
第
七
条
は
「
地
方
官
庁
ニ
於
テ
公
共
下
水
工
事
ノ
為
土
地
建
物
ヲ
収
用
又
ハ
使
用
シ
若
ハ
之
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
必
要
ト
ス

ル
ト
キ
ハ
其
土
地
ノ
業
主
又
ハ
建
物
ノ
所
有
者
ハ
之
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
但
之
カ
為
特
ニ
生
シ
タ
ル
損
失
ハ
補
償
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

シ
」
と
規
定
し
、
地
方
官
庁
が
公
共
下
水
工
事
を
行
う
と
い
う
目
的
の
も
と
で
強
制
的
に
土
地
建
物
の
収
用
又
は
使
用
す
る
こ
と
を
認

め
、
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
対
し
て
補
償
で
き
る
枠
組
み
を
整
え
て
い
る

）
59
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
規
定
中
、
補
償
に
係
る
文
言
、
つ
ま
り
「
補
償
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
の
文
言
に
つ
い
て
、
内
務
省
は
総
督
府
に

対
し
疑
問
を
呈
す
。
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
一
月
一
〇
日
、
森
田
内
務
省
台
湾
課
長
は
、
後
藤
民
政
長
官
に
対
し
て
「
下
水
規
則

第
七
条
但
書
ニ｢

補
償
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ｣

ト
ア
リ
ヤ
ゝ
苛
酷
ノ
嫌
ア
リ
其
理
由
並
補
償
セ
サ
ル
ハ
如
何
ナ
ル
場
合
ヲ
云
フ
乎
」
と

の
照
会
電
報
を
打
つ
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
月
一
四
日
付
で
後
藤
民
政
長
官
は
、
森
田
台
湾
課
長
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
。

台
湾
ノ
清
国
版
図
タ
リ
シ
日
ニ
於
テ
ハ
官
ノ
事
業
若
ハ
公
共
事
業
ニ
対
シ
テ
ハ
人
民
ニ
補
償
ス
ル
ノ
制
ナ
ク
人
民
亦
之
ヲ
要
求
セ
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サ
ル
ヲ
当
然
ノ
コ
ト
ヽ
セ
リ
然
ル
ニ
我
版
図
ニ
入
リ
テ
ヨ
リ
諸
事
寛
大
ニ
官
府
ハ
人
民
ノ
権
利
ヲ
害
セ
サ
ル
ヲ
旨
ト
ス
ル
ニ
依
リ

恩
ニ
狃
レ
易
キ
土
人
ハ
不
当
ノ
コ
ト
ヲ
モ
官
ニ
要
求
ス
ル
ノ
弊
ヲ
生
セ
リ
故
ニ
若
総
テ
之
ヲ
補
償
ス
ル
モ
ノ
ト
規
定
ス
ル
ト
キ
ハ

公
共
心
ニ
乏
シ
キ
土
人
等
ハ
瑣
細
ノ
コ
ト
ヲ
モ
之
ヲ
請
求
シ
官
庁
ハ
其
繁
ニ
堪
ヘ
サ
ル
ノ
恐
ア
リ
是
レ
特
ニ
生
シ
タ
ル
損
失
ハ
之

ヲ
補
償
ス
ル
ノ
精
神
ナ
ル
モ
之
ヲ
公
然
人
民
ノ
権
利
ト
発
表
セ
サ
ル
所
以
ナ
リ

）
60
（

　

「
下
水
規
則
」
第
七
条
但
書
き
の
「
補
償
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
の
文
言
は
、
地
方
官
庁
に
補
償
義
務
を
課
す
も
の
で
は
な
く
、

補
償
を
行
う
か
否
か
の
裁
量
権
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
務
省
は
、
総
督
府
に
対
し
て
、
こ
の
「
苛
酷
」
な
取
扱
い

を
行
う
理
由
と
、
如
何
な
る
場
合
に
補
償
を
行
わ
な
い
の
か
に
つ
い
て
照
会
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
総
督
府
の
回
答
は
、
基
本
的
に
発

生
し
た
損
失
は
「
補
償
ス
ル
ノ
精
神
」
で
あ
る
も
、
補
償
す
る
こ
と
を
「
公
然
人
民
ノ
権
利
」
と
認
め
な
い
と
の
方
針
に
よ
り
、「
補

償
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
の
文
言
を
採
用
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
公
然
人
民
ノ
権
利
」
と
し
て
認
め
な
い
背
景
に
は
、
清

国
統
治
下
の
台
湾
に
お
い
て
は
官
営
事
業
や
公
共
事
業
を
実
施
す
る
際
に
「
人
民
ニ
補
償
ス
ル
ノ
制
」
な
く
、
か
つ
、「
人
民
亦
之
ヲ

要
求
セ
サ
ル
ヲ
当
然
ノ
コ
ト
」
に
し
て
い
た
と
い
う
「
旧
慣
」
の
論
理
と
、
補
償
を
人
民
の
権
利
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
よ
る
補
償
請

求
の
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
意
図
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
私
権
侵
害
に
伴
い
生
じ
た
損
害
の
補
償
請
求
に

係
る
「
権
利
」
を
認
め
な
い
こ
と
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
「
旧
慣
」
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
旧
慣
」
を
利
用

し
た
権
利
付
与
制
限
の
論
理
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、「
建
築
規
則
」
に
お
け
る
補
償
規
定
の
除
外
を
支
え
た
根
拠
の
一
つ
で
も
あ
っ

た
。

　

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
の
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改
正
及
び
関
連
法
令
の
施
行
に
よ
り
、
内
地
に
お
い
て
は
、
ペ
ス
ト
等
の
伝

染
病
毒
に
汚
染
さ
れ
た
建
物
に
対
す
る
焼
却
等
の
「
別
段
ノ
処
分
」
を
可
能
と
す
る
法
制
度
が
成
立
し
た
。
か
か
る
動
向
を
背
景
と
し
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て
、
台
湾
総
督
府
に
お
い
て
も
ペ
ス
ト
病
毒
に
汚
染
さ
れ
た
家
屋
等
の
取
扱
に
係
る
法
制
度
の
検
討
が
始
ま
る
。「
処
分
規
則
」
の
律

令
案
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
三
一
日
に
佐
久
間
左
馬
太
総
督
よ
り
内
務
省
に
送
ら
れ
、
同
年
八
月
二
七
日
に
原
敬
内
務

大
臣
よ
り
閣
議
請
議
さ
れ
た
の
ち
、
総
督
府
と
法
制
局
と
の
折
衝
を
通
じ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
、
こ
の
修
正
案
が
閣
議
決
定
（
明
治

四
一
年
一
月
一
五
日
）
及
び
裁
可
（
一
月
一
七
日
）
を
経
て
、
二
月
一
三
日
に
公
布
さ
れ
た

）
61
（

。「
処
分
規
則
」
は
、
全
三
条
と
附
則
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
条
　

ペ
ス
ト
病
毒
ニ
汚
染
シ
タ
ル
建
物
其
ノ
他
ノ
物
件
ニ
シ
テ
消
毒
方
法
ノ
施
行
ニ
適
当
ナ
ラ
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
庁
長
ニ

於
テ
台
湾
総
督
ノ
認
可
ヲ
得
テ
期
限
ヲ
定
メ
建
物
ノ
全
部
若
ハ
一
部
ノ
取
毀
又
ハ
其
ノ
他
ノ
物
件
ノ
焼
却
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　

前
項
ノ
場
合
ニ
於
テ
損
害
ヲ
受
ケ
タ
ル
建
物
又
ハ
其
他
ノ
物
件
ノ
所
有
者
ニ
ハ
手
当
金
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
条
　

建
物
ノ
全
部
若
ハ
一
部
ノ
取
毀
又
ハ
物
件
ノ
焼
却
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
其
ノ
命
令
ヲ
履
行
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
庁
長
ハ
地
方

税
ヲ
以
テ
之
ヲ
施
行
シ
其
ノ
費
用
ヲ
義
務
者
ヨ
リ
徴
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
条
　

此
ノ
規
則
ニ
定
ム
ル
モ
ノ
ノ
外
必
要
ナ
ル
規
定
ハ
台
湾
総
督
之
ヲ
定
ム

　
　
　

附
　

則

此
ノ
規
則
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

　

「
処
分
規
則
」律
令
案
の
閣
議
請
議
資
料
に
は「
参
照
」と
し
て
伝
染
病
予
防
法
第
一
九
条
ノ
二
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
該
規
定
が「
処

分
規
則
」
の
制
定
過
程
に
お
い
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

）
62
（

。
た
だ
、
両
者
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
次
の
三
つ
の
違

い
を
見
出
せ
る
。
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第
一
に
、
家
屋
取
毀
等
処
分
の
手
続
き
で
あ
る
。
内
地
に
お
い
て
は
、
地
方
長
官
が
関
係
市
町
村
会
の
意
見
を
聴
取
し
た
の
ち
内
務

大
臣
に
上
申
し
て
認
可
を
得
る
の
に
対
し
て
、
台
湾
で
は
、
庁
長
が
台
湾
総
督
に
上
申
し
て
認
可
を
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
内
地
の
方
が

処
分
対
象
と
な
る
住
民
や
地
域
に
配
慮
し
た
執
行
手
続
き
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
手
当
金
交
付
の
性
格
で
あ
る
。
内
地
で
は
「
所

有
者
ニ
手
当
金
ヲ
交
付
ス
ヘ
シ
」
と
な
っ
て
お
り
、
手
当
金
の
交
付
は
行
政
の
義
務
で
あ
る
。
他
方
、
台
湾
で
は
「
所
有
者
ニ
ハ
手
当

金
ヲ
交
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
て
、
手
当
金
の
交
付
は
行
政
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
手
当
金
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

得
る
。
第
三
に
、
家
屋
取
毀
等
処
分
の
実
施
主
体
で
あ
る
。
内
地
の
規
定
で
は
、「
地
方
長
官
ハ
…
…
建
物
ニ
対
シ
別
段
ノ
処
分
ヲ
行
」

う
と
し
、
処
分
の
実
施
主
体
は
地
方
長
官
で
あ
る
。
他
方
、
台
湾
の
規
定
で
は
「
庁
長
ニ
於
テ
…
…
建
物
ノ
全
部
若
ハ
一
部
ノ
取
毀
又

ハ
其
ノ
他
ノ
物
件
ノ
焼
却
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
す
る
。
庁
長
は
、
家
屋
の
取
毀
等
処
分
を
命
じ
る
の
で
あ
り
、
処
分
の
実
施
主
体

は
家
屋
等
の
所
有
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
地
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
取
毀
等
の
処
分
は
行
政
が
実
施
し
、
そ
れ
伴
い
生
じ
た
損
害

に
対
し
て
手
当
金
が
交
付
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
家
屋
の
取
毀
等
は
所
有
者
自
身
が
行
い
、
そ
れ
に
伴
い
生

じ
た
損
害
に
対
し
て
は
手
当
金
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
命
令
を
履
行
し
な
い
場
合
は
行
政
代
執
行
が
実
施
さ

れ
、
こ
れ
に
要
し
た
経
費
は
義
務
者
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
差
異
は
、
伝
染
病
予
防
法
が
大
正
一
五

（
一
九
二
六
）
年
四
月
一
日
に
台
湾
に
施
行
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
処
分
規
則
」
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
く

）
63
（

。

　

「
処
分
規
則
」
は
、
伝
染
病
予
防
法
第
一
九
条
ノ
二
と
比
較
す
る
と
、
手
続
が
よ
り
簡
易
で
あ
る
と
と
も
に
、
被
処
分
者
の
負
担
が

よ
り
重
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
建
築
規
則
」と
比
べ
る
と
、
処
分
の
手
続
上
及
び
被
処
分
者
の
負
担
上
に
お
い
て
も
手
厚
く
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
「
建
築
規
則
」
が
家
屋
取
毀
等
の
処
分
に
あ
た
っ
て
は
総
督
の
認
可
を
必
要
と
せ
ず
地
方
長
官
の
専
断
事
項
と
な
っ

て
お
り
、
か
つ
、
補
償
制
度
を
設
け
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。「
処
分
規
則
」
は
、
補
償
制
度
を
用
意
し
た
が
、
実
は
、
内
務
大
臣
よ

り
閣
議
請
議
さ
れ
た
総
督
府
の
原
案
（
以
下
、
総
督
府
案
と
す
る
）
に
は
取
毀
命
令
を
受
け
た
家
屋
所
有
者
へ
の
補
償
規
定
は
存
在
し
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て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
補
償
規
定
は
、
総
督
府
案
が
法
制
局
の
審
査
に
回
さ
れ
た
の
ち
、
総
督
府
と
法
制
局
と
の
折
衝
を
経
て
追
加
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

法
制
局
と
の
折
衝
の
任
に
あ
た
っ
た
の
は
、
斎
藤
愛
二
総
督
府
参
事
官
で
あ
っ
た
。
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
一
〇
月
四
日
、
在

京
の
斎
藤
は
、
楠
正
秋
総
督
府
参
事
官
に
「
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
ニ
関
ス
ル
律
令
案
ハ
補
償
ヲ
与
フ
ル
条
項
ヲ
置
カ
サ
レ
ハ
法
制
局
通

過
ノ
見
込
ナ
シ
撤
回
ス
ヘ
キ
ヤ
」
と
の
照
会
電
報
を
発
し
た
。
総
督
府
案
は
、
補
償
規
定
を
め
ぐ
っ
て
法
制
局
の
反
対
に
直
面
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
照
会
へ
の
回
答
と
し
て
、
楠
は
、
七
日
、
斎
藤
に
「
ペ
ス
ト
ニ
関
ス
ル
律
令
案
ハ
家
屋
建
築
規
則
ニ
同
様
ノ
場
合
ニ
補

償
ナ
ク
取
毀
ヲ
命
ス
ル
規
定
ア
リ
右
ハ
主
ト
シ
テ
旧
慣
ニ
依
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
実
行
上
差
支
ナ
シ
」
と
打
電
し
た
。
こ
の
返
電
に
よ

れ
ば
、
総
督
府
案
に
補
償
規
定
を
設
け
な
い
の
は
、
上
述
の
「
下
水
規
則
」
律
令
案
に
係
る
総
督
府
と
内
務
省
と
の
折
衝
過
程
に
て
明

示
さ
れ
た
「
旧
慣
」
の
論
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、「
建
築
規
則
」
に
お
け
る
補
償
規
定
の
除
外
も
ま
た
こ
の
「
旧
慣
」
が
根
拠
の

一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
楠
は
、
斎
藤
に
法
制
局
を
説
得
し
て
総
督
府
案
を
通
過
さ
せ
る
よ
う
依
頼
す
る
。
一
五

日
、
楠
は
交
渉
の
進
捗
具
合
に
つ
き
確
認
の
電
報
を
打
っ
て
い
る
が
、
一
八
日
の
斎
藤
か
ら
の
返
電
は
「
多
数
ノ
意
見
ト
シ
テ
九
分
通

見
込
ナ
シ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

）
64
（

。

　

楠
は
、
総
督
府
案
通
過
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
一
〇
月
二
三
日
、
斎
藤
に
対
し
て
「
ペ
ス
ト
汚
染
家
屋
ニ
関
ス

ル
律
令
案
通
過
ノ
見
込
ナ
ク
ハ
長
官
又
ハ
総
長
ノ
上
京
迄
該
案
ヲ
否
決
セ
ス
其
侭
法
制
局
ニ
預
リ
置
ク
様
其
筋
御
交
渉
ヲ
乞
フ
」
と
打

電
し
た

）
65
（

。
こ
こ
に
至
っ
て
、
総
督
府
は
、
祝
辰
巳
民
政
長
官
又
は
大
島
久
満
次
警
視
総
長
を
上
京
さ
せ
て
法
制
局
と
直
接
交
渉
を
行
わ

せ
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
上
、
一
一
月
一
〇
日
、
祝
が
上
京
の
途
に
就
い
て
お
り

）
66
（

、
法
制
局
と
の
折
衝
を
重
ね
、
一
二
月

一
一
日
、
大
島
に
交
渉
結
果
を
打
電
し
て
い
る
。
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ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
焼
却
ニ
関
ス
ル
律
令
ハ
再
三
交
渉
シ
タ
ル
ガ
法
制
局
ノ
主
張
ハ
家
屋
建
築
規
則
ニ
無
償
ノ
規
定
ア
ル
モ
之
レ

ハ
三
十
三
年
ノ
制
定
ナ
リ
其
ノ
後
牛

（
マ
マ
）疫

予
防
規
則
ニ
於
テ
ハ
督
府
モ
賠
償
主
義
ヲ
採
ル
ニ
至
リ
市
区
改
正
ニ
付
テ
モ
同
様
ナ
リ
ト

聞
ク
然
ル
ニ
今
回
又
無
償
ノ
規
定
ヲ
発
ス
ル
ハ
後
戻
リ
ナ
リ
賠
償
ノ
金
額
ニ
至
リ
テ
ハ
何
程
ニ
テ
モ
督
府
ガ
相
当
ト
認
ム
ル
処
ニ

任
カ
ス
モ
全
ク
無
償
ニ
テ
ス
ル
コ
ト
ノ
規
定
ハ
同
意
シ
難
シ
ト
ノ
事
ニ
テ
通
過
困
難
ナ
リ
多
少
譲
歩
ノ
要
ア
リ
ト
思
フ
詮
議
ア
リ

タ
シ

）
67
（

　

祝
の
交
渉
を
経
て
も
、
総
督
府
案
に
対
す
る
法
制
局
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
法
制
局
は
、「
建
築
規
則
」
に
は
補

償
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
後
「
牛

（
マ
マ
）疫

予
防
規
則
」
に
お
い
て
は
「
賠
償
主
義
」
を
採
る
と
と
も
に
、
市
区
改
正

に
伴
う
家
屋
の
取
毀
等
の
処
分
も
ま
た
「
賠
償
主
義
」
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
後
戻
リ
」
と
な
る
総
督
府
案
を
拒

否
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
補
償
の
金
額
に
つ
い
て
は
総
督
府
の
裁
量
に
委
ね
る
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
祝
は
大
島
に
「
譲
歩
」
の

必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
島
は
、
一
二
月
一
三
日
、
祝
に
電
報
を
打
ち
、
法
制
局
の
見
解
に
反
論
す
る
。

ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
ニ
関
ス
ル
律
令
ニ
付
テ
ハ
法
制
局
ニ
誤
解
ア
リ
ト
存
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
家
屋
建
築
規
則
ハ
三
十
三
年
八
月

獣
疫
予
防
規
則
ハ
三
十
二
年
三
月
ノ
発
布
ナ
リ
又
市
区
改
正
ニ
付
キ
賠
償
ヲ
為
ス
ハ
普
通
家
屋
ニ
限
リ
規
則
第
三
条
ノ
各
号
ニ
該

当
ス
ル
モ
ノ
ハ
依
然
無
償
ノ
筈
ニ
テ
主
義
ノ
変
更
ニ
モ
後
戻
リ
ニ
モ
ア
ラ
サ
レ
バ
今
一
応
強
テ
通
過
方
御
配
慮
相
成
タ
シ
夫
ニ
テ

モ
法
制
局
尚
了
解
致
サ
ズ
ハ
譲
歩
ス
ル
ヨ
リ
寧
ロ
撤
回
相
成
リ
タ
シ

）
68
（

　

大
島
は
、
法
制
局
が
指
摘
す
る
「
賠
償
主
義
」
か
ら
の
「
後
戻
リ
」
に
対
し
て
、
次
の
二
つ
の
事
柄
か
ら
反
論
し
た
。
第
一
に
、「
牛
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疫
予
防
規
則
」
と
の
法
令
名
称
を
「
獣
疫
予
防
規
則
」
に
正
し
た
う
え
で
、
時
間
的
に
「
建
築
規
則
」
よ
り
前
に
公
布
さ
れ
た
獣
疫
予

防
規
則
を
根
拠
と
し
て「
賠
償
主
義
」か
ら
の「
後
戻
リ
」を
説
明
で
き
な
い
、と
い
う
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
獣
疫
予
防
規
則
は
、「
建

築
規
則
」
公
布
よ
り
前
の
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
三
月
に
律
令
第
四
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
獣
疫
に
感
染
し
た
獣

類
の
撲
殺
命
令
等
を
履
行
し
た
際
に
「
台
湾
総
督
ノ
定
メ
タ
ル
標
準
額
ノ
範
囲
内
ニ
於
テ
手
当
金
ヲ
下
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
規
定

を
具
え
た
も
の
で
あ
っ
た

）
69
（

。
第
二
に
、
市
区
改
正
に
伴
う
補
償
は
「
普
通
家
屋
」
に
限
定
し
て
お
り
、
上
述
の
「
建
築
規
則
」
第
三
条

各
号
に
該
当
す
る
も
の
は
「
依
然
無
償
ノ
筈
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
後
戻
リ
」
と
の
指
摘
に
は
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
も
っ
て
、
大
島
は
祝
に
対
し
て
総
督
府
案
通
過
の
た
め
の
交
渉
継
続
を
強
く
要
望
し
、
そ
れ
で
も
法
制
局
の
了
解
を
得
ら
れ

な
い
場
合
は
総
督
府
案
を
取
り
下
げ
る
と
断
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
二
月
一
七
日
、
祝
は
大
島
に
対
し
て
打
電
し
、
第
二
の
事
柄
に
関
す
る
認
識
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。
祝
は
「
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物

処
分
ノ
件
貴
電
ニ
ヨ
レ
ハ
市
区
改
正
ニ
付
賠
償
ハ
普
通
ノ
家
屋
ニ
限
リ
三
条
ノ
各
号
ニ
当
ル
モ
ノ
ハ
依
然
無
償
ノ
筈
ト
ノ
コ
ト
ナ
ル
モ

右
ハ
誤
レ
リ
ト
思
フ
」
と
切
り
出
す
。
続
け
て
、

　
　

其
次
第
ハ
昨
年
初
メ
マ
テ
無
償
ニ
テ
家
屋
ヲ
破
壊
シ
来
リ
シ
モ
私
権
侵
害
ノ
声
高
ク
当
底
旧
慣
ナ
リ
ト
シ
テ
継
続
シ
兼
ル
ニ
至
リ

将
来
ハ
賠
償
ノ
方
針
ヲ
取
ル
ヘ
ク
財
源
ノ
工
夫
サ
ヘ
付
ケ
ハ
従
来
ノ
分
迄
モ
何
ト
カ
セ
ン
ト
云
フ
コ
ト
ニ
改
メ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
当

夏
台
北
ニ
テ
不
潔
家
屋
ノ
破
壊
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ハ
流
行
激
シ
カ
リ
シ
後
ニ
テ
家
屋
所
有
者
カ
苦
情
ヲ
云
フ
モ
同
情
ヲ
引
カ
サ
ル
弱
点

ヲ
利
用
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
之
カ
為
メ
無
償
ノ
方
針
ニ
返
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
ハ
見
ル
ヘ
カ
ラ
ス

）
70
（

と
、
率
直
に
述
べ
て
い
る
。
大
島
と
祝
の
往
復
電
報
か
ら
は
、
①
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
の
初
め
ま
で
は
市
区
改
正
に
つ
き
「
建
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築
規
則
」
第
三
条
各
号
に
該
当
す
る
家
屋
は
「
無
償
」
で
破
壊
し
て
き
た
が
、
私
権
侵
害
と
の
批
判
が
高
ま
り
、
こ
れ
を
「
旧
慣
」
の

論
理
に
依
拠
し
て
説
明
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
賠
償
主
義
」
の
方
針
に
転
換
し
た
こ
と
、
②
財
源
が
確
保
で
き
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
破
壊
し
て
き
た
家
屋
に
対
す
る
補
償
も
行
う
こ
と
、
③
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
の
夏
に
台
北
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
「
不
潔

家
屋
」
の
「
無
償
」
破
壊
は
台
北
で
の
ペ
ス
ト
大
流
行
後
の
混
乱
に
乗
じ
た
例
外
的
な
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
祝
は
「
賠
償
」
方
針
は
生
き
て
お
り
、「
無
償
」
方
針
に
後
戻
り
し
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
祝
は
、
同
電
報
に
お
い
て
「
法
制
局
ノ
意
見
モ
聞
キ
尚
熟
考
ス
ル
ニ
ペ
ス
ト
ニ
感
染
ス
ル
ハ
必
ス
シ
モ
患
者
ノ
不
注
意
ニ

ノ
ミ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
ス
罹
病
已
ニ
愍
ム
ヘ
シ
其
上
無
償
ニ
テ
家
屋
ヲ
毀
シ
動
産
ヲ
焼
ク
コ
ト
ハ
余
リ
ニ
惨
酷
ニ
思
ハ
ル
」
と
、
ペ
ス
ト
患

者
の
置
か
れ
る
境
遇
に
思
い
を
致
し
、「
譲
歩
ス
ル
方
可
ナ
ラ
ン
カ
ト
ノ
考
ヲ
起
シ
タ
」
と
し
て
、
大
島
に
対
し
て
「
再
考
」
を
求
め

た
の
で
あ
る
。
祝
か
ら
の
電
報
を
受
け
て
、
大
島
も
折
れ
、
府
内
に
お
い
て
補
償
規
定
を
追
加
し
た
修
正
案
が
作
成
さ
れ
、
一
二
月

二
一
日
に
祝
に
向
け
て
送
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
祝
と
法
制
局
と
の
折
衝
に
お
い
て
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
の
ち
、「
処
分
規
則
」

は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
二
月
一
三
日
に
遂
に
施
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　

「
処
分
規
則
」
の
施
行
に
あ
わ
せ
て
、
関
連
法
令
と
し
て
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
二
月
府
令
第
六
号
「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚

染
物
処
分
規
則
施
行
規
則
」（
以
下
、「
施
行
規
則
」
と
す
る
）
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。「
施
行
規
則
」
は
、
庁
長
が
家
屋
取
毀
等
を
命

じ
る
場
合
、
そ
の
事
由
と
期
限
を
記
し
た
命
令
書
を
所
有
者
に
交
付
す
る
こ
と
や
、
家
屋
の
取
毀
等
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
建
物
等
の

所
有
者
に
交
付
す
る
手
当
金
額
（
国
庫
負
担
）
に
つ
い
て
庁
長
が
総
督
の
認
可
を
得
て
決
定
す
る
こ
と
を
規
定
し
た

）
71
（

。
こ
の
手
当
金
額

の
決
定
に
お
い
て
も
内
地
法
令
（
明
治
三
八
年
六
月
内
務
省
令
第
二
一
号
「
伝
染
病
予
防
法
ニ
依
ル
手
当
金
ニ
関
ス
ル
件
」）
と
の
差

異
が
あ
る
。
内
地
法
令
で
は
、
手
当
金
は
「
時
価
ヲ
参
酌
シ
テ
」
決
定
す
る
が
、「
施
行
規
則
」
の
規
定
上
、
こ
れ
に
該
当
す
る
文
言

が
な
い
。「
施
行
規
則
」
の
原
案
で
は
「
庁
長
時
価
ヲ
参
酌
シ
」
と
の
文
言
が
入
っ
て
い
た
が
、
制
定
過
程
に
お
い
て
削
除
さ
れ
て
い
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る
）
72
（

。
す
な
わ
ち
、「
処
分
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
等
に
対
す
る
手
当
金
に
関
し
て
は
、
規
定
上
、
そ
も
そ
も
交
付
し
な
い
と
い
う
選

択
が
可
能
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
交
付
す
る
場
合
の
金
額
の
決
定
に
際
し
て
「
時
価
」
と
い
う
縛
り
が
な
く
総
督
府
の
裁
量
に
委

ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、「
建
築
規
則
」
と
「
処
分
規
則
」
の
制
定
過
程
と
内
容
を
検
討
し
て
き
た
。
家
屋
取
毀
等
に
伴
い
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、

「
建
築
規
則
」
で
は
補
償
規
定
は
な
く
、「
処
分
規
則
」
で
は
補
償
規
定
は
あ
る
も
補
償
を
義
務
化
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、

総
督
府
は
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
私
権
侵
害
と
の
批
判
を
受
け
て
「
賠
償
主
義
」
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、「
処

分
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
に
対
し
て
、
実
際
の
運
用
上
、
大
部
分
の
事
案
に
お
い
て
手
当
金
を
交
付
し
て
い
る
。「
処
分
規
則
」
に

よ
る
家
屋
取
毀
は
、
明
治
四
一
年
以
降
、
台
北
庁
、
台
中
庁
、
嘉
義
庁
、
台
南
庁
で
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
主
対
象
は
嘉
義
庁
管
内
の

家
屋
で
あ
っ
た
。
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
建
築
規
則
」
第
三
条
第
三
号
「
健
康
ニ
害
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
」
に
該
当

す
る
家
屋
の
取
毀
が
史
料
上
で
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
か
ら
翌
（
一
九
〇
八
）
年
に
か
け
て
台
北
庁

で
執
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
嘉
義
庁
（
明
治
四
三
年
～
大
正
元
年
）
や
台
南
庁
（
明
治
四
四
年
～
大
正
元
年
）
で
も
「
建

築
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
の
執
行
が
確
認
で
き
る
が
、
台
北
庁
管
内
の
家
屋
が
主
た
る
対
象
で
あ
っ
た

）
73
（

。
明
治
四
〇
年
は
台
北
庁
に

お
い
て
ペ
ス
ト
患
者
一
一
八
七
人
を
出
す
爆
発
的
な
流
行
が
発
生
し
、
明
治
四
一
年
以
降
は
、
ペ
ス
ト
の
流
行
が
嘉
義
庁
管
内
に
ほ
ぼ

局
限
さ
れ
て
い
く

）
74
（

。
そ
の
た
め
、「
建
築
規
則
」
と
「
処
分
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
措
置
は
、
ペ
ス
ト
病
毒
が
深
く
浸
透
し
た
地
域

を
対
象
と
し
て
、
病
毒
の
根
本
的
な
除
去
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
総
督
府
の
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
の
仕
上
げ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
次
節
で
は
、
家
屋
取
毀
の
実
状
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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三
、
家
屋
取
毀
の
実
施
状
況

　

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
の
夏
、
台
北
庁
に
お
い
て
、「
建
築
規
則
」第
三
条
第
三
号
に
該
当
す
る
家
屋
の
取
毀
が
断
行
さ
れ
た
。

こ
の
措
置
は
、
総
督
府
の
掲
げ
た
「
賠
償
主
義
」
に
違
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ペ
ス
ト
大
流
行
後
の
混
乱
の
な
か
で
「
家
屋
所
有
者
カ

苦
情
ヲ
云
フ
モ
同
情
ヲ
引
カ
サ
ル
弱
点
ヲ
利
用
」
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

「
建
築
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
は
、
庁
長
の
専
管
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
台
北
庁
主
導
で
実
施
さ
れ
た
。
明
治
四
〇

（
一
九
〇
七
）
年
八
月
二
三
日
、
佐
藤
友
熊
台
北
庁
長
は
、
佐
久
間
左
馬
太
総
督
宛
に
「
建
築
規
則
」
第
三
条
第
三
号
に
よ
る
家
屋
取

毀
に
係
る
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る

）
75
（

。
こ
の
報
告
書
に
依
拠
し
て
、
家
屋
取
毀
命
令
を
発
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
家
屋
取
毀
の
実
施
手

順
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

台
北
庁
管
内
に
お
け
る
ペ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
以
来
継
続
的
に
流
行
し
て
お
り
、
予
防
措
置
を
「
百
方

画
策
」
す
る
も
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
り
わ
け
明
治
四
〇
（
一
九
〇
六
）
年
の
流
行
は
「
市
区
改
正
ノ
大
部
分
ヲ
完
成
セ
ル
台

北
城
内
各
街
ニ
点
発
シ
其
数
モ
亦
例
年
ニ
比
シ
多
数
」
と
な
っ
た
。
総
督
府
の
膝
元
で
あ
り
、
か
つ
、
市
区
改
正
の
大
部
分
が
完
了
し

て
い
る
台
北
城
内
に
お
い
て
ペ
ス
ト
が
蔓
延
し
た
こ
と
は
総
督
府
及
び
台
北
庁
の
危
機
感
を
高
め
る
に
は
充
分
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
台
北
庁
で
は
城
内
の
「
各
民
家
ニ
就
キ
詳
細
ノ
視
察
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
通
り
と
裏
通
り
に
お
け
る

衛
生
環
境
の
違
い
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
表
通
ハ
家
屋
ノ
構
造
稍
整
フ
ト
雖
其
裏
通
ニ
立
入
リ
精
査
ス
ル
ト
キ
ハ
誠
ニ
不
潔
ニ

シ
テ
空
気
流
通
セ
ス
日
光
ノ
直
射
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ナ
ク
殆
ン
ト
人
類
ノ
住
家
ト
認
メ
得
ベ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
「
家
屋
内
全
体
湿
気
ヲ
帯
ヒ
最
モ
鼠
族
ノ
棲
息
ニ
適
」
す
る
環
境
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
如
何
ニ
厳
重
ナ
ル

消
毒
法
ヲ
施
シ
鼠
族
ノ
駆
除
ヲ
励
行
ス
ル
モ
其
効
ナ
シ
ト
認
タ
ル
」
家
屋
が
城
内
に
お
い
て
三
二
四
戸
検
出
さ
れ
る
に
至
る
。
台
北
庁
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は
、
こ
れ
ら
の
「
不
潔
家
屋
」
を
「
建
築
規
則
」
第
三
条
第
三
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
し
、
取
毀
命
令
を
発
す
る
の
は
「
適

法
適
切
ノ
措
置
ト
思
料
シ
之
ヲ
決
行
」
し
た
の
で
あ
る

）
76
（

。

　

台
北
庁
は
、
家
屋
取
毀
の
手
順
と
し
て
、
こ
れ
ら
「
不
潔
家
屋
」
の
取
毀
命
令
を
一
挙
に
発
出
す
る
こ
と
は
「
住
民
ノ
困
苦
甚
シ
カ

ル
ベ
キ
ヲ
慮
リ
」、
取
毀
対
象
家
屋
が
あ
る
地
区
と
取
毀
の
時
期
を
分
け
て
、
段
階
的
に
実
施
し
た
。
第
一
期
の
取
毀
対
象
と
な
っ
た

の
は
、
府
前
街
、
府
中
街
、
北
門
街
、
石
防
街
の
各
一
丁
目
に
あ
る
計
五
一
棟
の
家
屋
で
あ
る
。
台
北
庁
は
、
明
治
四
〇（
一
九
〇
七
）

年
七
月
八
日
、
取
毀
対
象
と
な
る
家
屋
の
所
有
者
と
借
家
人
を
庁
舎
に
召
集
し
て
、
家
屋
の
取
毀
の
必
要
性
を
諭
示
し
、
借
家
人
に
対

し
て
は
七
月
二
一
日
ま
で
に
移
転
す
る
こ
と
、
家
屋
所
有
者
に
対
し
て
は
借
家
人
が
退
去
後
直
ち
に
取
毀
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
。
命

令
を
受
け
て
か
ら
二
週
間
の
猶
予
し
か
な
く
、
借
家
人
の
転
居
先
の
調
査
及
び
転
居
作
業
に
要
す
る
時
間
や
、
所
有
者
の
取
毀
準
備
期

間
を
考
え
れ
ば
、
相
当
強
行
的
な
措
置
で
あ
る
。
期
限
内
に
命
令
を
履
行
で
き
た
も
の
は
一
五
棟
で
あ
っ
た
。
台
北
庁
は
、
取
毀
に
着

手
し
て
い
な
い
残
り
の
三
六
棟
の
所
有
者
に
対
し
て
、
八
月
一
〇
日
ま
で
に
取
毀
を
完
了
し
な
か
っ
た
場
合
は
行
政
代
執
行
を
行
う
と

の
命
令
を
発
し
た
と
こ
ろ
、
家
屋
の
取
毀
は
期
限
内
に
完
了
し
、
行
政
代
執
行
に
至
る
事
態
は
回
避
さ
れ
た
。
台
北
庁
が
実
施
し
た
借

家
人
の
転
居
状
況
調
査
に
よ
れ
ば
、
借
家
人
は
賃
貸
家
屋
の
不
足
に
よ
り
苦
情
を
訴
え
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
転
居
期
限
の
切

迫
に
伴
い
、
や
む
な
く
親
族
又
は
知
人
を
頼
っ
て
一
時
的
に
居
を
移
し
た
も
の
が
二
五
世
帯
、
新
た
に
借
家
を
探
し
て
転
居
し
た
も
の

が
四
六
世
帯
、
官
舎
に
移
っ
た
も
の
が
九
世
帯
、
他
庁
下
に
移
転
し
た
も
の
が
一
世
帯
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
借
家
人
の
な
か
に
は
「
二

楷
住
ヲ
ナ
シ
又
ハ
家
屋
新
築
中
仮
小
屋
ニ
移
転
セ
ル
等
一
時
ノ
急
ヲ
補
ヒ
シ
状
態
」
に
置
か
れ
た
者
も
い
た

）
77
（

。
さ
ら
に
、
報
道
に
よ
れ

ば
、
立
退
き
を
強
い
ら
れ
た
の
は
一
一
三
世
帯
（
二
七
五
人
）
で
あ
っ
た
の
で

）
78
（

、
台
北
庁
が
転
居
状
況
を
把
握
し
た
八
一
世
帯
を
除
く
、

三
二
世
帯
の
顛
末
は
不
明
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
家
屋
取
毀
に
付
随
し
て
、
借
家
人
の
立
退
問
題
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
立
退
問
題
に
直
面
し
た
借
家
人
に
対
し
て
、
行
政
も
メ
デ
ィ
ア
も
冷
淡
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
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月
一
六
日
付
の
『
台
湾
日
日
新
報
』（
以
下
、『
台
日
』
と
す
る
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
佐
藤
庁
長
談
片
」
に
よ
れ
ば
、
佐
藤
友
熊
台
北
庁

長
は
「
取
壊
家
屋
の
住
民
が
立
退
所
に
困
り
居
る
は
左
も
あ
る
べ
し
立
退
所
が
無
い
と
云
ふ
の
を
急
に
立
退
か
し
む
る
は
甚
だ
忍
び
ざ

る
所
」
と
、
立
退
者
に
同
情
を
示
し
な
が
ら
も
、「
去
れ
ば
と
て
延
し
て
居
れ
ば
又
此
仕
事
も
オ
ジ
ヤ
ン
と
な
る
」
と
し
て
「
元
来
彼

ん
な
家
に
住
つ
て
居
る
の
が
間
違
ひ
」
と
借
家
人
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ペ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
年
間
千
人
の
死
者
を
生
み

出
さ
な
い
た
め
に
は
「
思
ひ
切
つ
た
事
も
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
と
、「
二
週
間
の
猶
予
は
短
き
に
過
ぐ
る
如
き
も
従
来
の
例
に
見

る
に
仮
令
一
箇
月
二
箇
月
猶
予
す
る
も
其
結
果
は
同
じ
」
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
家
屋
取
毀
措
置
と
二
週
間
と
い
う
取
毀
期
限
を
正
当

化
し
た
。
立
退
き
を
迫
ら
れ
た
借
家
人
の
転
居
先
に
つ
い
て
は
、「
空
家
は
無
い
無
い
と
云
へ
ど
今
度
の
立
退
者
位
ゐ
は
何
う
に
か
成

り
さ
う
な
も
の
な
り
」
と
楽
観
的
な
見
通
し
を
示
し
、「
マ
ア
決
定
し
た
る
事
な
れ
ば
是
非
共
遂
行
す
る
の
外
な
」
い
の
で
、「
住
む
に

家
が
無
い
と
て
露
宿
で
も
す
る
者
が
出
来
れ
ば
夫
れ
は
夫
れ
で
別
に
救
助
法
を
尽
す
の
外
な
か
る
べ
し
」
と
、
露
宿
者
が
出
る
事
態
に

至
れ
ば
救
助
し
よ
う
と
い
う
態
度
を
示
す

）
79
（

。
立
退
者
が
転
居
先
を
探
す
場
合
は
自
助
努
力
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

『
台
日
』
は
、
台
北
城
内
の
家
屋
取
毀
状
況
に
つ
い
て
頻
繁
に
報
じ
て
い
る
が
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
九
日
の
紙
面
に

載
せ
ら
れ
た
記
事
「
不
潔
家
屋
の
取
払
」
は
、『
台
日
』
の
家
屋
取
毀
措
置
や
そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
し
た
立
退
問
題
に
対
す
る
立
場
を

よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
立
退
き
を
求
め
ら
れ
た
一
一
三
世
帯
の
人
々
に
対
し
て
「
事
急
な
る
為
非
常
な
る
迷
惑
を
被

む
る
こ
と
は
元
よ
り
明
か
な
れ
ど
公
共
衛
生
の
為
と
あ
れ
ば
万
止
む
得
ざ
る
次
第
に
し
て
流
行
病
の
為
年
々
多
数
の
生
命
を
奪
は
る
ヽ

点
よ
り
之
を
見
れ
ば
一
般
の
被
立
退
者
は
之
が
犠
牲
と
な
り
甘
ん
じ
て
命
を
奉
ず
べ
き
覚
悟
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
こ
と
を
要
求
す
る
。

他
方
、
目
下
、
台
北
城
内
外
を
問
わ
ず
、
空
き
家
の
払
底
が
甚
だ
し
い
状
態
に
あ
り
、「
今
一
時
に
百
余
の
世
帯
持
が
夫
れ
夫
れ
身
の

落
付
を
求
む
る
事
は
至
難
に
属
す
る
」
と
し
て
立
退
者
が
転
居
先
を
み
つ
け
る
の
は
至
難
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
す
も
、
半
年
後
に
お

い
て
も
こ
の
状
態
が
解
消
す
る
見
込
み
は
な
い
こ
と
か
ら
、「
被
立
退
者
は
一
方
立
退
を
迫
ら
れ
其
一
方
に
於
て
入
る
家
も
な
き
窮
境
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に
迫
る
事
或
は
無
し
と
云
ふ
べ
か
ら
ぬ
も
此
際
充
分
な
る
覚
悟
を
持
し
て
公
共
衛
生
の
重
き
を
鑑
み
至
急
其
処
置
を
施
し
頑
迷
な
る
思

想
に
駆
ら
れ
て
過
ち
な
か
ら
ん
事
を
望
む
」
の
で
あ
る

）
80
（

。
ま
た
、『
台
日
』
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
三
一
日
の
記
事
「
悪

疫
予
防
上
の
注
意
」
に
お
い
て
「
不
潔
家
屋
」
の
取
毀
は
「
悪
疫
の
根
本
的
防
遏
策
と
し
て
最
も
有
功
」
で
あ
る
と
し
て
「
市
民
諸
君

と
共
に
其
の
実
行
一
日
も
速
か
な
ら
ん
こ
と
を
望
」
ん
で
い
る

）
81
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
行
政
も
メ
デ
ィ
ア
も
家
屋
取
毀
に
伴
う
立
退
者
の
置
か
れ
た
境
遇
に
同
情
を
寄
せ
る
も
、
ペ
ス
ト
の
防
疫
の
た
め
に

は
、
家
屋
取
毀
は
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ
り
、
甚
だ
し
き
に
い
た
っ
て
は
「
元
来
彼
ん
な
家
に
住
つ
て
居
る
の
が

間
違
ひ
」
と
し
て
立
退
者
を
非
難
し
た
。
家
屋
取
毀
に
よ
る
犠
牲
は
、「
不
潔
家
屋
」
が
ペ
ス
ト
病
毒
の
根
源
で
あ
っ
て
、
こ
の
家
屋

の
取
毀
が
ペ
ス
ト
の
「
根
本
的
防
遏
策
と
し
て
最
も
有
功
」
な
措
置
で
あ
る
と
の
防
疫
対
策
上
の
意
義
の
み
な
ら
ず
、
公
衆
衛
生
の
規

範
と
、「
市
民
」
の
願
い
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。『
台
日
』
の
記
事
「
不
潔
家
屋
の
取
払
」

の
結
び
に
お
い
て
「
第
一
期
の
立
退
を
終
り
次
第
続
い
て
二
期
三
期
と
各
街
全
部
に
実
行
せ
ら
る
ヽ
筈
な
れ
ば
他
街
に
て
不
潔
家
屋
を

有
す
る
も
の
及
び
之
に
住
す
る
者
は
予
め
覚
悟
し
置
く
こ
と
肝
要
な
る
べ
し
」
と
の
予
告
と
警
告
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

）
82
（

、
爾
後
、

家
屋
取
毀
は
、
漸
進
的
に
対
象
地
域
を
広
げ
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
く
。

　

台
北
庁
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
二
九
日
と
三
〇
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
第
二
期
の
取
毀
対
象
と
な
っ
た
家
屋
所
有
者

約
六
〇
人
を
庁
舎
に
召
集
し
、
取
毀
対
象
と
な
る
家
屋
と
取
毀
期
限
を
通
知
し
た

）
83
（

。
第
二
期
の
家
屋
取
毀
対
象
と
な
っ
た
地
区
は
、
撫

台
街
、
北
門
街
二
丁
目
・
三
丁
目
、
書
院
街
一
丁
目
、
文
武
街
一
丁
目
、
府
前
街
二
丁
目
・
三
丁
目
・
四
丁
目
、
府
中
街
四
丁
目
・
五

丁
目
、
府
後
街
二
丁
目
・
三
丁
目
で
あ
り
、
取
毀
期
限
が
最
も
短
い
の
は
北
門
街
二
丁
目
で
九
月
一
五
日
、
最
も
長
い
の
は
北
門
街
三

丁
目
で
翌
（
一
九
〇
八
）
年
二
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
。
最
短
で
一
ヶ
月
半
の
時
間
的
猶
予
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
第
一
期
の
逼
迫
し
た

日
程
と
比
べ
れ
ば
、
幾
分
の
ゆ
と
り
が
確
保
さ
れ
た
。
第
二
期
の
取
毀
命
令
を
受
け
た
家
屋
は
計
一
五
四
棟
（
三
二
四
世
帯
）
で
あ
り
、
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立
退
者
は
八
二
八
人
に
お
よ
ん
だ

）
84
（

。
第
二
期
の
家
屋
取
毀
は
、
府
前
街
二
丁
目
や
撫
台
街
一
丁
目
の
一
部
家
屋
に
対
す
る
期
限
内
の
命

令
不
履
行
を
理
由
と
し
た
行
政
代
執
行
を
伴
い
な
が
ら
も

）
85
（

、
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

第
一
期
と
第
二
期
の
家
屋
取
毀
対
象
地
区
は
台
北
城
内
で
あ
っ
た
が
、
取
毀
対
象
と
な
っ
た
家
屋
の
所
有
者
及
び
居
住
者
の
多
く
は

内
地
人
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
台
北
庁
が
作
成
し
た
取
毀
家
屋
の
調
書
に
よ
れ
ば
、
石
防
街
、
府
前
街
、
府
中
街
、
府
後
街
、
文
武

街
、
書
院
街
、
北
門
街
、
撫
台
街
の
取
毀
対
象
家
屋
の
う
ち
、
調
書
に
氏
名
の
記
載
が
あ
る
家
屋
所
有
者
九
〇
人
中
、
内
地
人
は
五
六

人
、
本
島
人
は
三
四
人
で
あ
り
、
同
じ
く
居
住
者
二
五
四
人
中
、
内
地
人
は
二
三
四
人
、
本
島
人
は
二
〇
人
で
あ
っ
た

）
86
（

。
し
た
が
っ

て
、
第
一
期
及
び
第
二
期
の
取
毀
対
象
家
屋
の
中
心
は
「
内
地
人
家
屋
」
で
あ
っ
た
。
台
北
庁
は
、こ
の
台
北
城
内
の
「
内
地
人
家
屋
」

の
取
毀
を
ほ
ぼ
終
え
た
の
ち
、「
本
島
人
家
屋
」
が
多
数
集
ま
る
大
稲

及
び
艋

の
両
地
区
に
お
け
る
「
不
潔
家
屋
」
の
取
毀
を
開

始
し
て
い
く

）
87
（

。

　

台
北
庁
は
、
ま
ず
大
稲

地
区
の
「
不
潔
家
屋
」
の
取
調
を
完
了
さ
せ
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
六
月
二
五
日
、
庁
舎
に
召
集

し
た
取
毀
対
象
家
屋
の
所
有
者
に
対
し
、
同
年
八
月
二
五
日
限
り
家
屋
の
取
毀
を
終
了
す
る
よ
う
命
令
し
た
。
取
毀
対
象
と
な
る
家
屋

は
、
日
新
街
五
三
戸
、
長
興
街
一
一
戸
、
新
店
尾
街
二
五
戸
、
井
仔
頭
街
八
一
戸
、
九
間
仔
街
一
一
戸
、
九
間
仔
後
街
一
二
戸
の
計

一
九
三
戸
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
、
家
屋
全
て
の
取
毀
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
四
五
戸
で
あ
り
、
残
り
は
、
炊
事
場
、
豚
小
屋
又

は
住
家
の
一
部
が
取
毀
対
象
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
台
北
庁
は
「
一
般
内
地
人
家
屋
よ
り
見
る
と
き
は
土
人
家
屋
の
不
潔
な
る
事
は
一

層
な
る
も
土
人
家
屋
は
取
壊
し
上
頗
る
至
難
に
し
て
到
底
城
内
及
附
近
の
内
地
人
家
屋
を
取
毀
し
た
る
と
同
様
実
行
す
る
事
は
出
来
ざ

れ
ば
全
部
の
取
毀
し
を
な
し
得
ざ
る
家
屋
に
対
し
て
は
衛
生
上
不
都
合
な
き
様
充
分
注
意
し
て
修
理
等
を
な
さ
し
む
る
」
方
針
を
掲

げ
、「
本
島
人
家
屋
」取
毀
へ
の
配
慮
を
示
し
た

）
88
（

。
続
い
て
、
同
年
七
月
一
〇
日
、
台
北
庁
は
、
艋

地
区
の
取
毀
対
象
と
な
っ
た
「
不

潔
家
屋
」
の
所
有
者
に
対
し
て
、
庁
舎
に
召
集
の
上
、
九
月
一
〇
日
ま
で
に
家
屋
を
取
り
毀
す
べ
き
旨
命
じ
た
。
取
毀
対
象
と
な
っ
た
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の
は
、
北
皮

街
一
丁
目
・
二
丁
目
・
三
丁
目
の
六
二
戸
、
蓮
花
街
の
四
九
戸
、
八
甲
庄
の
四
六
戸
、
八
甲
街
の
二
五
戸
、
計
一
八
二

戸
で
あ
っ
た

）
89
（

。
こ
の
艋

地
区
の
家
屋
取
毀
の
完
了
を
も
っ
て
、「
不
潔
家
屋
」
の
取
毀
は
一
時
休
止
と
な
っ
た
。
こ
の
休
止
措
置
は
、

台
北
城
内
・
大
稲

・
艋

の
三
市
街
に
お
け
る
「
不
潔
家
屋
取
除
き
は
其
の
不
潔
家
屋
に
居
住
す
る
者
が
立
退
く
に
当
り
一
般
貸
家

の
欠
乏
せ
る
折
柄
な
り
し
為
め
非
常
に
困
難
を
感
じ
中
に
は
立
退
の
延
期
、
取
除
き
の
延
期
等
種
々
苦
情
を
申
出
づ
る
者
も
尠
か
ら

ず
」
と
の
事
情
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
り

）
90
（

、
立
退
者
の
不
満
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

「
建
築
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
は
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
七
月
に
開
始
さ
れ
、
翌
（
一
九
〇
八
）
年
九
月
に
一
時
休
止
と

な
る
が
、
こ
の
期
間
中
、
台
北
城
内
・
大
稲

・
艋

の
三
市
街
に
お
い
て
計
二
〇
二
九
戸
の
家
屋
取
毀
が
実
施
さ
れ
た
。
内
訳
は
、

台
北
城
内
が
七
一
九
戸
、
大
稲

が
七
六
八
戸
、
艋

が
五
四
二
戸
で
あ
っ
た

）
91
（

。
こ
れ
ら
の
家
屋
取
毀
に
つ
い
て
は
、
台
北
庁
長
の
命

令
に
基
づ
き
、
家
屋
所
有
者
の
自
弁
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
、
な
お
か
つ
、
取
毀
に
伴
い
生
じ
る
損
害
に
対
す
る
補
償
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
以
降
、
総
督
府
は
「
賠
償
方
針
」
に
転
換
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
台
北
庁
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
明
治
四
一
（
一
九
〇
七
）
年
ま
で
は
「
無
償
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
他
方
、『
台
日
』
が
、
明
治
四
一
年
の
台
北
庁
に
お
け
る
ペ
ス
ト
患
者
は
一
人
で
あ
り
、「
近
年
稀
な
る
平
穏
無
事
の
年
」
と
な
っ

た
の
は
「
不
潔
家
屋
の
取
崩
、
汚
物
掃
除
の
普
及
、
公
私
下
水
の
築
造
、
捕
鼠
の
奨
励
等
防
疫
施
設
の
普
及
整
頓
す
る
こ
と
其
の
重
も

な
る
原
因
た
る
べ
き
は
言
を
待
た
ず
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て

）
92
（

、
明
治
四
一
年
以
降
、
台
北
庁
管
内
の
ペ
ス
ト
は
ほ
ぼ
抑
制
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
家
屋
取
毀
措
置
の
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
上
の
一
定
の
効
果
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

台
北
庁
に
お
い
て
「
建
築
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
が
進
行
し
て
い
く
な
か
で
、「
処
分
規
則
」
が
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
二

月
一
三
日
に
公
布
さ
れ
た
。「
処
分
規
則
」
の
公
布
に
あ
わ
せ
て
、
民
政
長
官
よ
り
各
地
方
庁
長
に
対
し
て
「
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処

分
規
則
取
扱
心
得
」（
以
下
、「
心
得
」
と
す
る
）
と
「
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
及
同
施
行
規
則
適
用
ニ
干
ス
ル
内
牒
」（
以
下
、



38

「
内
牒
」
と
す
る
）
が
同
月
の
一
三
日
と
二
〇
日
に
そ
れ
ぞ
れ
通
達
さ
れ
、
家
屋
取
毀
に
係
る
取
扱
方
針
が
示
さ
れ
た
。「
心
得
」
は
、

地
方
庁
長
が
台
湾
総
督
に
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
家
屋
の
取
毀
に
係
る
認
可
申
請
を
行
う
際
に
は
「
消
毒
方
法
ノ
施
行
ニ
適
当
ナ
ラ
ス
ト
認

ム
ル
事
由
」
や
「
建
物
ノ
所
在
地
名
、
種
別
、
構
造
建
坪
及
其
ノ
手
当
金
額
」
等
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
の
ほ
か
、「
従

来
消
毒
方
法
施
行
ノ
慣
行
ニ
依
リ
無
償
焼
却
シ
来
リ
シ
物
件
又
ハ
本
人
ノ
自
衛
上
若
ク
ハ
公
共
心
ヨ
リ
自
ラ
進
ミ
テ
取
毀
又
ハ
焼
却
ス

ル
如
キ
モ
ノ
ハ
手
当
金
ノ
下
附
ヲ
要
セ
サ
ル
コ
ト
」
を
規
定
し
た
。
祝
辰
巳
民
政
長
官
は
、
財
源
が
確
保
で
き
れ
ば
、
従
来
「
無
償
」

に
て
取
り
毀
し
た
家
屋
に
対
し
て
補
償
す
る
考
え
を
示
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
「
本
人
ノ
自
衛
上
若
ク
ハ
公
共
心
ヨ
リ
自
ラ
進

ミ
テ
取
毀
」
し
た
家
屋
は
補
償
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た

）
93
（

。

　

「
内
牒
」
は
、「
処
分
規
則
」
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
「
其
ノ
詮
議
ヲ
慎
重
ニ
シ
苟
モ
之
ヲ
他
ノ
事
柄
ニ
利
用
ス
ル
等
ノ
コ
ト
ナ
キ

様
」
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
「
処
分
規
則
」
の
運
用
上
の
取
扱
方
針
に
つ
き
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。「
内
牒
」
は
、
①

取
毀
対
象
と
す
る
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
家
屋
（
以
下
、「
ペ
ス
ト
家
屋
」
と
す
る
）
の
基
準
、
②
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
取
毀
の
手
順
、
③
「
ペ

ス
ト
家
屋
」
の
「
自
主
的
」
取
毀
に
係
る
希
望
、
④
手
当
金
額
決
定
時
の
注
意
事
項
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る

）
94
（

。

　

①
は
、「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
条
件
た
る
「
消
毒
方
法
ノ
施
行
ニ
適
当
ナ
ラ
ス
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」（「
処
分
規
則
」
第
一
条
）
の
具

体
的
な
基
準
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
ペ
ス
ト
家
屋
」
と
は
、「
消
毒
方
法
ヲ
反
覆
施
行
ス
ル
モ
尚
ホ
病
毒
ヲ
撲
滅

シ
難
キ
コ
ト
」
に
該
当
す
る
家
屋
、
消
毒
法
の
反
覆
施
行
に
よ
り
病
毒
撲
滅
の
見
込
み
が
あ
る
も
消
毒
に
要
す
る
費
用
と
家
屋
取
毀

費
用
を
比
較
し
た
結
果
、「
経
済
上
得
失
相
償
サ
ル
」
粗
末
な
家
屋
、
あ
る
い
は
「
家
屋
ノ
構
造
ト
敷
地
ノ
状
況
ニ
依
リ
如
何
ニ
鼠
族

ノ
駆
除
ヲ
努
ム
ル
モ
到
底
鼠
族
ノ
巣
窟
ヲ
遏
絶
シ
難
シ
ト
認
ム
ル
」
家
屋
を
い
う
。「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
手
順
は
、
②
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
当
該
家
屋
に
対
し
て
「
鼠
族
ノ
遁
竄
ヲ
防
ク
ノ
方
法
」
を
講
じ
る
。
こ
の
方
法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
家
屋
ノ
周
囲

ヲ
亜
鉛
板
又
ハ
其
他
ノ
材
料
ヲ
以
テ
包
囲
ス
ル
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
家
屋
の
囲
い
込
み
を
行
っ
た
う
え
で
、
家
財
道
具
を
運
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び
出
し
、
家
屋
内
に
捕
鼠
器
又
は
殺
鼠
剤
を
置
く
と
と
も
に
、
鼠
族
の
巣
窟
と
認
め
ら
れ
る
孔
穴
を
発
掘
す
る
こ
と
よ
り
鼠
族
の
駆
除

を
徹
底
的
に
行
う
。
そ
の
後
、
家
屋
の
包
囲
を
維
持
し
た
ま
ま
で
、
消
毒
法
を
施
行
し
、
家
屋
を
取
り
毀
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
措
置
の

目
的
は
、「
附
近
ニ
危
険
ヲ
波
及
セ
シ
メ
サ
ル
」
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

「
処
分
規
則
」
は
、
家
屋
取
毀
に
よ
り
生
じ
た
損
害
に
対
し
て
手
当
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
③
と
④
は
、
手
当
金
交
付
に

関
す
る
総
督
府
の
認
識
と
運
用
上
の
取
扱
心
得
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
③
に
よ
れ
ば
、
総
督
府
は
、
家
屋
取
毀
が
「
畢
竟
自
衛
若
ハ

公
衆
ニ
対
ス
ル
予
防
上
ノ
必
要
ニ
基
ク
モ
ノ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
個
人
又
ハ
ペ
ス
ト
予
防
組
合
、
保
甲
等
ニ
於
テ
自
カ
ラ
進
テ
之

ヲ
為
ス
ヘ
キ
ハ
固
ヨ
リ
当
然
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
財
産
ノ
関
係
」
や
「
衛
生
思
想
ノ
発
達
セ
サ
ル
」
状

況
を
考
慮
す
る
と
、「
今
日
一
般
ニ
対
シ
此
ノ
希
望
ヲ
強
ユ
ル
ハ
頗
ル
困
難
」
で
あ
る
た
め
、「
不
得
已
手
当
支
給
ノ
規
定
」
を
設
け
た

と
説
明
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
手
当
金
支
給
規
定
が
存
在
す
る
も「
成
ル
ヘ
ク
自
カ
ラ
進
テ
之
ヲ
為
ス
者
ノ
多
カ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
」

の
で
あ
る
。
か
か
る
希
望
を
前
提
に
置
い
て
、
総
督
府
は
、
④
に
お
い
て
「
自
衛
又
ハ
公
衆
ニ
対
ス
ル
予
防
上
ノ
為
メ
ニ
ハ
多
少
ノ
財

産
ヲ
犠
牲
ニ
供
ス
ル
ノ
苦
痛
ハ
固
ヨ
リ
覚
悟
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
よ
う
な
公
衆
衛
生
の
規
範
に
基
づ
く
見
解
と
、「
取
毀
家
屋

焼
却
物
品
ハ
多
数
ノ
見
込
ナ
ル
ニ
之
カ
手
当
ニ
充
ツ
ル
予
算
ハ
極
メ
テ
少
額
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
地
方
庁
長
に
対
し
、
手
当

金
額
の
決
定
に
際
し
て
「
特
ニ
此
辺
ニ
十
分
意
ヲ
用
ヰ
ル
」
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
総
督
府
は
、「
処
分
規
則
」
に
手
当
金
支
給
規
定
を
設
け
た
と
は
い
え
ど
も
、
従
来
、
本
人
の
「
自
衛
上
」又
は
「
公

共
心
」
に
よ
り
取
り
毀
し
て
き
た
家
屋
に
対
す
る
補
償
を
不
問
に
付
す
と
と
も
に
、「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
に
つ
い
て
は
継
続
し
て

個
人
又
は
ペ
ス
ト
予
防
組
合

）
95
（

及
び
保
甲

）
96
（

に
よ
る
自
主
的
な
取
毀
を
奨
励
す
る
こ
と
と
、
仮
に
手
当
金
を
支
給
す
る
場
合
に
お
い
て
も
予

算
上
の
観
点
か
ら
支
給
金
額
に
配
慮
す
る
こ
と
を
地
方
庁
に
要
請
し
た
。
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
、
例
え

ば
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
七
）
年
度
予
算
は
三
万
円
で
あ
り
、
積
算
根
拠
は
「
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
ノ
建
物
及
物
件
共
百
五
十
件
分
一
件
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当
リ
弐
百
円
」
で
あ
っ
た

）
97
（

。
し
か
し
、
総
督
府
は
、
実
際
上
、
当
該
年
度
に
お
い
て
一
五
〇
件
を
超
え
る
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
を

許
可
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
家
屋
所
有
者
に
対
し
て
は
、
平
均
す
る
と
、
こ
の
一
件
あ
た
り
の
単
価
を
下
回
る
手
当
金
し
か
支
給
し
て

い
な
い
。
次
の
第
三
表
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
一
年
の
家
屋
取
毀
数
は
計
二
一
二
戸
、
手
当
金
支
給
額
は
計
八
七
四
九
円
、
一
戸
当
た
り

の
手
当
金
の
平
均
額
は
四
一
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
該
表
か
ら
は
、
手
当
金
支
給
額
の
地
域
的
な
差
異
が
あ
る
こ
と
と
、
嘉
義
庁
塩
水

港
支
庁
と
台
南
庁
打
狗
支
庁
で
は
手
当
金
の
支
給
が
な
い
こ
と
も
見
出
せ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
処
分
規
則
」
に
よ
り
手
当
金
額
の

決
定
（
支
給
の
可
否
も
含
む
）
が
行
政
の
裁
量
に
一
切
委
ね
ら
れ
た
結
果
と
「
内
牒
」
で
示
さ
れ
た
家
屋
取
毀
運
用
方
針
の
実
践
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
第
三
表
が
示
す
と
お
り
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
か
ら
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ
た

「
処
分
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
数
は
計
二
二
三
三
戸
、
手
当
金
支
給
額
は
計
八
万
九
九
一
九
円
、
一
戸
当
た
り
の
手
当
金
の
平
均

額
は
四
〇
円
で
あ
っ
た
。
家
屋
取
毀
状
況
を
地
方
庁
別
に
み
て
み
る
と
、
嘉
義
庁
の
家
屋
取
毀
数
が
計
一
九
九
八
戸
（
手
当
金
額
計

八
万
二
一
一
八
円
）
で
最
も
多
く
、
全
体
の
九
割
を
占
め
る
。
嘉
義
庁
管
内
の
家
屋
が
「
処
分
規
則
」
適
用
対
象
の
中
心
で
あ
り
、
な

か
で
も
直
轄
と
樸
仔
脚
支
庁
の
家
屋
取
毀
数
が
突
出
し
て
い
る
。

　

嘉
義
庁
に
お
い
て
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
七
）
年
と
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
か
ら
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
か
け
て
「
ペ

ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
を
実
施
し
て
い
る
。
嘉
義
庁
で
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
小
規
模
な
流
行
（
患
者
七
四
人
・
死
者
六
六
人
）

を
最
後
に
ペ
ス
ト
患
者
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
た

）
98
（

。
そ
の
た
め
、
家
屋
取
毀
の
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
上
の
有
効
性
は
一
定
程
度
確
認
で
き
よ

う
。
以
下
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
実
施
さ
れ
た
嘉
義
街
（
庁
直
轄
）
の
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
取
毀
を
事
例
と
し
て
「
ペ
ス
ト
家

屋
」
取
毀
過
程
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
二
七
日
、
津
田
毅
一
嘉
義
庁
長
は
佐
久
間
左
馬
太
台
湾
総
督
宛
て
に
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
取
毀
処
分
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に
係
る
稟
申
書
及
び
調
書
を

提
出
し
た
。
翌
日
、
総
督
府

内
の
決
裁
を
経
て
、
総
督
よ

り
嘉
義
庁
に
対
し
て
「
ペ
ス

ト
病
毒
汚
染
家
屋
ノ
処
分
及

手
当
金
額
ノ
件
」
を
許
可
す

る
と
の
指
令
が
出
さ
れ
た
。

稟
申
書
に
よ
れ
ば
、
嘉
義

街
に
お
い
て
は
明
治
三
三

（
一
九
〇
〇
）
年
に
ペ
ス
ト

患
者
が
発
生
し
て
以
来
、
明

治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
ま

で
連
年
ペ
ス
ト
の
侵
襲
を
受

け
て
い
た
が
、
明
治
四
二

（
一
九
〇
九
）
年
及
び
明
治

四
三
（
一
九
一
〇
）
年
は
ペ

ス
ト
患
者
の
発
生
は
な
く
小

康
状
態
と
な
っ
た
。
し
か

第3表　「台湾ペスト病毒汚染物処分規則」による家屋取毀状況一覧（明治41年～大正6年）

明治41年 明治42年 明治43年 明治44年 明治45年 大正 2 年 大正 3 年 大正 6 年 計

台北庁 淡水支庁
戸　 数 - - - - - - - 98 98

手当金額 - - - - - - - 4,627 4,627

台中庁

直　轄
戸　 数 11 - - - - - - - 11

手当金額 1,170 - - - - - - - 1,170

葫蘆墩
支庁

戸　 数 115 - - - - - - - 115

手当金額 1,579 - - - - - - - 1,579

計
戸　 数 126 - - - - - - - 126

手当金額 2,749 - - - - - - - 2,749

嘉義庁

直　轄
戸　 数 - - 63 429 - - 189 - 681

手当金額 - - 2,968 15,267 - - 7,466 - 25,701

北港支庁
戸　 数 - - 8 34 - - - - 42

手当金額 - - 0 123 - - - - 123

樸仔脚

支庁

戸　 数 43 - 390 - 128 283 174 - 1,018

手当金額 6,000 - 17,847 - 7,500 10,000 7,500 - 48,847

塩水港

支庁

戸　 数 39 - - - 218 - - - 257

手当金額 0 - - - 7,447 - - - 7,447

計
戸　 数 82 - 461 463 346 283 363 - 1,998

手当金額 6,000 - 20,815 15,390 14,947 10,000 14,966 - 82,118

台南庁 打狗支庁
戸　 数 4 7 - - - - - - 11

手当金額 0 425 - - - - - - 425

総　計
戸　 数 212 7 461 463 346 283 363 98 2,233

手当金額 8,749 425 20,815 15,390 14,947 10,000 14,966 4,627 89,919

（備考）手当金額の単位は円で、円未満は切り捨てて表記した。
（出典）「故台湾総督府技師岡田義行外二名遺族ヘ金員給与ノ件」（『公文雑纂』大

正 8 年・第 12 巻、国立公文書館所蔵）所収の「ペスト防遏事業概要」、「ペ
スト病毒汚染家屋取毀処分」（『大正三年台湾総督府公文類纂第九巻』第 2
文書、所蔵番号：05748、国史館台湾文献館所蔵）及び『（大正六年分）台
湾総督府民政事務成績提要第二十三編』（台湾総督府民政部、1919 年）474
頁より作成。
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し
、
明
治
四
四
年
二
月
以
降
、
斃
鼠
及
び
有
菌
鼠
が
頻
繁
に
検
出
さ
れ
、
遂
に
ペ
ス
ト
患
者
三
名
を
出
す
に
い
た
る
。
こ
れ
ら
の
有
菌

鼠
及
び
患
者
の
発
生
場
所
は
、「
不
潔
家
屋
ノ
密
接
ス
ル
個
所
」
で
あ
り
、「
従
来
屡
々
ペ
ス
ト
患
者
若
ク
ハ
有
菌
鼠
ヲ
出
シ
病
毒
ニ
汚

染
シ
タ
ル
家
屋
」
が
集
ま
る
個
所
で
あ
っ
て
、「
如
何
ニ
厳
密
ナ
ル
消
毒
法
ヲ
反
覆
施
行
ス
ル
モ
毒
素
ノ
浸
潤
濃
厚
ニ
シ
テ
何
等
ノ
効

ヲ
奏
セ
ス
壁
間
ノ
鼠
穴
ハ
自
由
ニ
四
通
八
達
シ
」
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
施
す
べ
き
策
が
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
根

拠
と
し
て
、
嘉
義
庁
は
、
当
該
家
屋
を
「
全
部
取
毀
ツ
ノ
外
病
毒
ノ
撲
滅
ヲ
期
シ
難
キ
モ
ノ
ト
認
メ
」、「
処
分
規
則
」
に
よ
る
手
当
金

の
支
給
並
び
に
家
屋
取
毀
命
令
の
発
令
を
稟
申
し
た
の
で
あ
る

）
99
（

。

　

稟
申
書
と
と
も
に
提
出
さ
れ
た
調
書
は
、
取
毀
対
象
家
屋
に
つ
い
て
、「
建
物
ノ
所
在
地
名
」、「
構
造
」（「
竹
造
瓦
葺
」
及
び
「
木

造
瓦
葺
」
等
の
内
容
が
記
載
）、「
建
坪
」、「
手
当
金
額
」、「
業
主
住
所
」、「
業
主
氏
名
」
及
び
「
取
毀
事
由
」
等
の
項
目
に
よ
り
纏

め
ら
れ
た
一
覧
表
で
あ
る
。
こ
の
調
書
に
よ
れ
ば
、
取
毀
対
象
家
屋
は
四
一
五
戸
、
総
建
坪
は
四
九
六
三
坪
、
手
当
金
の
総
額
は

一
万
五
三
〇
一
円
、
一
戸
あ
た
り
の
手
当
金
は
三
六
円
、
一
坪
あ
た
り
の
手
当
金
は
三
円
で
あ
っ
た
。
業
主
は
す
べ
て
本
島
人
で
あ

る
。「
取
毀
事
由
」
欄
に
は
、
例
え
ば
、
①
「
明
治
四
十
年
ペ
ス
ト
患
者
ヲ
出
シ
家
屋
ハ
鼠
族
ノ
交
通
ニ
適
シ
本
年
又
一
頭
有
菌
鼠
ヲ

発
見
到
底
取
毀
ス
ノ
外
方
法
ナ
シ
」、
②
「
明
治
卅
九
年
一
名
ノ
ペ
ス
ト
患
者
ヲ
出
シ
其
後
種
々
消
毒
ニ
努
ム
ル
モ
其
ノ
効
ナ
ク
四
十

年
四
十
一
年
ニ
ハ
多
ク
ノ
斃
鼠
ヲ
発
見
シ
構
造
上
取
毀
ノ
外
ナ
シ
」、
③
「
明
治
四
十
二
年
斃
鼠
七
頭
ヲ
出
シ
本
年
有
菌
鼠
一
頭
ヲ
発

見
シ
種
々
消
毒
ヲ
行
フ
モ
薬
品
ヲ
投
シ
消
毒
ス
ル
ノ
価
値
ナ
キ
不
完
全
ナ
ル
家
屋
ナ
リ
」、
④
「
構
造
不
完
全
ニ
シ
テ
鼠
族
ノ
巣
窟
ニ

適
シ
四
十
二
三
年
中
六
頭
ノ
斃
鼠
ヲ
発
見
シ
消
毒
薬
ヲ
投
ス
ル
ノ
価
値
ナ
シ
」
と
い
っ
た
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

か
ら
は
、
家
屋
取
毀
事
由
と
し
て
、
ペ
ス
ト
患
者
、
有
菌
鼠
及
び
斃
鼠
の
発
生
と
い
う
事
柄
を
使
っ
て
消
毒
法
の
施
行
に
適
さ
な
い
構

造
上
不
完
全
な
家
屋
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

）
100
（

。

　

調
書
の
備
考
欄
に
は
手
当
金
額
算
出
に
係
る
二
つ
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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一
、
建
物
及
手
当
金
ノ
調
査
ニ
付
テ
ハ
保
正
其
他
重
ナ
ル
関
係
者
立
会
ノ
上
精
密
ナ
ル
調
査
ヲ
遂
ケ
構
造
並
ニ
材
料
ニ
依
リ
其
等

差
ヲ
付
シ
尚
資
産
ノ
程
度
ヲ
モ
参
酌
シ
タ
リ

一
、
手
当
金
額
ハ
家
屋
時
価
ノ
十
分
ノ
三
ヲ
標
準
ト
シ
テ
算
出
セ
リ

）
101
（

　

こ
の
二
つ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
手
当
金
額
は
、
家
屋
時
価
の
三
割
を
標
準
と
し
て
、
家
屋
の
構
造
及
び
建
築
材
料
に
よ
り
等
差
を
付

し
、
資
産
の
程
度
も
参
考
に
し
て
算
出
さ
れ
た
。
こ
の
手
当
金
額
算
出
の
運
用
方
法
か
ら
は
「
施
行
規
則
」
原
案
よ
り
時
価
参
酌
に
係

る
文
言
を
削
除
し
た
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
第
一
節
で
述
べ
た
神
戸
市
と
横
浜
市
の
家
屋
焼
却
に
お
け
る
一
坪
あ

た
り
の
買
収
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
二
六
円
（
焼
却
家
屋
計
四
四
戸
・
総
建
坪
二
六
八
坪
・
買
収
金
額
計
七
〇
七
〇
円
、
以
下
同
）
と
二
一

円
（
一
八
七
戸
・
一
五
〇
八
坪
・
三
万
三
〇
〇
〇
円
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
参
考
に
し
て
も
、「
処
分
規
則
」
に
よ
る
取
毀
家
屋
に
対
す

る
手
当
金
額
は
抑
制
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
督
府
の
防
疫
対
策
の
基
本
は
、
総
督
府
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
、
自
衛
又
は
公

衆
に
対
す
る
予
防
の
た
め
の
犠
牲
を
正
当
化
す
る
公
衆
衛
生
の
規
範
を
錦
の
御
旗
と
し
て
、
個
人
の
財
政
負
担
と
労
力
に
可
能
な
限
り

依
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

嘉
義
街
に
お
け
る
家
屋
取
毀
状
況
と
民
情
に
つ
い
て
、
嘉
義
庁
庶
務
課
長
の
佐
々
木
忠
蔵
事
務
官
は
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年

四
月
二
〇
日
付
の
『
台
日
』
掲
載
の
「
嘉
義
庁
現
勢
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
庁
下
の
鼠
疫
は
流
行
中
心
の
観
な
き
能
は
ざ
り
し
も
衛
生
施
設
の
完
備
と
共
に
年
々
熄
滅
に
近
づ
き
つ
ヽ
あ
り
…
…
客
月

二
十
九
日
よ
り
向
ふ
二
十
日
間
に
於
て
嘉
義
街
に
於
け
る
不
潔
家
屋
（
ペ
ス
ト
菌
附
著
の
虞
れ
あ
る
）
四
百
三
十
三
戸
に
対
し
取

壊
し
を
命
じ
已
に
九
分
通
り
を
終
了
し
た
る
が
嘉
義
街
戸
数
四
千
何
百
に
対
し
其
の
一
割
余
の
家
屋
破
壊
は
容
易
な
ら
ざ
る
事
に
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し
て
或
は
何
等
か
の
結
果
を
生
ず
る
な
き
か
を
憂
ひ
た
る
程
な
り
し
に
嘉
義
市
民
は
何
れ
も
公
共
衛
生
の
事
な
り
と
て
聊
か
怨
嗟

の
声
を
聞
か
ざ
り
し
は
各
庁
に
対
し
て
誇
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
処
な
り

）
102
（

　

嘉
義
街
に
お
け
る
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
二
九
日
よ
り
向
こ
う
二
〇
日
間
の
猶
予
を
も
っ
て

開
始
さ
れ
た
。
佐
々
木
に
よ
れ
ば
、
嘉
義
街
住
民
は
公
衆
衛
生
の
重
要
性
を
理
解
し
て
聊
か
の
怨
嗟
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
家
屋
取

毀
に
着
手
し
た
と
い
い
、
こ
の
こ
と
は
嘉
義
庁
の
他
庁
に
対
し
て
誇
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
い
う
。
だ
が
、
家
屋
取
毀
の
実
施
や
家
屋

再
建
に
係
る
費
用
は
自
己
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
手
当
金
が
家
屋
の
時
価
に
遠
く
お
よ
ば
な
い
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
嘉
義
街
住
民
よ
り
「
聊
か
怨
嗟
の
声
を
聞
か
ざ
り
し
」
と
の
表
現
は
誇
張
で
あ
り
、
住
民
の
不
満
の
蓄
積
や
窮
状
は
推
察
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
別
の
史
料
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
て
み
よ
う
。

　

嘉
義
庁
は
、
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
八
月
二
二
日
よ
り
二
七
日
に
か
け
て
、
ペ
ス
ト
の
防
疫
を
目
的
と
し
て
、
樸
仔
脚
支
庁
管
内

の
「
不
潔
家
屋
」
一
一
七
二
戸
に
つ
い
て
五
万
円
で
買
収
す
る
計
画
を
実
施
し
た
。
こ
の
買
収
し
た
「
不
潔
家
屋
」
の
取
毀
が
九
月
三

日
よ
り
開
始
さ
れ
、
一
〇
月
上
旬
に
は
ほ
ぼ
全
て
の
取
毀
が
完
了
し
た
。
こ
の
計
画
は
「
処
分
規
則
」
に
基
づ
く
取
毀
命
令
と
国
庫
か

ら
の
手
当
金
支
給
と
い
う
枠
組
み
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
方
費
支
弁
に
よ
る
「
不
潔
家
屋
」
の
買
収
並
び
に
取
毀
措
置
で

あ
っ
た
。
倉
岡
彦
助
総
督
府
防
疫
医
官
は
、
一
〇
月
二
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
樸
仔
脚
支
庁
管
内
の
「
不
潔
家
屋
」
取
毀
状
況
を
視

察
し
、
二
〇
日
付
で
佐
久
間
左
馬
太
総
督
宛
に
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る

）
103
（

。

　

こ
の
報
告
書
が
興
味
深
い
の
は
、
附
属
資
料
と
し
て
添
付
さ
れ
た
①
「
取
毀
後
再
建
築
予
定
期
調
」
と
②
「
取
毀
後
再
建
築
資
金
調
」

で
あ
る
。
両
者
は
一
一
七
二
戸
全
て
を
調
査
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
①
に
よ
れ
ば
、
取
毀
終
了
後
六
ヶ
月
以
内
に
再
建
予
定
の
家

は
四
三
三
戸
、
同
様
に
一
年
以
内
が
四
一
三
戸
、
三
年
以
内
が
二
六
九
戸
、
再
建
の
見
込
み
が
な
い
家
は
五
七
戸
で
あ
っ
た
。
②
に
よ
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れ
ば
、
自
己
資
金
に
よ
り
再
建
す
る
家
は
四
一
七
戸
、
自
己
資
金
と
借
入
金
に
て
再
建
す
る
家
は
四
八
四
戸
、
借
入
金
に
よ
り
再
建
す

る
家
は
二
七
一
戸
で
あ
っ
た
。
三
年
以
内
の
再
建
予
定
も
ほ
ぼ
見
込
み
が
な
い
も
の
と
み
な
せ
ば
、
約
三
割
が
再
建
の
見
通
し
が
立
た

ず
、
約
六
割
は
家
屋
を
再
建
す
る
に
あ
た
り
借
金
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る

）
104
（

。
家
屋
取
毀
の
断
行
に
よ
り
、

家
屋
を
失
い
再
建
の
見
込
み
が
立
た
な
い
状
況
又
は
再
建
の
た
め
に
借
金
を
抱
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
者
は
少
な
か
ら
ぬ

不
満
を
募
ら
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
別
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
一
一
月
七
日
付
で
津
田
毅
一
嘉
義
庁
長
よ
り
佐
久
間
左
馬
太
総
督

宛
に
「
ペ
ス
ト
予
防
計
画
」
の
改
定
案
が
上
申
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
第
七
項
に
は
「
病
毒
汚
染
家
屋
処
分
ノ
事
」
と
い
う
項
目

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
が
「
予
防
上
ニ
於
テ
多
大
ノ
効
果
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
」
と
し
た
う
え
で
、「
ペ
ス

ト
家
屋
」
の
取
毀
を
め
ぐ
る
民
情
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
部
資
産
家
ニ
ア
リ
テ
ハ
自
ラ
改
築
セ
ン
ト
シ
テ
取
毀
ヲ
待
チ
居
リ
手
当
金
ノ
下
付
ヲ
喜
ビ
居
ル
者
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
一
般
ノ

人
民
ハ
概
シ
テ
連
年
ノ
天
災
続
キ
ニ
加
フ
ル
ニ
累
年
ペ
ス
ト
ノ
厄
難
甚
シ
キ
ニ
拘
ハ
ラ
ス
公
共
ニ
関
ス
ル
保
甲
民
ノ
負
担
ハ
倍
々

多
ク
且
世
間
一
帯
ノ
不
景
気
ニ
依
リ
金
融
逼
迫
シ
実
ニ
困
難
ヲ
極
メ
ツ
ツ
ア
リ
不
潔
家
屋
ノ
坪
数
実
査
ニ
就
テ
モ
人
民
ハ
早
ヤ
取

毀
タ
ル
ル
モ
ノ
ト
信
シ
現
在
ノ
家
屋
ヲ
取
毀
タ
レ
テ
ハ
更
ニ
建
築
ス
ル
資
力
ナ
シ
ト
テ
泣
テ
嘆
願
シ
タ
ル
モ
ノ
等
ア
リ
タ
ル
由
ニ

テ
其
ノ
民
情
ニ
対
シ
特
ニ
注
意
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ア
リ

）
105
（

　

こ
の
史
料
か
ら
は
、
一
部
の
資
産
家
が
手
当
金
を
改
築
費
用
の
足
し
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
、「
処
分
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
を

喜
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
一
般
の
民
衆
は
天
災
と
ペ
ス
ト
の
発
生
、
保
甲
民
と
し
て
の
負
担
増
、
不
景
気
に
よ
る
金
融
の
逼
迫
に
よ
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り
苦
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
な
か
で
断
行
さ
れ
る
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
は
民
情
を
刺
激
し
て
い
る
状
況
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
は
、
か
か
る
民
衆
の
不
満
を
惹
起
し
な
が
ら
も
断
行
さ
れ
て
い
く
が
、
街
の
情
景
を
も
変
え
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
嘉
義
庁
塩
水
港
庁
に
お
い
て
「
処
分
規
則
」
に
よ
り
二
一
八
戸
の
家
屋
取
毀
が
実
施
さ
れ

た
（
第
三
表
）。
こ
の
時
取
り
毀
さ
れ
た
家
屋
は
塩
水
港
街
全
戸
数
の
一
割
以
上
に
相
当
し
て
お
り
、「
市
街
は
宛
然
震
災
後
の
如
き
感

を
呈
し
た
」
と
い
う

）
106
（

。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
嘉
義
街
で
取
り
毀
さ
れ
た
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
も
ま
た
街
全
体
の
一
割
余
に
お
よ

ん
で
い
た

）
107
（

。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
五
月
一
四
日
付
の
『
台
日
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
嘉
義
は
不
潔
家
屋
取
毀
、
ペ
ス
ト
汚
染
家

屋
取
払
等
よ
り
し
て
、
現
時
の
嘉
義
は
実
に
老
人
の
歯
の
如
く
、
焼
跡
の
感
を
与
え
て
、
見
る
か
ら
に
人
気
を
沈
衰
せ
し
む
る
光
景
」

を
醸
し
出
し
て
い
る
と
い
う

）
108
（

。
家
屋
の
取
毀
は
、
ペ
ス
ト
病
毒
の
根
源
た
る
鼠
を
駆
除
し
、
人
へ
の
感
染
経
路
を
絶
つ
と
い
う
公
衆
衛

生
上
の
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
「
不
潔
家
屋
」
あ
る
い
は
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
と
の
烙
印
を
押
し
た
家
屋
を
対
象
と
し
て
断
行
さ
れ
た
。

人
々
は
こ
の
実
践
の
も
と
で
家
屋
を
取
り
毀
す
当
事
者
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
家
屋
取
毀
後
に
ペ
ス
ト
が
発
生
し
な
く
な
っ
た
変

貌
し
た
街
を
視
覚
的
に
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
経
験
は
、
近
代
的
な
衛
生
思
想
の
普
及
を
促
す
一
因
と
な
っ
た
一
方
で
、

衛
生
学
や
細
菌
学
と
い
う
近
代
科
学
に
依
拠
す
る
措
置
の
「
正
当
性
」
を
補
完
し
、
そ
れ
を
受
容
す
る
思
想
的
基
盤
の
強
化
に
繋
が
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。お

わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
台
湾
総
督
府
の
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
に
つ
い
て
、「
不
潔
家
屋
」
及
び
「
ペ
ス
ト
家
屋
」
の
取
毀
に
係
る
法
制
度
と
運
用
面

を
中
心
と
し
て
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
、
冒
頭
で
設
定
し
た
三
つ
の
研
究
課
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
結
論
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
し
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た
い
。

　

ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
の
家
屋
取
毀
は
、
人
へ
の
ペ
ス
ト
病
毒
伝
播
の
温
床
と
な
る
鼠
族
の
駆
除
を
目
的
と
し
て
、
消
毒
法
に
よ

る
効
果
を
見
出
せ
な
い
鼠
族
の
巣
窟
の
根
本
的
除
去
を
は
か
る
も
の
で
あ
り
、
総
督
府
の
防
疫
対
策
の
仕
上
げ
に
位
置
付
く
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
家
屋
の
取
毀
を
合
法
化
し
た
法
令
が
「
建
築
規
則
」
と
「
処
分
規
則
」
で
あ
っ
た
。「
建
築
規
則
」
は
、
公
衆
衛
生
及

び
公
安
の
観
点
か
ら
、
家
屋
の
建
築
を
包
括
的
に
規
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
長
官
に
対
し
て
既
存
の
家
屋
の
改
造
、
修
補
、
取

毀
に
係
る
命
令
権
を
与
え
た
。
公
衆
衛
生
に
関
し
て
は
、「
健
康
ニ
害
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
」
家
屋
が
取
毀
等
の
対
象
と
な
っ
た
。
明
治

四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
か
ら
翌
（
一
九
〇
八
）
年
に
か
け
て
台
北
庁
管
内
の
城
内
・
大
稲

・
艋

の
三
市
街
で
実
施
さ
れ
た
「
不
潔

家
屋
」
の
取
毀
措
置
は
、
ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
「
建
築
規
則
」
が
本
格
的
に
適
用
さ
れ
た
端
緒
で
あ
っ
た
。「
建
築
規
則
」
は
、

地
方
長
官
の
家
屋
取
毀
命
令
に
よ
り
、
家
屋
の
所
有
者
自
身
が
取
毀
を
行
い
、
期
限
内
に
取
毀
が
完
了
し
な
い
場
合
に
は
行
政
代
執
行

に
よ
り
対
応
し
、
代
執
行
に
要
し
た
費
用
を
家
屋
所
有
者
よ
り
強
制
的
に
徴
収
で
き
る
よ
う
規
定
し
た
一
方
で
、
家
屋
の
取
毀
に
伴
い

生
じ
る
損
害
へ
の
補
償
規
定
を
具
え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、「
建
築
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
は
、
総
督
府
の
ペ
ス

ト
防
疫
対
策
上
、
財
政
出
動
を
伴
わ
な
い
、
最
も
強
権
的
な
措
置
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

他
方
、「
処
分
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
か
ら
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
の
間
に
嘉
義
庁
管
内
の

家
屋
を
主
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。「
処
分
規
則
」
は
、「
建
築
規
則
」
と
同
様
に
、
地
方
庁
長
の
家
屋
取
毀
命
令
に
基
づ
き
、
家
屋

の
所
有
者
が
取
毀
を
実
施
す
る
義
務
を
負
い
、
期
限
ま
で
に
取
毀
を
完
了
し
な
い
場
合
に
は
行
政
代
執
行
が
行
わ
れ
る
。
だ
が
、
地
方

庁
長
が
家
屋
取
毀
命
令
を
発
出
す
る
際
に
台
湾
総
督
の
認
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
、
家
屋
取
毀
に
伴
い
生
じ
る
損
害
に
対
す

る
手
当
金
の
支
給
規
定
を
有
す
る
点
に
お
い
て
「
建
築
規
則
」
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

　

「
処
分
規
則
」
は
、
内
地
に
お
い
て
防
疫
対
策
と
し
て
の
家
屋
取
毀
を
合
法
化
し
た
「
改
正
伝
染
病
予
防
法
」（
以
下
、「
法
」
と
す
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る
）
を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
が
、
両
者
の
間
に
は
三
つ
の
差
異
が
存
在
し
た
。「
法
」
に
よ
れ
ば
、
家
屋
の
取
毀
は
地
方
長
官
が
執
行

し
、
家
屋
取
毀
に
係
る
損
害
に
対
す
る
手
当
金
の
支
給
は
行
政
の
「
義
務
」
で
あ
り
、
家
屋
取
毀
の
手
続
上
、
地
方
長
官
は
関
係
市
町

村
会
の
意
見
を
聴
取
し
て
内
務
大
臣
の
認
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、「
処
分
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
家
屋
の
取
毀
は
命
令
を

受
け
た
家
屋
所
有
者
の
義
務
で
あ
り
、
手
当
金
の
支
給
は
行
政
の
「
裁
量
」
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
家
屋
取
毀
命
令
の
発
出
過
程
に
お

い
て
住
民
の
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を
保
障
し
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
手
当
金
額
の
決
定
の
際
、
内
地
で
は
家
屋
の
時
価
を
参
酌

し
て
算
出
す
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
が
、
台
湾
で
は
こ
の
種
の
規
定
は
何
処
に
も
な
い
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
の
嘉
義

街
に
お
け
る
「
処
分
規
則
」
に
よ
る
家
屋
取
毀
の
際
に
は
、
手
当
金
額
は
家
屋
時
価
の
三
割
を
基
準
と
し
て
算
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。「
処
分
規
則
」
は
、「
建
築
規
則
」
よ
り
家
屋
取
毀
処
分
の
手
続
上
及
び
被
処
分
者
の
負
担
上
に
お
い
て
も
手
厚
く
な
っ
て
い
る
が
、

「
法
」
と
比
較
し
た
場
合
、
総
督
府
に
家
屋
取
毀
及
び
補
償
金
額
の
決
定
に
係
る
よ
り
強
い
権
限
を
与
え
て
い
る
と
と
も
に
、
個
人
に

よ
り
重
い
負
担
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
総
督
府
の
防
疫
対
策
は
、
行
政
が
強
力
に
主
導
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
行
政
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
、
個
人
の
財
政
負
担
と
労
力
に
可
能
な
限
り
依
存
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　

ペ
ス
ト
防
疫
対
策
と
し
て
の
家
屋
取
毀
は
、
ペ
ス
ト
病
毒
の
根
源
た
る
鼠
族
の
駆
除
と
い
う
科
学
的
根
拠
と
、
ペ
ス
ト
の
発
生
を
抑

制
し
人
々
を
守
る
と
の
公
共
の
利
益
の
た
め
に
は
「
不
潔
家
屋
」
の
所
有
者
又
は
居
住
者
は
「
之
が
犠
牲
と
な
り
甘
ん
じ
て
命
を
奉
ず

べ
き
覚
悟
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
な
公
衆
衛
生
の
規
範
に
依
拠
し
て
断
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
家
屋
取
毀
は
、
ペ
ス
ト

の
発
生
抑
制
に
一
定
程
度
の
効
果
を
発
揮
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
に
人
々
が
触
れ
た
時
、
公
衆
衛
生
の
規
範
に
基
づ
く
防
疫
措
置
の
有

効
性
に
対
す
る
理
解
が
芽
生
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
近
代
的
な
衛
生
思
想
の
社
会
的
普
及
を
促
す
一
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
稿
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、「
建
築
規
則
」
と
「
処
分
規
則
」
の
制
定
過
程
の
検
討
を
通
じ
て
「
旧
慣
」
の
統
治
政
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策
へ
の
具
体
的
な
活
用
事
例
を
示
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
防
疫
対
策
と
し
て
の
家
屋
の
取
毀
は
、
私
有
財
産
た
る
家
屋
の
取
毀
を
強
制
す

る
も
の
で
あ
っ
て
私
権
の
侵
害
を
伴
う
。
大
日
本
帝
国
憲
法
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
家
屋
取
毀
を
執
行
す
る
に
は
、
法
律
に
よ
る
根
拠
規

定
と
私
権
侵
害
に
伴
い
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
補
償
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
法
」
は
「
法
」
公
布
以
前
に
お
い
て
法
律
上

の
根
拠
な
く
執
行
さ
れ
て
き
た
家
屋
取
毀
の
「
蛮
勇
非
立
憲
的
行
動
」
を
是
正
す
る
た
め
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
家
屋
取
毀
の

執
行
と
補
償
義
務
を
一
対
の
も
の
と
し
て
規
定
し
た
。
他
方
、
総
督
府
の
起
草
し
た
「
建
築
規
則
」
と
「
処
分
規
則
」
の
律
令
原
案
は
、

行
政
に
家
屋
取
毀
の
命
令
権
を
与
え
る
も
補
償
規
定
を
用
意
し
て
い
な
か
っ
た
。「
処
分
規
則
」
律
令
原
案
は
、
法
制
局
の
反
対
に
遭

い
、
総
督
府
と
法
制
局
と
の
折
衝
の
結
果
、
手
当
金
を
支
給
で
き
る
枠
組
み
を
設
け
る
修
正
案
を
も
っ
て
決
着
し
た
。
総
督
府
が
補
償

規
定
を
除
外
し
た
の
は
、
清
国
統
治
下
の
台
湾
に
お
い
て
は
官
営
事
業
や
公
共
事
業
を
実
施
す
る
際
に
「
人
民
ニ
補
償
ス
ル
ノ
制
」
な

く
、
か
つ
、「
人
民
亦
之
ヲ
要
求
セ
サ
ル
ヲ
当
然
ノ
コ
ト
」
に
し
て
い
た
と
い
う
「
旧
慣
」
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
旧
慣
」

に
よ
り
私
権
の
制
限
を
正
当
化
す
る
論
理
は
、
本
島
人
の
権
利
意
識
の
高
ま
り
を
抑
制
す
る
と
い
う
統
治
政
策
的
な
思
考
の
も
と
で
政

策
決
定
過
程
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。「
処
分
規
則
」
は
、
規
定
上
、
手
当
金
の
支
給
を
義
務
化
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
手

当
金
支
給
の
裁
量
権
を
総
督
府
に
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
後
藤
新
平
民
政
長
官
の
い
う
「
特
ニ
生
シ
タ
ル
損
失
ハ
之

ヲ
補
償
ス
ル
ノ
精
神
」
で
あ
る
も
「
之
ヲ
公
然
人
民
ノ
権
利
ト
発
表
」
し
な
い
と
い
う
統
治
政
策
的
な
思
考
は
後
藤
が
民
政
長
官
か
ら

退
い
た
後
に
お
い
て
も
な
お
総
督
府
内
で
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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註（
１
）

　

飯
島
渉
『
ペ
ス
ト
と
近
代
中
国
―
衛
生
の
「
制
度
化
」
と
社
会
変
容
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
頁
～
四
頁
・
一
二
五
頁
～
一
二
六
頁
。

（
２
）

　

芹
澤
良
子
「
台
湾 

一
八
九
六
年
―
日
本
の
〈
帝
国
医
療
〉
の
揺
籃
―
」
永
島
剛
・
市
川
智
生
・
飯
島
渉
編
『
衛
生
と
近
代
―
ペ
ス
ト
流
行
に

み
る
東
ア
ジ
ア
の
統
治
・
医
療
・
社
会
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
七
年
、
六
三
頁
～
九
六
頁
。

（
３
）

　

范
燕
秋
「
鼠
疫
与
台
湾
之
公
共
衛
生
（
一
八
九
六
―
一
九
一
七
）」『
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
館
刊
』
第
一
巻
第
三
期
、
一
九
九
五
年
、

五
九
頁
～
八
四
頁
。

（
４
）

　

芹
澤
良
子
「
台
湾 

一
八
九
六
年
―
日
本
の
〈
帝
国
医
療
〉
の
揺
籃
―
」
前
掲
、
八
六
頁
。

（
５
）

　

范
燕
秋
「
鼠
疫
与
台
湾
之
公
共
衛
生
（
一
八
九
六
―
一
九
一
七
）」
前
掲
、
八
一
頁
～
八
二
頁
。

（
６
）

　

鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平 

第
二
巻
』
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
、
一
九
三
七
年
、
三
九
九
頁
。

（
７
）

　

内
地
に
お
け
る
ペ
ス
ト
の
流
行
と
防
疫
対
策
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
と
し
て
、
春
日
忠
善
『
日
本
の
ペ
ス
ト
流
行
史
』（
北
里
メ
デ
ィ
カ
ル

ニ
ュ
ー
ス
編
集
部
、
一
九
八
六
年
）、
坂
口
誠
「
近
代
大
阪
の
ペ
ス
ト
流
行
，
一
九
〇
五
―
一
九
一
〇
」（『
三
田
学
会
雑
誌
』第
九
七
巻
第
四
号
、

二
〇
〇
五
年
、
五
六
一
頁
～
五
八
一
頁
）、
安
保
則
夫
『
近
代
日
本
の
社
会
的
差
別
形
成
史
の
研
究
―
増
補
『
ミ
ナ
ト
神
戸 

コ
レ
ラ
・
ペ
ス
ト
・

ス
ラ
ム
』
―
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
特
に
一
二
二
頁
～
一
七
三
頁
）、
廣
川
和
花
「
近
代
大
阪
の
ペ
ス
ト
流
行
に
み
る
衛
生
行
政
の
展

開
と
医
療
・
衛
生
環
境
」（『
歴
史
評
論
』
第
七
二
六
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
九
頁
～
三
一
頁
）、
市
川
智
生
「
神
戸 

一
八
九
九
年
―
開
港
場
の

防
疫
と
外
国
人
社
会
」（
永
島
剛
・
市
川
智
生
・
飯
島
渉
編
『
衛
生
と
近
代
―
ペ
ス
ト
流
行
に
み
る
東
ア
ジ
ア
の
統
治
・
医
療
・
社
会
』
法
政

大
学
出
版
局
、
二
〇
一
七
年
、
九
七
頁
～
一
二
六
頁
）
が
あ
る
。

（
８
）

　

『
衛
生
局
年
報

明
治
三
十
二
年
』
衛
生
局
、
一
九
〇
四
年
、
三
一
頁
～
三
二
頁
。

（
９
）

　

『
衛
生
局
年
報

自
明
治
二
十
六
年
至
明
治
二
十
七
年
』
衛
生
局
、
一
八
九
六
年
、
九
頁
。

（
10
）

　

『
衛
生
局
年
報

明
治
三
十
年
』
衛
生
局
、
一
九
〇
〇
年
、
二
四
頁
。

（
11
）

　

『
大
阪
府
伝
染
病
流
行
誌
要
』
大
阪
府
警
察
部
衛
生
課
、
一
九
一
九
年
、
一
一
〇
頁
。

（
12
）

　

飯
村
保
三
『
日
本
内
地
ノ
「
ペ
ス
ト
」
流
行
ニ
関
ス
ル
調
査
』
内
務
省
衛
生
局
、
一
九
二
九
年
、
二
三
頁
。

（
13
）

　

同
上
、
一
頁
。
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（
14
）

　

『
衛
生
局
年
報
』（
内
務
省
衛
生
局
）
各
年
度
。

（
15
）

　

同
上
。

（
16
）

　

飯
村
保
三
『
日
本
内
地
ノ
「
ペ
ス
ト
」
流
行
ニ
関
ス
ル
調
査
』
前
掲
、
二
二
頁
～
四
五
頁
。

（
17
）

　

伝
染
病
予
防
法
の
制
定
過
程
や
同
法
の
運
用
面
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
小
栗
史
朗
『
地
方
衛
生
行
政
の
創
設
過
程
』（
医
療
図
書
出
版
社
、

一
九
八
一
年
、
特
に
二
五
九
頁
～
二
七
四
頁
）、
尾
崎
耕
司
「『
伝
染
病
予
防
法
』考
―
市
町
村
自
治
と
機
関
委
任
事
務
に
関
す
る
一
考
察
」（『
新

し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
二
一
三
号
、
一
九
九
四
年
、
一
頁
～
一
四
頁
）、
谷
口
直
人
「『
伝
染
病
予
防
法
』
の
制
定
過
程
―
内
務
省
公
衆
衛

生
行
政
の
構
想
と
展
開
―
」（
内
務
省
史
研
究
会
編
『
内
務
省
と
国
民
』
文
献
出
版
、
一
九
九
八
年
、
七
九
頁
～
一
〇
九
頁
）、
笠
原
英
彦
「
伝

染
病
予
防
法
ま
で
の
道
の
り
―
医
療
・
衛
生
行
政
の
変
転
―
」（『
法
学
研
究
』
第
八
〇
巻
第
一
二
号
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
三
頁
～
一
四
三

頁
）、
竹
原
万
雄
「『
伝
染
病
予
防
法
』
の
制
定
と
そ
の
背
景
」『
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
〇
九

年
、
一
七
頁
～
二
六
頁
）
及
び
小
島
和
貴
「
衛
生
官
僚
た
ち
の
内
務
省
衛
生
行
政
構
想
と
伝
染
病
予
防
法
の
制
定
」（『
法
政
論
叢
』
第
五
一
巻

第
二
号
、
二
〇
一
五
年
、
二
七
一
頁
～
三
〇
〇
頁
）
が
あ
る
。

（
18
）

　

明
治
三
〇
年
三
月
法
律
第
三
六
号
「
伝
染
病
予
防
法
」『
官
報
』
第
四
一
二
一
号
・
明
治
三
〇
年
四
月
一
日
、
一
頁
～
三
頁
。

（
19
）

　

同
上
。

（
20
）

　

平
成
一
〇
年
一
〇
月
法
律
第
一
一
四
号
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」『
官
報
』
号
外
第
二
〇
三

号
・
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
日
、
四
頁
～
一
三
頁
。

（
21
）

　

厚
生
省
医
務
局
編
『
医
制
百
年
史 

記
述
編
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
六
年
、
一
三
五
頁
。

（
22
）

　

明
治
三
二
年
一
一
月
内
務
省
訓
令
第
三
六
号
「
家
鼠
駆
除
方
」『
官
報
』
第
四
九
一
六
号
・
明
治
三
二
年
一
一
月
一
八
日
、
二
三
三
頁
。

（
23
）

　

『
ペ
ス
ト
病
予
防
令
達
類
纂
』
三
重
県
検
疫
委
員
部
、
一
九
〇
〇
年
、
六
一
頁
～
六
二
頁
。

（
24
）

　

同
上
、
二
八
頁
・
六
五
頁
～
六
六
頁
。

（
25
）

　

『
衛
生
局
年
報 

明
治
三
十
七
三
十
八
年
』
内
務
省
衛
生
局
、
一
九
〇
八
年
、
四
九
頁
。

（
26
）

　

明
治
三
八
年
三
月
法
律
第
五
六
号
「
伝
染
病
予
防
法
中
改
正
」『
官
報
』
第
六
五
〇
七
号
・
明
治
三
八
年
三
月
一
三
日
、
三
八
五
頁
。

（
27
）

　

『
衛
生
局
年
報 

明
治
三
十
七
三
十
八
年
』
前
掲
、
四
九
頁
。
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（
28
）

　

同
上
。

（
29
）

　

加
納
光
久
編
『
伝
染
病
予
防
法
釈
義
』
小
寺
庄
三
郎
、
一
九
二
六
年
、
五
四
頁
。

（
30
）

　

明
治
三
八
年
六
月
内
務
省
令
第
二
一
号
「
伝
染
病
予
防
法
ニ
依
ル
手
当
金
ニ
関
ス
ル
件
」『
官
報
』
第
六
五
九
八
号
・
明
治
三
八
年
六
月

二
九
日
、
一
二
一
七
頁
。

（
31
）

　

『
新
訂 

政
治
家
人
名
事
典 

明
治
～
昭
和
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
三
年
、
六
五
六
頁
。

（
32
）

　

山
根
正
次
『
日
独
比
較
改
正
伝
染
病
予
防
法
論
』
清
水
書
店
、
一
九
〇
六
年
、
一
五
四
頁
～
一
五
五
頁
。

（
33
）

　

『
第
二
一
回
帝
国
議
会
衆
議
院
伝
染
病
予
防
法
中
改
正
法
律
案
委
員
会
会
議
録
（
速
記
）
第
二
回
』
明
治
三
八
年
二
月
一
六
日
、
六
頁
。

（
34
）

　

伊
藤
博
文
『
帝
国
憲
法
義
解
』
国
家
学
会
、
一
八
八
九
年
、
三
九
頁
～
四
〇
頁
。

（
35
）

　

市
川
智
生
「
神
戸 
一
八
九
九
年
―
開
港
場
の
防
疫
と
外
国
人
社
会
」
前
掲
、
一
〇
五
頁
～
一
〇
八
頁
。

（
36
）

　

北
里
柴
三
郞
「｢

ペ
ス
ト｣
予
防
に
就
て
」『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
第
二
四
二
号
、
一
九
〇
三
年
、
三
九
三
頁
～
三
九
四
頁
。

（
37
）

　

同
上
、
三
九
四
頁
。

（
38
）

　

兵
庫
県
警
察
部
編
『
兵
庫
県
ペ
ス
ト
流
行
誌

下
巻
』
該
部
、
一
九
一
二
年
、
一
〇
〇
頁
～
一
〇
一
頁
。

（
39
）

　

神
奈
川
県
警
察
部
編
『
神
奈
川
県
ペ
ス
ト
流
行
史
』
該
部
、
一
九
一
〇
年
、
三
頁
・
三
〇
八
頁
～
三
一
一
頁
・
附
録
第
四
図
。

（
40
）

　

明
治
二
九
年
三
月
法
律
第
六
三
号
「
台
湾
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律
」『
官
報
』
第
三
八
二
三
号
・
明
治
二
九
年
三
月
三
十
一
日
、

四
八
九
頁
～
四
九
〇
頁
、
明
治
三
九
年
四
月
法
律
第
三
一
号
「
台
湾
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律
」『
官
報
』
第
六
八
三
一
号
・
明
治

三
九
年
四
月
一
一
日
、
二
九
七
頁
、
大
正
一
〇
年
三
月
法
律
第
三
号
「
台
湾
ニ
施
行
ス
ヘ
キ
法
令
ニ
関
ス
ル
法
律
」『
官
報
』
第
二
五
八
三
号
・

大
正
一
〇
年
三
月
一
五
日
、
三
六
一
頁
。

（
41
）

　

大
正
一
四
年
一
二
月
勅
令
第
三
三
一
号
「
質
屋
取
締
法
外
二
十
件
施
行
ニ
関
ス
ル
勅
令
中
改
正
」『
官
報
』
第
四
〇
〇
五
号
・
大
正
一
四
年

一
二
月
二
九
日
、
七
五
五
頁
。

（
42
）

　

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
七
月
勅
令
第
二
六
二
号
「
質
屋
取
締
法
外
二
十
一
件
施
行
ニ
関
ス
ル
勅
令
中
改
正
」
に
よ
り
、
本
勅
令
に
「
行

政
諸
法
台
湾
施
行
令
」
と
の
題
名
が
付
さ
れ
た
。
改
正
勅
令
の
施
行
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月
一
日
で
あ
る
（
大
正
一
五
年
七
月
勅

令
第
二
六
二
号
「
質
屋
取
締
法
外
二
十
一
件
施
行
ニ
関
ス
ル
勅
令
中
改
正
」『
官
報
』
第
四
一
七
四
号
・
大
正
一
五
年
七
月
二
二
日
、
五
八
五
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頁
及
び
昭
和
元
年
一
二
月
府
令
第
二
号
「
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
六
十
二
号
施
行
期
日
ノ
件
」『
府
報
』
第
五
号
・
昭
和
元
年
一
二
月
三
一

日
、
三
〇
頁
）。

（
43
）

　

大
正
一
五
年
三
月
府
令
第
二
〇
号
「
伝
染
病
予
防
法
ヲ
台
湾
ニ
施
行
ス
ル
勅
令
施
行
期
日
ノ
件
」『
府
報
』
第
三
七
六
一
号
・
大
正
一
五
年

三
月
二
四
日
、
五
七
頁
。

（
44
）

　

「
伝
染
病
研
究
所
技
手
倉
岡
彦
助
総
督
府
防
疫
医
官
兼
総
督
府
専
売
局
技
師
ニ
任
用
ノ
件
」『
明
治
三
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
一

巻
』
第
六
一
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
一
二
三
二
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
45
）

　

倉
岡
彦
助
『
台
湾
ニ
於
ケ
ル
ペ
ス
ト
ノ
流
行
学
的
研
究
』
台
湾
医
学
会
、
一
九
二
〇
年
、
一
八
頁
～
一
九
頁
・
附
録
第
一
表
「
庁
別
年
別
ペ

ス
ト
患
者
及
死
者
表
」。

（
46
）

　

明
治
二
九
年
一
〇
月
律
令
第
八
号
「
台
湾
伝
染
病
予
防
規
則
」『
台
湾
総
督
府
報
』
第
二
一
号
・
明
治
二
九
年
一
〇
月
一
五
日
、
一
八
頁
。

（
47
）

　

「
伝
染
病
予
防
規
則
制
定
」『
明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
一
六
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
〇
〇
六
一
、
国
史
館
台
湾
文
献

館
所
蔵
。

（
48
）

　

同
上
。

（
49
）

　

明
治
二
九
年
七
月
台
湾
総
督
府
訓
令
第
七
三
号
「
伝
染
病
予
防
消
毒
心
得
」
台
湾
総
督
府
民
政
部
衛
生
課
編
纂
『
台
湾
衛
生
法
規 

全
』
同
課
、

一
九
〇
〇
年
、
四
九
頁
～
六
七
頁
。

（
50
）

　

『
台
湾
衛
生
概
要
』
台
湾
総
督
府
民
政
部
、
一
九
一
三
年
、
一
四
〇
頁
。

（
51
）

　

許
世
楷
『
日
本
統
治
下
の
台
湾
―
抵
抗
と
弾
圧
―
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
一
五
三
頁
。

（
52
）

　

『
台
湾
衛
生
概
要
』
前
掲
、
一
三
九
頁
・
一
四
二
頁
。

（
53
）

　

「
故
台
湾
総
督
府
技
師
岡
田
義
行
外
二
名
遺
族
ヘ
金
員
給
与
ノ
件
」（『
公
文
雑
纂
』
大
正
八
年
・
第
一
二
巻
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
所
収

の
「
ペ
ス
ト
防
遏
事
業
概
要
」。

（
54
）

　

『
台
湾
衛
生
概
要
』
前
掲
、
一
四
〇
頁
～
一
四
一
頁
。

（
55
）

　

明
治
三
三
年
八
月
律
令
第
一
四
号
「
台
湾
家
屋
建
築
規
則
」『
府
報
』
第
七
九
九
号
・
明
治
三
三
年
八
月
一
二
日
、
一
五
頁
。

（
56
）

　

明
治
四
一
年
二
月
律
令
第
二
号
「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
府
報
』
第
二
三
六
五
号
・
明
治
四
一
年
二
月
一
三
日
、
三
三
頁
。
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（
57
）

　

「
台
湾
家
屋
建
築
規
則
ヲ
定
ム
」『
公
文
類
聚
』
第
二
四
編
・
明
治
三
三
年
・
第
三
一
巻
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
及
び
明
治
三
三
年
八
月
律

令
第
一
四
号
「
台
湾
家
屋
建
築
規
則
」『
府
報
』
第
七
九
九
号
・
明
治
三
三
年
八
月
一
二
日
、
一
五
頁
。

（
58
）

　

「
台
湾
家
屋
建
築
規
則
（
律
令
第
一
四
号
、
府
令
第
八
一
号
）」『
明
治
三
三
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
二
一
巻
』
第
一
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
〇
五
四
五
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
59
）

　

「
台
湾
下
水
規
則
ヲ
定
ム
」『
公
文
類
聚
』
第
二
三
編
・
明
治
三
二
年
・
第
三
六
巻
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
及
び
明
治
三
二
年
四
月
律
令
第

六
号
「
台
湾
下
水
規
則
」『
台
湾
総
督
府
報
』
第
五
〇
二
号
・
明
治
三
二
年
四
月
一
九
日
、
三
一
頁
。

（
60
）

　

「
台
湾
下
水
規
則
（
律
令
六
号
）」『
明
治
三
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
〇
巻
』
第
九
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
〇
四
三
〇
、
国
史
館
台

湾
文
献
館
所
蔵
。

（
61
）

　

「
律
令
第
二
号
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
明
治
四
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
八
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
一
三
七
一
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
、「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
ヲ
定
ム
」『
公
文
類
聚
』
第
三
二
編
・
明
治
四
一
年
・
第

一
六
巻
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
及
び
明
治
四
一
年
二
月
律
令
第
二
号
「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
府
報
』
第
二
三
六
五
号
・

明
治
四
一
年
二
月
一
三
日
、
三
三
頁
。

（
62
）

　

「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
ヲ
定
ム
」『
公
文
類
聚
』
第
三
二
編
・
明
治
四
一
年
・
第
一
六
巻
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

（
63
）

　

大
正
一
四
年
一
二
月
律
令
第
三
号
「
台
湾
伝
染
病
予
防
令
及
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
廃
止
」『
府
報
』
号
外
・
大
正
一
四
年

一
二
月
二
九
日
、
一
頁
、
大
正
一
五
年
三
月
府
令
第
二
一
号
「
台
湾
伝
染
病
予
防
令
及
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
廃
止
ノ
律
令
施
行

期
日
ノ
件
」『
府
報
』
第
三
七
六
一
号
・
大
正
一
五
年
三
月
二
四
日
、
五
七
頁
。

（
64
）

　

「
律
令
第
二
号
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
明
治
四
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
八
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
一
三
七
一
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
65
）

　

同
上
。

（
66
）

　

「
官
吏
発
著
」『
府
報
』
第
二
三
一
三
号
・
明
治
四
〇
年
一
一
月
一
二
日
、
四
一
頁
。

（
67
）

　

「
律
令
第
三
号
台
湾
ペ
ス
ト
予
防
組
合
規
則
、
府
令
第
九
号
同
上
施
行
規
則
」『
明
治
四
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
一
五
文
書
、

所
蔵
番
号

：

〇
一
三
七
一
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。
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（
68
）

　

同
上
。

（
69
）

　

明
治
三
二
年
三
月
律
令
第
四
号
「
台
湾
獣
疫
予
防
規
則
」『
台
湾
総
督
府
報
』第
四
八
七
号
・
明
治
三
二
年
三
月
二
六
日
、
四
五
頁
～
四
六
頁
。

（
70
）

　

「
律
令
第
二
号
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
明
治
四
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
八
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
一
三
七
一
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
71
）

　

明
治
四
一
年
二
月
府
令
第
六
号
「
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
施
行
規
則
」『
府
報
』
第
二
三
六
五
号
・
明
治
四
一
年
二
月
一
三
日
、

三
三
頁
。

（
72
）

　

「
律
令
第
二
号
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
明
治
四
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
八
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
一
三
七
一
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
73
）

　

「
ペ
ス
ト
防
遏
事
業
概
要
」
前
掲
、
及
び
『（
大
正
六
年
分
）
台
湾
総
督
府
民
政
事
務
成
績
提
要
第
二
十
三
編
』
台
湾
総
督
府
民
政
部
、

一
九
一
九
年
、
四
七
四
頁
。

（
74
）

　

倉
岡
彦
助
『
台
湾
ニ
於
ケ
ル
ペ
ス
ト
ノ
流
行
学
的
研
究
』
前
掲
、
附
録
第
一
表
「
庁
別
年
別
ペ
ス
ト
患
者
及
死
者
表
」
。

（
75
）

　

「
ペ
ス
ト
発
生
家
屋
取
毀
報
告
（
台
北
庁
）」『
明
治
四
〇
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
八
巻
』
第
一
四
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
五
〇
三
一
、

国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
76
）

　

同
上
。

（
77
）

　

同
上
。

（
78
）

　

「
不
潔
家
屋
の
取
払
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
〇
年
七
月
九
日
、
五
頁
、
及
び
「
取
払
の
不
潔
家
屋
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
〇
年

七
月
一
六
日
、
二
頁
。

（
79
）

　

「
佐
藤
庁
長
談
片
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
〇
年
七
月
一
六
日
、
二
頁
。

（
80
）

　

「
不
潔
家
屋
の
取
払
」
前
掲
。

（
81
）

　

「
悪
疫
予
防
上
の
注
意
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
〇
年
七
月
三
一
日
、
五
頁
。

（
82
）

　

「
不
潔
家
屋
の
取
払
」
前
掲
。

（
83
）

　

「
次
期
の
不
潔
家
屋
取
毀
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
〇
年
七
月
二
八
日
、
五
頁
。
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（
84
）

　

「
第
二
期
取
払
不
潔
家
屋
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
〇
年
八
月
一
日
、
五
頁
、
及
び
「
第
二
期
取
払
不
潔
家
屋
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明

治
四
〇
年
八
月
二
日
、
五
頁
。

（
85
）

　

「
強
制
取
壊
遂
行
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
〇
年
九
月
二
十
七
日
、
五
頁
、
及
び
「
不
潔
家
屋
の
強
制
取
壊
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治

四
〇
年
一
一
月
一
七
日
、
五
頁
。

（
86
）

　

「
ペ
ス
ト
発
生
家
屋
取
毀
報
告
（
台
北
庁
）」『
明
治
四
〇
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
一
八
巻
』
第
一
四
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
五
〇
三
一
、

国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
87
）

　

「
不
潔
家
屋
取
毀
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
一
年
一
月
一
二
日
、
二
頁
。

（
88
）

　

「
大
稲

の
取
壊
家
屋
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
一
年
六
月
二
六
日
、
五
頁
。

（
89
）

　

「
艋

の
不
潔
家
屋
取
毀
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
一
年
七
月
八
日
、
五
頁
。

（
90
）

　

「
不
潔
家
屋
取
毀
始
る
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
二
年
一
月
一
二
日
、
五
頁
。

（
91
）

　

「
ペ
ス
ト
防
遏
事
業
概
要
」
前
掲
。

（
92
）

　

「
ペ
ス
ト
予
防
組
合
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
一
年
八
月
二
日
、
二
頁
。

（
93
）

　

「
律
令
第
二
号
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
明
治
四
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
八
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
一
三
七
一
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
94
）

　

同
上
。

（
95
）

　

ペ
ス
ト
予
防
組
合
と
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
二
月
律
令
第
三
号
「
台
湾
ペ
ス
ト
予
防
組
合
規
則
」
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
、
ペ
ス

ト
の
防
疫
に
特
化
し
た
住
民
組
織
で
あ
る
。
該
規
則
に
よ
れ
ば
、
ペ
ス
ト
予
防
組
合
は
、
庁
長
が
台
湾
総
督
の
認
可
を
得
て
区
域
を
指
定
し
て

設
置
し
、
当
該
区
域
内
に
一
戸
を
構
え
る
者
全
て
を
組
合
員
と
し
た
。
組
合
費
は
組
合
員
の
負
担
で
あ
っ
た
。
組
合
の
主
管
す
る
活
動
と
し

て
、
例
え
ば
、
台
北
庁
の
東
門
街
ペ
ス
ト
予
防
組
合
規
約
に
よ
れ
ば
、「
捕
鼠
方
法
及
防
鼠
装
置
に
関
す
る
事
項
」、「
斃
鼠
捜
査
に
関
す
る
事

項
」、「
熱
性
患
者
有
無
の
監
視
に
関
す
る
事
項
」、「
駆
鼠
的
清
潔
法
施
行
に
要
す
る
人
夫
、
薬
品
、
器
具
、
器
械
の
供
給
に
関
す
る
事
項
」、

「
ペ
ス
ト
患
者
発
生
の
場
合
消
毒
に
要
す
る
必
要
物
品
、
人
夫
の
供
給
に
関
す
る
事
項
」
及
び
「
交
通
遮
断
中
の
者
に
対
す
る
飲
料
水
の
供
給

其
の
他
必
要
物
品
の
買
入
れ
又
は
通
信
等
に
関
す
る
事
項
」
等
が
あ
っ
た
。
明
治
四
一
年
時
点
に
お
い
て
、
組
合
数
は
七
八
組
あ
り
、
内
訳
は
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台
北
庁
三
二
組
、
鳳
山
庁
五
組
、
斗
六
庁
一
組
、
深
坑
庁
五
組
、
基
隆
庁
一
五
組
、
台
南
庁
一
〇
組
、
嘉
義
庁
一
〇
組
で
あ
っ
た
（
明
治
四
一

年
二
月
律
令
第
三
号
「
台
湾
ペ
ス
ト
予
防
組
合
規
則
」『
府
報
』第
二
三
七
五
号
・
明
治
四
一
年
二
月
二
六
日
、
七
〇
頁
、「
模
範
防
疫
組
合
」『
台

湾
日
日
新
報
』第
三
〇
一
六
号
・
明
治
四
一
年
五
月
二
二
日
、
五
頁
、
及
び
『（
明
治
四
十
一
年
）
台
湾
総
督
府
民
政
事
務
成
績
提
要 

第
十
四
編
』

台
湾
総
督
府
、
一
九
〇
九
年
、
一
六
〇
頁
～
一
六
一
頁
）。

（
96
）

　

台
湾
総
督
府
は
、
元
来
、
住
民
の
自
治
組
織
で
あ
っ
た
保
甲
を
警
察
官
の
指
揮
命
令
を
受
け
る
警
察
下
部
組
織
と
し
て
、
あ
る
い
は
行
政
補

助
機
関
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
八
月
に
律
令
第
二
一
号
を
も
っ
て
「
保
甲
条
例
」
を
公
布
し
、
保
甲
の
組
織

化
を
進
め
た
。
保
甲
は
、「
本
島
人
」
の
み
で
組
織
さ
れ
、
お
よ
そ
一
〇
戸
を
も
っ
て
甲
と
し
、
一
〇
甲
を
も
っ
て
保
と
し
た
。
保
の
長
は
保

正
、
甲
の
長
は
甲
長
と
い
う
。
保
甲
の
経
費
は
当
該
保
甲
内
の
住
民
が
負
担
し
た
。
保
甲
は
、
保
甲
規
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た

が
、
こ
の
保
甲
規
約
に
は
「
伝
染
病
予
防
ニ
関
ス
ル
コ
ト
」
を
盛
り
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
台
南
庁
の
保
甲
規
約
標
準
に

よ
れ
ば
、
家
長
に
は
伝
染
病
患
者
の
甲
長
ま
た
は
保
正
へ
の
届
出
義
務
、
保
正
と
甲
長
に
は
警
察
官
吏
へ
の
報
告
義
務
と
予
防
消
毒
措
置
へ
の

協
力
義
務
が
課
さ
れ
た
。
仮
に
家
長
が
報
告
義
務
を
怠
っ
た
場
合
、
一
〇
〇
円
以
下
の
過
怠
金
が
科
さ
れ
る
。
保
甲
数
に
つ
い
て
は
、
明
治

四
一
（
一
九
〇
八
）
年
の
段
階
で
、
保
が
四
八
三
四
、
甲
が
四
万
八
二
四
六
で
あ
っ
た
（
明
治
三
一
年
八
月
律
令
第
二
一
号
「
保
甲
条
例
」『
台

湾
総
督
府
報
』
第
三
六
一
号
・
明
治
三
一
年
八
月
三
一
日
、
六
六
頁
、
明
治
三
六
年
五
月
訓
令
第
九
七
号
「
保
甲
条
例
施
行
細
則
標
準
」『
府

報
』
第
一
三
三
九
号
・
明
治
三
六
年
五
月
九
日
、
一
四
頁
～
一
七
頁
、
明
治
三
五
年
九
月
台
南
庁
訓
令
第
四
一
号
「
保
甲
規
約
標
準
」『
庁
報
』

第
四
三
号
・
明
治
三
五
年
九
月
二
〇
日
、
七
二
頁
～
七
三
頁
、
明
治
三
六
年
一
一
月
台
南
庁
訓
令
第
三
四
号
「
保
甲
規
約
標
準
追
加
」『
庁
報
』

第
一
六
九
号
・
明
治
三
六
年
一
一
月
一
四
日
、
二
九
八
頁
、
及
び
『（
明
治
四
十
一
年
分
）
台
湾
総
督
府
民
政
事
務
成
績
提
要 

第
十
四
編
』
台

湾
総
督
府
、
一
九
〇
九
年
、
一
一
六
頁
～
一
一
七
頁
）。

（
97
）

　

「
律
令
第
二
号
台
湾
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
物
処
分
規
則
」『
明
治
四
一
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
六
巻
』
第
八
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
一
三
七
一
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
98
）

　

倉
岡
彦
助
『
台
湾
ニ
於
ケ
ル
ペ
ス
ト
ノ
流
行
学
的
研
究
』
前
掲
、
附
録
第
一
表
「
庁
別
年
別
ペ
ス
ト
患
者
及
死
者
表
」
。

（
99
）

　

「
ペ
ス
ト
病
毒
汚
染
家
屋
処
分
及
手
当
金
額
ノ
件
認
可
（
嘉
義
庁
）」『
明
治
四
四
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
二
巻
』
第
二
〇
文
書
、
所
蔵

番
号

：

〇
五
四
三
〇
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
。
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（
100
）

　

同
上
。

（
101
）

　

同
上
。

（
102
）

　

「
嘉
義
庁
現
勢
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
四
年
四
月
二
〇
日
、
二
頁
。

（
103
）

　

「
嘉
義
庁
管
内
防
疫
作
業
視
察
及
朴
仔

支
庁
管
内
不
潔
家
屋
取
毀
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
（
倉
岡
彦
助
）」『
明
治
四
五
年
台
湾
総
督
府
公
文

類
纂
第
三
巻
』
第
二
七
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
五
四
四
九
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
、
及
び
「
ペ
ス
ト
防
遏
ニ
関
ス
ル
通
達
（
嘉
義
庁
）
」

『
大
正
四
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
二
〇
巻
』
第
一
七
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
二
三
六
〇
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
104
）

　

「
嘉
義
庁
管
内
防
疫
作
業
視
察
及
朴
仔

支
庁
管
内
不
潔
家
屋
取
毀
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
（
倉
岡
彦
助
）」『
明
治
四
五
年
台
湾
総
督
府
公
文

類
纂
第
三
巻
』
第
二
七
文
書
、
所
蔵
番
号
：
〇
五
四
四
九
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
105
）

　

「
ペ
ス
ト
防
遏
ニ
関
ス
ル
通
達
（
嘉
義
庁
）」『
大
正
四
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
第
二
〇
巻
』
第
一
七
文
書
、
所
蔵
番
号

：

〇
二
三
六
〇
、

国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
。

（
106
）

　

「
塩
水
港
の
近
状
」『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
五
年
四
月
二
六
日
、
二
頁
。

（
107
）

　

「
嘉
義
庁
現
勢
」
前
掲
。

（
108
）

　

「
真
赤
裸
に
し
て
見
た
嘉
義
」『
台
湾
日
日
新
報
』
大
正
三
年
五
月
一
四
日
、
五
九
頁
。


